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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　まるで、水すい晶しようの宮きゆう殿でんだった。




　月の光を受けて半はん透とう明めいの硝子ガラスが煌きらめく中、さんざめくような花の園その。湿しつ度どと温度は一定に保たれ、品種の混ざらぬよう風の障しよう壁へきでも区域分けされて、幾いく百幾千の花たちは今が盛りと咲さき誇ほこっている。

　──真夜中の、温室だった。

　夜よ闇やみに白く、燐りん光こうを帯びたかのごとく浮うかび上がった純じゆん粋すい培ばい養ようの百ゆ合りたちの中で、今は別の人ひと影かげが重なっていた。熱っぽく濡ぬれた吐と息いきが絡からみ合い、滑なめらかな肌はだはなおさら甘く互たがいを愛あい撫ぶしあい、いつまで経たっても飽あくことがなさそうだ。

　花が揺ゆれる。

　少女たちを隠かくさねばならぬと、懸けん命めいに多くの花弁が震ふるえていたが、それでも彼女たちの美しさは覆おおいきれぬ。

　片方は、車くるま椅い子すに乗った娘むすめだ。

　金きん髪ぱつに鮮あざやかな翠みどりの瞳ひとみ、華きや奢しやな身体からだは少し力を入れただけで折れてしまいそう。細い金属の首チヨ輪ーカーすらなまめかしく、もうひとりの長い髪かみの少女は、その身体を愛いとおしく抱だきしめていた。互いに支え合うようでもあり、片方が必死にすがりつくようでもあった。

　何度も何度も繰くり返される求愛行動は、永遠に来ない朝を待つのにも似ていた。

「……ん」

　こらえた呻うめきが、ぴちゃぴちゃとした音に包まれる。

　花弁に水の滴したたるような音。いくら繰り返しても飽きないらしく、その音が繰り返されるたびに、長い髪の少女が小刻みに痙けい攣れんした。車椅子の相手を抱きしめたまま、きゅっと足が伸のびて、背せ伸のびするみたいにつっぱった。

「……は、あ」

　また、甘い吐息が零こぼれる。

　足がまた震え、長い髪の少女がきつく車椅子の相手をかきいだく。それでも、どうしても力が入りきらないようで、ひどく悲痛な感じを漂ただよわせたまま、少女の身体は波打った。

「ああっ！」

　今度こそ、とどめらしかった。

　伸びた足が限界までつっぱり、長い髪の少女の身体が大きくのけぞった。それでも車椅子の相手を抱いた腕うでだけは最後まで外されることがなく──ぴちゃぴちゃとこぼれていた水音の正体が、少女の着ていたセーラー服を紅あかく汚よごした。

　血の色に。

　車椅子の相手が唇くちびるを離はなすと、少女は糸が切れた操あやつり人形みたいに倒たおれ伏ふしたのだ。

「──うん、素す敵てきだったわ」

　長い髪の少女を見下ろして、車椅子の娘はそっと唇を押さえた。

　その目もまた、いつのまにか新たな色に染まっていた。瞳は神秘の金色に、縁ふち取どりは唇を染める血の色に。

　火か眼がん金きん睛せい。

　かつて、大陸を震しん撼かんせしめた無比なる鬼き仙せんの色に。

　娘の名前を、ウーという。

　あるいは、斉天チーテイ大アンダー聖シエンとも呼ばれた鬼仙兵器こそが車椅子の娘の真実であった。もう一度、足あし下もとに倒れた少女を見下ろして、ほうっと熱い息をこぼして手を伸ばした。

　途と中ちゆうで止まった。

　その首が、温室の入り口へと振ふり向く。

　すると、

「──なんだ！　また連れてきてたのか！」

　大げさに慨がい嘆たんして、入ってきた若者が両手を広げたのだ。

「うん。楽しいわ。この国ってあたしみたいな子に弱いのね。ちょっと迷子のふりをしたら心配してついてきてくれて、そのままころっと溺おぼれてくれたの。不死属性も何も必要もなくて拍ひよう子し抜ぬけしちゃう。あ、でも、どの子も肌が滑らかで血が美味おいしくてすっごく素敵だわ」

　そこで、初めて気づいたように、少女が血に濡れた唇を押さえたのだ。

「あ、あ、あ、あ、ひょっとしてひょっとして嫉しつ妬としてくれてる？　俺の女を寝ね取とるヤツなんかって、怒いかりのあまりぶっ殺したかったり？」

「ばあああああか！　プロがタダで殺やるかよ！」

　ハイテンションに、ぶんぶんと若者はかぶりを振る。

　プロというのは、そのままの意味だ。

　殺し屋こそが、若者の稼か業ぎようだった。どこかのボディガードみたいに安売りはしないが、さりとてふっかけたり売り込みしたりするわけでもなく、ここしばらくは開店休業状態に近い。正直なところ、最高のモチベーションをぶつける相手がふたりも生まれたので、つまらない相手を指名されるよりは好都合だというのが彼の考えであった。

　ため息をついて、一言付け加える。

「だいたい、お前が俺のこと愛してるなんて当たり前だろが！」

「…………っ」

　少女が、目を見開いた。

　両手で口元を覆って、ふるふると感動に打ち震える。しかし、あまり露ろ骨こつに喜んでは弱みになるとでも思ったのか、すぐにふいと視線をそらせて、

「ば、馬ば鹿かは、ジンだと思う」

　いじいじと指を絡ませながら言うのがなんとも愛らしかった。これが唇から血を垂らしたままでなければとか、車椅子の足下に女の子が倒れていなければとか、いろんな限定条件がつきまとってはいるが。

　もっとも、若者には関係ない話だった。

　気づいてか気づかずか、ウーの切なげな表情を無視して、ひょいと顎あごをしゃくった。

「で、それどうすんの？」

「もちろん後で街に帰すわよ？　きゃっちあんどりりーすとか言うんでしょ？」

　車椅子の娘は、当然とばかりに胸を張った。

「だって、約束は約束だもの。負けたんだから、あいつらの前には出ないようにしないといけないし、あいつらが追いかけてこなきゃならないような事件も控ひかえておくわよ。うん、しばらくは守らないと」

　極きわめて勝手な時間制限をつけて、ウーはひとりでうなずく。

　その瞳には、一いつ切さいの邪じや気きがない。ないままに、人を殺すことも陵りよう辱じよくすることも血を啜すすることもやってのける。無傷で返すと言っているのも、このままついでに解体するとしても、少女の中では微び々びたる差異もない。

　狂きよう気きとは違ちがう。

　人間社会がつくってきた『常識』の、最初から外側に彼らはいるのだ。殺し屋である若者も、鬼仙兵器であるウーも、性質こそ違えど『外れた』者たちだ。殺し屋や鬼仙であるからではなく、それらの世界からさえ彼らは逸いつ脱だつしてしまっている。異能の者たちの組織でさえも、ついにふたりは受け容いれられることがなかった。

　だからこそ、惹ひかれあったのかもしれない。

　一目見たときから、初めて殺し合ったときから、互いの性質や在り方を分かり合えたのかもしれない。

　今だってそうだ。

　前の事件から、何ひとつ変わったわけではないのだ。

　彼らの営みは──その病やみ方も歪ゆがみ方も、以前と同じままである。むしろ互いの時間と触ふれあいが深まるにつれて、なおさら濃こくなっていったかもしれない。

　若者が、すっと腰こしを落とした。

「車椅子の調子はどうだ？」

　視線を同じ位置にして、これだけはひどく優やさしく尋たずねたのだ。

「うん。こっちも好調。ジンが買ってくれたやつだから悪いわけないんだけどね！」

　それが、彼女がおとなしくしている一因であった。

　もうひとりの鬼仙兵器の不死属性を浴びたことによって、ウーの能力ははなはだしく減退していたのである。多くの少女の氣チイを吸って以前よりは回復してきたが、はたして完全に元に戻もどるかどうかも分からない。それでいて、不安そうなそぶりを見せたりしないのも、この娘らしかった。

　あるいは、若者がそばにいるからだろうか。

　この温室こそがどんな楽園よりも輝かがやかしい場所だというように、娘はうっとりと瞼まぶたを閉じた。

　そのときであった。

「誰だれ」

　ウーの手が、殺気とともに動いたのだ。

　動きにはわずかな血が伴ともなっていた。それが娘の手を離れた瞬しゆん間かん、鋼鉄にも勝まさる鋭するどい刃やいばとなって回転し、温室の入り口近くの床ゆかを大きく切り裂さいたのだ。

　避さける気配があった。

　そして、

「滅ほろぼすつもりか」

　と、新たな渋しぶい声がしたのだ。

「もちろん、そのつもりよ。あたしとジンの逢おう瀬せを邪じや魔まするヤツなんか、誰でも死んだり滅びちゃえばいい」

「は。聞きしに勝る独善ぶりだ。五ご岳がく三さん山ざんの末席にもおきたくないな」

「あたしはあたしよ。鬼仙だろうが人間だろうが関係ない。勝手に群れに加えないで」

「──ん、ん、ん？」

　声につられて、若者が視線を落とした。

　表れた影かげはふたりに比べるとあまりにも小さく、しかも影自身と同じ色をしていた。ビイドロのような漆しつ黒こくの毛皮こそ、来訪者が纏まとっている唯ゆい一いつの衣装であった。

　つまり、片目の潰つぶれた黒い猫ねこが、口を開いたのだ。

「やっと見つけたよ。斉天チーテイ大アンダー聖シエン。それに灰はい岡おかジン」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　思い切り、若者が飛び跳はねた。

　驚きよう愕がくの表情を隠かくしもせずに尻しり餅もちさえついて、それから目を見開き大笑いした。

「は、はははははは！　いいないいなスゴイなたまらないな！　猫が喋しやべるか！　猫が喋るのか！　ちょっとお前いくらなんでも奇き天て烈れつすぎて最高だろ！」

　片目の潰れた猫を指さし、堰せきでも切ったかのように笑い転げたのだ。

　対する黒くろ猫ねこは、迷めい惑わくそうに目の上をしかめた。

「喋る猫どころじゃない怪かい異いを、十分見てきたはずだが？」

「いやいやいや！　猫が喋るのはスゴイって！　如によ意い棒ぼうとか筋きん斗と雲うんとかそういうのとは全然違うっての！」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、黒猫が沈ちん黙もくした。

　涙なみだ目めを拭ふく若者を見み据すえ、ぽつりと言葉を漏もらした。

「よりにもよって、あいつと同じ反応をするんだな」

「ほ？」

「なんでもない」

　黒猫が、軽く咳せき払ばらいして自己紹しよう介かいする。

「エイジャという。鬼仙の端はしくれで、月つき白しろ弦げん摩まの使いだ」

「は？　月白？　あのサトリのところの頭領かよ。よくもまああんなところでお仕事してられるな！　あ、だったらうちにこねえ!?　こんな面おも白しろいんだし優ゆう遇ぐうするぜ！」

「ジン」

「うお！」

　不服そうに娘むすめが唇を尖とがらせると、たちまち若者は狼狽うろたえて両手を合わせた。

「悪い！　今の無かったってことで！」

「……好きにしろ」

　エイジャは、疲つかれた感じで吐はき捨てる。

　過か酷こくな運命にもてあそばれた彼の歴史にあっても、このような対応はあまり例のあることではなかったろう。

「で!?　どういう用なわけ!?　月白ってことはまたぞろ面めん倒どう臭くさそうな話だけど、さっきの撤てつ回かいは悪かったし話だけなら聞くぜ！」

「……だったら」

　黒猫は、つらつらと言葉を述べた。

　最初退たい屈くつそうに聞いていたジンだが、半ばでその表情が真しん剣けんみを宿し──やがて、自分の腹部を押さえて、大きくくの字に折った。

「はっは！　はははははははははははははは！　おいおい、おいおいおい！　なんだよそれなんだよそれ！　いつも根暗で陰いん険けんなあいつにしちゃずいぶん面白い話じゃんか！」

「受けるのか？」

　エイジャの言葉は淡たん々たんとしたままだ。

　対するジンは手を上げて遮さえぎって、涙目を擦こすりながら答えた。

「そうは言わない。言わないが、とりあえず断りもしねえよ！　いや最近殺し屋は開店休業だったんだがね！」

　笑う。

　嗤わらう。

　ただ、ひたすらに笑う。

　かぶりを振ふって、天てん井じようへ向けて大きく口を開いた。

「ああ、駄だ目めだ駄目だ！　すっかり高ぶっちまった！　こいつはもう我が慢まんできないな！」

　そのままジンの顔が、すぐ横合いへ降り落ちた。

　車くるま椅い子すの娘の首もとに、むしゃぶりついたのである。

「あ、ジン！　駄目！」

「いいだろ」

　甘く耳たぶを嚙かんで、若者は告げた。

　それだけでウーの意識は溶とけた。場所のことも、よそものであるはずの黒猫のことも、何もかもが気にならなくなった。用件を告げたエイジャがそのまま音を立てず立ち去っていったことも、すべては意識の外であった。

　少女の身体からだが、車椅子の上で弓のように跳ねた。

　それから。

　ゆっくりと、ジンの顔が持ち上がった。

　灰岡ジンの口元は、真っ赤に染まっていた。




　戌いぬ見み馳はせ郎ろうの親友を自じ称しようする──吸きゆう血けつ鬼きの血を吸う〈おに〉は、血に濡ぬれたまま哄こう笑しようし続けるのであった。







　第一章　夏休みのボディガード







　　　　１




　──幸運と不運の量は同じだ、とよく言われる。




　真しん偽ぎは定さだかでないが、つもりつもった不運や幸運が意外なところでつりあいをとるのは、誰もが経験している現象ではないだろうか。

　時に、運命は奇き妙みような綾あやを織りなす。世界を動かす歯車は人の思おも惑わくなど平然と無視するものだが、思いがけない出来事はやはり思いがけないタイミングで到とう来らいするものだろう。

　戌いぬ見み馳はせ郎ろうの場合、それは夏期補習の最中──誰もが怠たい惰だと倦けん怠たいに苛さいなまれている、猛もう暑しよの昼下がりに訪おとずれた。




「──んんんー、君たち、僕の授業が気に入らないのかね？」




　ぱしぱしと扇おうぎで手のひらを叩たたいて、数学教師の柏かしわ木ぎがサディスティックに唇くちびるを吊つり上げてくる。

（いやいや！　あんたの授業はもちろん気に入らないけど、それ以前に早くクーラーを直してくれよ！　つかなんであんただけ涼すずしげなんだよ！）

　これが、おおよその学生の総意だった。

　問題は、このうだるような熱気のせいなのだ。

　補習の不ふ名めい誉よにあずかったのは馳郎も含ふくめて十名ほどだが、それゆえにクーラーの故障をあらかじめ直してくれるほどの温情もなかったのである。

　あまりの暑苦しさはまともな眠ねむ気けさえ許してくれない。教室の中は、馳郎と同じく滲にじみ出る汗あせと戦う悲ひ壮そう感に満ちている。それぞれシャープペンとノートを握にぎりしめ、あるいは顎あごから汗を垂らし、あるいは下した敷じきでのど元を煽あおる光景はほとんど地じ獄ごくのようだった。世界中がインターネットでつながったこの現代に、どうしてこのような時代錯さく誤ごが放置されて許されるのか。

　それぞれの憤ふん懣まんと怨おん念ねんが凝こり固まり、もはや我慢ならんと噴ふき出しかけたそのタイミングで、教師が果たして古ぼけた腕うで時ど計けいを見下ろした。

「む、終わりか」

　授業終しゆう了りようのチャイムが、ほぼ同時に鳴り渡わたったのだ。

「はいはいお前ら、浮うかれるのはいいけど、次はまた小テストだからきちんと復習しておけよ？　俺も休み潰して補習したくねんだからな？」

　わっとさざめく生徒たちを一いつ喝かつし、数学教師は無ぶ精しようひげをこすってから、くるりと身を翻ひるがえした。

　そうして教師が出て行くのとほぼ入れ違ちがいに、もう一度、がらりとドアが開いたのだ。

　生徒たちの注目を浴びたのは、ひとりの少女であった。

「失礼します！」

　礼れい儀ぎ正しく、少女が一礼した。

　洒落しやれた紅あかい眼鏡をかけており、長い髪かみに淡あわいブリーチが眩まぶしい。手には楽器と思おぼしいケースを提さげていて、くりくりした大きな目が教室全体をぐるりと見回した。

（……あれ？　あの制服）

　馳郎が、軽く目をしばたいた。

　いかにもお嬢じよう様さま風のカーキ色の制服には覚えがあって、確か一年ぐらい前にもどこかで見たようなと記き憶おくを掘ほり起こしかけたところで、少女はこちらに視線を留めた。

（ん？）

　疑問に思う間もなかった。

　ずんずんとこちらに向かって前進し、

「こんにちは、戌見馳郎さんですよね！」

　と、少女が息せき切って問いかけたのだ。

「お、おお。そうだけど」

　ほかに返答しようもなく、馳郎がうなずく。

　すると、少女はかすかに頰ほおを紅潮させ──やがてすうと息を吸い込み、思いがけない発言で、少年のガードを粉ふん砕さいしたのだ。




「あなたに、あたしのボディガードを依い頼らいしたいのですが！」




「……は？」

　きょとんと馳郎が瞬まばたきする。

　それはまさしく、少年のあらゆる精神防ぼう壁へきを砕くだく、魔ま剣けんに等しい一いち撃げきだった。

「ボディ……ガード……？」

　鸚鵡おうむ返がえしに訊きくと、少女は改めて頭を下げて、はきはきと気持ちのよい発音で話しかけたのだ。

「はい！　決めました！　ちょっと迷ってたけれど一ひと目め惚ぼれです！　お願いします！」

　ざわめきたったのは、教室全体だ。

　馳郎を中心に、鮮あざやかな波は紋もんを広げるかのように、ざわざわと声があがったのだ。

「……あれって、エリアナ女学院の制服じゃね？」

「え、あのお嬢様学校の？　つか、あの子もどっかで見たことね？　手に持ってるケースってバイオリンのだよな」

「あ、土は師じさやか！」

「誰だれよそれ」

「馬ば鹿か。この前、個人で市のコンクール出て優勝してたろ」

「いやいや待てお前ら、そんなことより今一目惚れとか言わなかったか!?」

　教室の騒さわぎは、馳郎の耳には入っていない。

　遥はるかに大事なことが、今少年の脳のう裏りを埋うめ尽つくしていた。

　ごくり、と唾つばを飲み込む。やたらと大きな音が響ひびいた。少なくとも、馳郎自身にはそのように聞こえた。

「あの……ボディガードって、今、言った？」

　まるで、神の啓けい示じを受けた司祭のごとく、緊きん張ちようしきった面おも持もちで訊いたのだ。

　対する少女は、当然とばかりにはっきりと口を開いた。

「はい！　駄目ですか!?」

「────っ」

　今度こそ、少年は感動のあまり絶句した。

　衝しよう撃げきをこらえるように、学生服の胸むな元もとをしぼる。『マスター、負ふ荷かが過大です』との抗こう議ぎが鼓こ膜まくを震ふるわせたが、それさえ認にん識しきには至らなかった。

「──喜んで！」

　歓かん喜きと感謝に満ちあふれ、クラスのざわめきさえも意識の外において、戌見馳郎は満面の笑えみで答えたのであった。
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「あ、あ、そっか。エリアナ女学院ってリコが通ってるところ！」

　少女の説明に、馳郎がやっとのことで記憶を掘り起こした。

　場所は、生徒会室である。

　ほぼ完全に越えつ権けんなのだが、しょっちゅう雑用を依頼されてる結果、この部屋の合あい鍵かぎを馳郎も持たされており、たまにこうして使わせてもらっているのだった。

「はい。戌見リコさんは高等部の先せん輩ぱいです」

　おっとりと、長い髪の少女──土師さやかはうなずいた。

　同じ黄こう坂さか市でも、エリアナ女学院は山手側に属する、俗ぞくに言うお嬢様学校だ。

とりわけ併へい設せつされた寮りようは有名で、厳しいカトリックの信しん仰こうのもと中高の六年だか大学を含めた十年だかを過ごした少女たちは、それはそれは見事な純じゆん粋すい培ばい養ようのお嬢様として、産地直送で実家に戻もどってくると評判である。

　もっとも、リコは寮りよう生せいではないし、出席からしてかなり適当な有様だ。

　このあたり、白はく翁おうの財産管理人として寄付をたっぷりと──どころか、もはや学校運営の八割以上を請うけ負う勢いで送りつけた結果である。敬けい虔けんな宗教の学舎といえど、あるいはそれだからこそ、特に迷ってない羊には寛かん容ようなのかもしれない。

　そんな事情を思い返していると、机の前に座ったさやかが勢い込んで口を開いた。

「あたしは中等部なんですけど、リコ様すっごくみんなの憧あこがれなんですよ！　いっつもきりっとしてるし綺き麗れいだしおしとやかだし！　病弱だから出席こそ少ないですけれど、たまにお顔が見られるだけで、みんなきゃあきゃあしてるんです！」

「え、それホントにリコ？」

「え？」

　ふたりして、顔を見合わせる。

　なんだか根本的なところでズレてる気がして、すぐに少年は愛あい想そ笑いで誤ご魔ま化かす戦術にスライドした。

（……あ、あいつ、学校では病弱キャラで通してるのか。つかリコ様ってなんだよ）

　たらりと、冷や汗が垂れる。

　妹について無関心というわけではないが、学校での側面についてはほとんど無知なのも確かであった。しかし、それにしても、もうちょっとマシな言い訳はなかったのだろうか。

「先生の評判もいいんですよ！　リコ様ってテストもいっつも一位ですし、中等部の頃ころの生徒会選挙なんて、候補者じゃないのに一番になっちゃったぐらいで！」

「へ、へえ……」

『補足しておきますと、テストと選挙については不正行こう為いはありません』

　相づちを打ってると、ぽそりと機械音声が少年だけに聞こえるよう付け加えた。テストについてはとわざわざ限定しているあたり、さしもの〈カエアン〉にも自らの製作者について気のとがめるところがあったらしい。

（……つか、北ほく斗とといいこの子といい、リコのやつ、女の子を騙だます才能にでも恵めぐまれてんのか）

　よくよく見れば、思い返した少女の頰はかすかに紅潮し、瞳ひとみは潤うるんでしまっているではないか。女学院といえば隠いん微びな学生同士の園そのも想起させるが、現実に自分の義妹絡がらみとなれば、将来が真しん剣けんに不安になってしまう。

（……まさか「妹さんを私にください！」とか来たりしないよな）

　未来予想図に、はらはらと肝きもを冷やす。

「…………」

　もしも、本当にそうなったら、自分はどんな顔をすればいいのか。

　実際、うっかり冗じよう談だんで話したら、北斗あたりは凄すさまじい勢いで食いついてくる気がしてならない。いやもちろん現代ではそういう家庭も幸せもあるのだろうが、どうしても自分の知っているリコと合がつ致ちしてくれないのだ。

　これ以上考えていると、晒さらす必要もない情報をわざわざ漏もらしてしまいそうだったので、こちらから話題を切り替かえにいった。

「──え、と、土師さんは音楽をしてるんだって？　あ、音楽って、してるって表現でいいのかな」

「あ、はい」

　嬉うれしそうに、バイオリンのケースを少女が持ち上げた。

「母が昔から弾ひいてたから、あたしもつられちゃって。幼よう稚ち園えんの頃からなんで、もう十年ぐらい」

『幼稚園でコンクールに出た記録は確認済みです』

　これも、〈カエアン〉が即そく座ざに検けん索さくした情報を伝える。

　もともとリコと同じ学校であることを考えると、検索の必要もなかったかもしれない。リコの環かん境きようを考えるとそれなりに狙ねらわれる可能性があるわけで、同じ学校の生徒のデータ上のプロフィールぐらいは押さえているだろう。

「……そうすると、本当にうまいんだ」

『幼稚園からコンクールでの優勝経験七回、ここ一年では部活で出た学生コンクールでも個人部門で優勝し、関係各所から目をつけられています。また、これは周囲に隠かくしているようですが、動画サイトではこっそり変名を使い、バイオリンを使ったポップな音楽で人気を博しているようです』

　すらすらと、機械音声がデータを並べ立てる。

「ちょ、動画サイト？」

『はい、ハンドル名はバイオリンＰ。ずっとやってきたクラシックに何らかの抵てい抗こうがあるのか、それともたまに息いき抜ぬきをしたくなったのか、メタルやパンクなど派手でジャンクなものを好む傾けい向こうを認めます。また数は少ないですが、素す顔がおがばれないようコスプレをしたものもあります』

　あっさりとプライベートが次々暴ばく露ろされていく。

　このあたり、白翁のネットワークの凄まじさか、はたまた〈カエアン〉の情報収集力を恐おそれるべきか。

『ほかにめぼしい特とく徴ちようだと……』

「いやいや、もういい！　そこまででいいから！」

「は、はい？　なんですか？」

　少女が面めん食くらって、ぱちぱちと瞬まばたきした。綺麗なまつげが揺ゆれて、なんだか驚おどろいた猫ねこみたいだった。

「な、なんでもないです」

　にっこりと笑って、馳郎が取り繕つくろう。




「で、ご依い頼らいの内容は？」




　そう尋たずねると。

　突とつ然ぜん、空気が凍こおりついた。

　少女の周囲でなく、その内側にこれまで秘ひめられていた氷山が、ついに晒されてしまった──というようでもあった。

「…………」

　馳郎は、何も言わない。

　ただ待っている。

　まともな依頼が来ることは少なくても、厄やつ介かいな事情を抱かかえ込んだ相手が、その事情を整理するために時間がかかることを少年は知っていた。場合によっては、自分に起きていることに向かい合うだけでも、肌はだの切り裂さけるような精神こころの痛みを伴ともなうということを。

　だから、一言だけ水を向けた。

「深呼吸していいですよ」

「……は、はい」

　はあ、ふう、とさやかが何度となく息を吸って吐はいた。たったそれだけの行為が、少女の全力であるようにも見えた。

　それから、

「……あ、あの」

　と、顔を伏ふせて、言葉を続けたのだ。

（あれ？）

　その語調が、思っていたのと少し違ちがう事を、馳郎はこっそり聞きとがめた。

　少女の顔が真っ赤になっていたのだ。それこそリンゴか茹ゆで蛸だこを思わせるほどの真しん紅くで、首もとから耳の先せん端たんまでが綺麗に赤く染まっていた。

「こ、」

「こ？」

　首を傾かしげた馳郎の前で、土師さやかはきゅっとスカートを握にぎりしめて、こう口にした。

「告白、されたんです……！」
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「──こ、告白だとっ！」

　叫さけんだのは、白い帽ぼう子しをかぶった少女であった。

　ソファから身を乗り出しつつ、ぎゅっと抱だき枕まくらみたいにぬいぐるみを抱えている。身体からだの半分が黒く半分が白いユーモラスなクマのそれは、リコにＵＦＯキャッチャーで取ってもらった品だった。

　あれから、数時間が経たっていた。

　舞ぶ台たいは〈戌見ＣＰサービス〉事務所こと、アパート〈たまゆら荘そう〉の一室──つまりは馳郎の自宅である。一いつ旦たんさやかを送った後、少年は事務所に戻り、依頼についてナタへ報告していたのだった。

「お、おお。それがどうかしたか」

　思わずのけぞった馳郎の反応に、少女はやっと身を引いた。

　それから、ふるふるとかぶりを振ふる。

「なんでもない。なんでもないったらなんでもない。だがしかし、この国で告白というと、およそ男女がけ、け、け、結けつ婚こんを前提に、互たがいの時間をともにしあう行為ではなかったか」

「あ、いや、結婚前提にしたお付き合いは、学生だとかなり稀まれだと思うぞ」

　狼狽うろたえたナタに、馳郎が一応ツッコミをいれる。

「え……そうなのか？」

「多分、普ふ通つうは」

　うなずいたものの、多分と留保したのは、馳郎もまともにお付き合いしたことはほとんどないためだ。厳密に言えば、それっぽい経験は一度だけあるのだが、それは遠い過去に封ふうじ込められているし、人に話すようなことでもない。

　おそるおそるといった案配で、白い帽子の少女が新たに質問する。

「じゃあ……どうして、それでボディガードが必要に？」

「ああ。それなんだけどな……。どうも、バイオリンの野外練習中に申し込まれたみたいでさ」

　コンクールなどの緊きん張ちように負けないため、さやかは普ふ段だんから野外での練習を重ねていたらしい。〈カエアン〉の検索によればこちらも結構な人気で、こっそり撮とられた動画がネット経由で拡散しているそうだ。

　そんな中でさやかを見み初そめて、とある人物が接近してきたわけだが。

　しかし。

　問題は、告白してきた相手だったのだ。

　しばらく説明を受けて、少女は深々とソファに身を埋うずめた。

「……なるほど。理にはかなってる」

　少しの間黙だまって、ナタは事務所の天てん井じようを見上げた。

　からからと回る壊こわれかけたシーリングファンに合わせるように、人差し指をあげる。

「そういう事情だと警察には頼たのみたくないだろう。かといって、自分の友達だけでどうにかできるものでもないし、親にも相談しにくい。学生のお小こ遣づかいで専門のプロを頼めるわけもない。まさしくキミの千円ボディガードにぴったりの条件じゃないか。今までそういう客が来なかったことが不思議なぐらいだ」

「うん、まあ、そうだよな」

　馳郎も、相棒の言葉に逐ちく一いちうなずく。

　その様子に、少女はなおさら冷たい声で指し摘てきした。

「顔がにやけてるぞ」

「え」

　口元に手をあてる。

　触ふれた唇くちびるが、これ以上ないぐらいほころんでしまっていたのだ。

「あちゃ……その、土師さんには悪いし、不ふ謹きん慎しんだとは思うんだけど、頼たよられたの、嬉しくてさ」

　気き恥はずかしそうに、少年が頰ほおを搔かく。

「こんな風に真っ正面からボディガードの仕事持ち込まれるの、ほとんど初めてだし。うわ駄だ目めだ。本当ににやけてる。やっぱ嬉しい。諦あきらめなくてよかった」

　どうしようもない喜びを発はつ露ろする少年に、ナタはほんの少しだけ眉まゆをひそめた。

　ひどく複雑で──かすかな不安の混じった表情だった。

　おずおずと、少女は少年に尋ねたのだ。

「……本当に、それだけか？」

「ん？　ほかになんかある？」

　首を傾げた少年に、ナタの顔がぱっと紅あかくなった。

「な、なんでもない！　それだけならいいんだ！」

「？」

　不可解そうに、少年が首を傾げる。

　すると、今度は別の角度から声がかかったのだ。

「まあ、馳郎らしいっちゃらしいんじゃないの」

　つんと澄すました顔で言ったのは、チャイナドレスで事務所のデスクに座り込んだ蓮リヤン花フアであった。

　ソファで猫みたいに寝ね転ころがっており、スリットからちらちらと露ろ出しゆつした太ふと股ももが悩なやましい。どういう心境の変化かは知らぬが、最近この〈戌見ＣＰサービス〉事務所にいりびたりとなっており、馳郎が知らない間に大家と昵じつ懇こんの仲にまでなっている有様だ。

　自じ称しよう大家探たん偵てい・天あま草くさしじまいわく、「んっふふふふ馳郎ちんもお盛んだねえ。ドラクエ風に言うと、ゆうべはおたのしみでしたね！」とのことで、なんだかよく分からないのだが、陥かん落らくされてしまっているっぽい。あの刹せつ那な主義な大家の性質を考えると、馳郎が知らない間に合い鍵かぎを渡わたされてしまうんじゃないかと懸け念ねんするほどだ。──蓮リヤン花フアの剛ごう力りきを以もつてすれば、そもそも鍵があろうがなかろうが関係ないという事実はおく。

「なんで、お前がいついてるんだ？」

「何、悪い？　あ、肉まん食べないならもらうね」

　やたらとものぐさな体勢のまま、手を伸のばして肉まんを口にいれる。一応手みやげとして中ちゆう華か街がいで買ってきた品らしいのだが、八割方は持ってきた本人の胃におさまるのがいつものパターンだった。

「……いや、部外者の立ち入りはそれなりに悪いんだけど」

「何だったら、リコに頼んであんたの学校に転入させてもらうわよ？」

「ごめんなさい」

　速そつ攻こうで謝ってしまったのは、この少女とリコならやりかねないと思ってしまったからだ。基本的に兄思いの妹だと理解しているが、それとこれとは別なのである。うん、自分の周りには刹那的な快楽主義者が多すぎる気がする。

「……何よ、あたしがいるのがそんなに嫌いやなわけ？　そりゃあたしだってあんなブロイラーもどきのぎゅうぎゅう詰づめに入るつもりなんかないけど」

　ぶつくさ言って、少女がむくれた顔でそっぽを向いたが、理由は少年にも分からない。

　入れ替かわって、ナタの方が口を開いた。

「で、話の続きを聞こうか。なにしろ私はキミの助手だからな」

　助手だから、というのをやたら強調した言葉に、馳郎がこくりとうなずく。

「うん。とりあえず路上で練習するのについてきてほしいって」

「ははあ。それはそうだろうな」

「それで名目として──」

「名目として？」

　濁にごした語ご尾びの後、咳せき払ばらいしてから、馳郎は今回のミッションを説明した。

「つまり、恋こい人びとということでついていてほしいって」

　沈ちん黙もくが落ちた。

　それはもう、突とつ然ぜん世界が終わったのではないかと思われるほどの、絶対的で圧あつ倒とう的な静せい寂じやくだった。ふたりの鬼き仙せん──あるいはひとりの鬼仙とひとつの鬼仙兵器は、古代の魔ま術じゆつでもかけられたかのように呪じゆ縛ばくされ、完全に停止していた。

　たっぷりと十数秒もそうしてから、




「「──恋人ぉ!?」」




　ふたりの声が、見事に唱和したのであった。
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　──数日ほど、時間はさかのぼる。




　黄坂市から離はなれた、とある地方の郊こう外がい。

　ひどく、堅けん牢ろうな建物だった。

　外側から見れば、連続した立方体の組み合わせだ。大小のサイコロをつなぎ合わせたような形とあまりに真っ白な塗と装そうには、デザイナーのこだわりといっそ執しゆう念ねんめいたものを感じさせられた。

　一応、入り口には有名な企き業ぎようの名が掲かかげてあるが、それにしても張り巡めぐらされたセキュリティが異様だった。一見は何人かの警備員が巡じゆん回かいしているだけだが、内側に張り巡らされた電子的な警備網もうのレベルは、そこらの国の内閣府にも劣おとらぬほどだった。

　今、その建築物をひとつの災わざわいが吹ふき荒あれていた。

　いや。

　災いというには、静かすぎたかもしれない。

　木の葉の落ちる音よりもなおひそやかに、闇やみ夜よに落ちる影かげよりもなお暗く──そのふたりは、建物の内側に在いましていた。

「……美味おいしくない」

　車くるま椅い子すの少女が、警備員の身体を放ほうり捨てる。

　警備員は首筋をしとどに濡ぬらしていたが、かろうじて息はあった。そこまで吸い上げる気にならないほど氣チイが不味まずかったのは、彼にとって幸運だったろう。

　本来、ただちに鳴り響ひびくべき警報は、いっかなうんともすんとも言わぬ。

　この瞬しゆん間かんも、隣となりの若者が纏まとう漆しつ黒こくのコート──ウェアラブル・コンピュータから、巧こう妙みような偽ぎ装そう情報が流し込まれているためだった。

「どうだ？　〈ツール〉」

『セキュリティは完全に掌しよう握あくしています。また、一部電源系統の独立を確かく認にん。そこだけで、この研究所の電力の二割を消費している模様です』

「じゃあま、そっちが本体ってことか！　なんつうか、七しち面めん倒どうくさいことしてんのな！　あーでも、じゃないと、さくっとハセ公あたりに見つかってるか！」

　機械音声にけらけらと嗤わらって、若者は自分のこめかみを叩たたく。

　無論、灰はい岡おかジンだった。

　若者ともうひとりの鬼仙兵器は、血だまりに倒たおれた警備員たちを一いち瞥べつもせず、まるでここが自分の家の庭であるかのごとくリラックスしている。実際、彼らにとってはこうした修しゆ羅らの巷ちまたこそが、逢あい引きにふさわしいのやもしれなかった。

「ま、いいや！　難しいの考えるのは後回しにして、とりあえずここらを片っ端ぱしから探たん索さくしよっか！」

「……ジン。じゃあ、あたしの、ちゃんとして」

「ん？」

「だから、あたしの」

「あ。はいはい！」

　拗すねたように少女が言うと、若者は破顔して、くるりと背後へ回った。

「お姫ひめ様！　どうぞ卑いやしい私めに導かれてくださいませ！」

　少女の乗った車椅子のレバーを、調子良く握にぎったのである。

「ほいほいっと」

　なんとも楽しそうに、若者が廊ろう下かを走っていく。

　少し速すぎるぐらいのペースが、遊園地のカートじみて心地ここちよいらしく、ウーもご満まん悦えつそうに表情をゆるませた。うっとりとした横顔は仲なか睦むつまじい恋人そのもの。静せい謐ひつを取り戻もどした夜の研究所は、ただふたりだけに用意された舞ぶ踏とう会場のようだった。

　しばらくして、廊下の途と中ちゆうで止まった。

『──こちらです』

　ジャケットから伸びた仕掛マニピユけ腕レータがコードを伸ばして、壁かべの基き盤ばんへと直接接続する。

　数秒と待たずに、壁の一部が開いたのだ。

　壁にカモフラージュされていた鉄てつ扉ぴを見やり、ジンは車椅子ごと大おお股またで侵しん入にゆうする。

「て、なんだこりゃあ!?」

　直後、瞬まばたきした。

　壁の内側には誰だれもおらず、代わりに最さい新しん鋭えいと思おぼしいサーバーや実験機材、空っぽばかりのポッドが大量に打ち捨てられ、その奥には大型のモニターがいくつも明めい滅めつしているばかりだったのだ。

「おいおい。こんだけきっちり隠かくしてたくせに、中身はゴミ捨て場かあ!?　何考えてやがるんだ!?」

『──周辺状じよう況きよう、塵じん埃あいの積もり方などから判断。四ヶ月プラスマイナス七十六時間、放置が続いているものと推測します』

「四ヶ月？」

　コートからの機械音声に、ジンが眉をひそめる。

「四ヶ月。四ヶ月ね。ふうん。そりゃずいぶん意味深だな！」

　若者が考え込んだのはほかでもない。彼の知る、とある少年が白翁を受け継ついだのも、おおよそ四ヶ月前だったからだ。関係が直接的か間接的かは分からないが、何らかの糸がつながってる可能性は極きわめて高かった。

「でも、だったらこんな半はん端ぱなゴミ捨て場にせずに、きっちり廃はい棄きすりゃ良かったんじゃねえか？　えらく杜ず撰さんな気がすっけど」

『表の研究所もある分、すぐさま撤てつ去きよできなかったのかもしれません。研究分野によっては即そく時じ撤てつ去きよすることが困難な場合もあります──もしくは』

「もしくは？」

『完全に廃棄する前に、何らかの問題が生じたかです』

　隣で聞いていたウーが、車椅子に座ったまま、ことりと首を傾かしげた。

「どうするの？　ジン」

「ん、んー、とりあえず、せっかくだし漁あさってみよっかあ！」

　うーんと背せ伸のびしてから、ジンが機材に歩み寄る。

　ゴミためみたいになったコードと鉄板と計器の塊かたまりに、手を伸ばす。

　そのとき、車椅子のウーが叫さけんだのだ。

「ジン！　斜ななめ後ろ！」

「ふお!?」

　若者が頭こうべを巡らすのと、凄すさまじい風が吹きつけたのは同時だった。

　刹那、

「っ──！」

　すべては、モノクロに切り替わった。

　極度の集中が、若者の目から色を失わせたのだ。必要のない情報を捨てて、脳内神経が限界までクロックアップする。世界のすべてをスローモーションへ移し替え、ジンの網もう膜まくは確かに自分へと迫せまる異常な気流を視た。

　無念無想の域で、身体からだは動いた。

　腰こしを落とし、むしろ脱だつ力りよくしきった指がジャケットに据すえられていた柄を握る。腕ではなく体重の運用で、若者は特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんを鞘さやの内側から滑すべらせた。鞘走りの言葉そのままに、自ら走るかのように刃やいばが現れ。

　豁かつ然ぜん、銀光は気流を断たち切った。

　怒ど濤とうのごとき風が、居合いざまに抜ぬき放たれた刃によって、ふたつに裂さかれたのだ。

　割れた烈れつ風ぷうは、それでも頑がん丈じような壁を紙のごとく引き破る。機材も壁へき面めんも引き剝はがされ、無む茶ちや苦く茶ちやに搔かき混ぜられたその光景は、風圧に込められた途と轍てつもないエネルギーを感じさせずにおかなかった。

　自然界はおろか、超ちよう常じよう現象ですら再現しうるかという、凄まじい暴力の余よ韻いん。

　そして、

「……切った……？」

　と、呟つぶやきが闇やみにこぼれたのだ。

　ひどく陰いん鬱うつで、嗜し虐ぎやく的な響きがこもっていた。

　はたして、闇の内側から、風の使い手は現れた。

「切った、だと……」

　その男は、季節はずれのマフラーを巻いていた。

　年ねん齢れいはジンとほぼ変わらぬ──およそ十八かそこらだろう。長い髪かみにはブリーチをかけており、ウィンドブレーカーのポケットへ無造作に手を突つっ込んでいた。ぎらついた目は鮫さめや肉にく食しよく獣じゆうを思わせて、男の印象をひどく獰どう猛もうに彩いろどっている。

　熱帯夜の暑さなどまるで感じないかのように、男はこちらを睨ねめつける。

「……俺の風を、切った、お前はなんだ」

　それこそが最大の屈くつ辱じよくだとばかりに、一言ずつ区切って、問うたのだ。

　空うつほ隼はや人と。

　白はく鳳ほう六ろつ家けにおいてすら、たった四人しかいない三つ角のひとり。

　ジンが大きく目を見開き、手を叩いた。

「く、はは！　はははははははは！　いいねいいね！　こんなところで空うつほの三つ角かよ！　ほんのちょっとばっかり、こりゃ死ぬかと思っちゃったよ！」

「質問に、答えろ」

　短く、隼人は言う。

　鋭するどい眼光は、ジンだけでなく、その後ろの少女も油断無く見み据すえている。

　対するジンは、「ああ！」と大げさに天てん井じようを仰あおいだ。

「ああ、そういや初対面か！　俺は灰岡ジン！　こっちは愛妻のウー！」

　その言葉に、隼人の眉まゆが寄った。

「灰岡……？　真朱まそおの分家か？」

「お、うわ、知っててくれた!?」

　わくわくと瞳ひとみを輝かがやかせ、ジンが子供みたいな潑はつ剌らつさで問いかける。

　しかし、少しして、隼人はこう付け加えたのだ。

「どうでもいい。俺が名前を知らない以上、くだらない角なしだろう。だったら何をしに来たかだけ答えろ」

「は。言ってくれるよ！」

　呆あきれたように、ジンが肩かたをすくめる。

「そっちだって、ここが仕事場ってわけじゃねんだろ!?　こそこそ奥に隠れてたのは、まさかサラリーマン始めて、サービス残業で寝ね床どこにしてたわけじゃないよな!?　どう見ても、こっちと同じようにこそこそ物色してたもんな！」

　にやにやと、唇くちびるを歪ゆがめたのだ。

　彼らの物色の仕方がこそこそしていたかどうかは意見の分かれるところだろうが、ジンと隼人の目的が関連していることは明らかだった。

　ならば。

　あの月つき白しろのメッセンジャー──エイジャが言い残したこの研究所の秘密。

　にんまりと、ジンは笑った。




「先代白翁の遺産──じゃねえの？」




　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが落ちた。

　闇にしみいるような、側そばにいる者が凍こおりついてしまいそうな静せい寂じやくであった。

　うつむいたまま、隼人は唇を動かした。

「……その答えでおおよそ分かった。お前ら、月白の犬だな」

「あちゃあ！」

　と、ジンが天井を仰いで嘆たん息そくする。

「そういう取られ方しちゃうかあ！　まあ、確かに今回の場合間ま違ちがっちゃいないんだけどさあ！　もうちょい、こう、なんつうか愛のある呼び方はないかなあ！」

「……ふざけるな」

　おどけたジンにかまわず、冷ややかに告げた隼人の目は、ひどく荒すさんでいた。

　もしも、この場に北斗がいたなら、兄の変化に気づいただろう。

　かつてナタと戌見馳郎をともに圧あつ倒とうし、凄まじき〈おに〉の魔ま風ふうをもって敗北寸前まで追い込んだ──むしろ、その絶大過ぎる力のゆえに、かえって逆転の一手を許してしまったこの男は、いささかならぬ変化を孕はらんでいた。

　たとえば、群れを失った狼おおかみのような。

　たとえば、主あるじを失って久しい廃はい墟きよのような。

　──荒廃。

　──退廃。

　そのようなものだ。

　かつて傍ぼう若じやく無ぶ人じんにすべてを薙なぎ払はらい、すべてをひしいでいたこの三つ角は、今はひそやかな殺意と焦しよう燥そうに、その吐と息いきを張りつめさせていた。

「……月白が、先代白翁の情報を嗅かぎ回ってるのは聞いた。犬なら這はいつくばってゴミを漁ってるのがお似合いだろう」

「ははあ」

　ジンが、軽く自分のこめかみをこづく。

「どうも、聞いてた噂うわさと違ちがうよな？　あんた、本当に空隼人？　俺の聞いてる空隼人ってのはもちっと奔ほん放ぽうなヤツだって話だったんだけど？」

「……だったら、そいつは死んだんだろうよ」

　細い息を、マフラーの男は吐ついた。

　夏だというのに、白く曇くもるところを錯さつ覚かくする吐息だった。鈍にぶく光る大おお鎌がまを振ふりかぶり、頰ほおも鼻も削そげ落ちた骸がい骨こつの死神を想起させた。

「……そろそろ眠ねむくなってきた。今度こそ終われ」

　苛いら立だたしげに、隼人はポケットから手を抜いて、振った。

　それだけで、風は動いた。一いつ切さいの予兆もなく男の腕うでから繰くり出されたそれは──天井まで切り裂くほどの、巨きよ大だいな風ふう刃ばであった。かまいたちなどではない。精密に圧縮・操作された気流が、あたかもチェーンソーのごとく、無数の不可視の歯を行き来させているのだと、誰だれが見み抜ぬけたろう。

　実際に、それは天井を断ち切ったのだ。

　鉄筋コンクリートを、紙でも引き裂くようにして、巨きよ人じんの刃がジンへと降り落ちる。

「は──っ！」

　その刃を、ジンは笑いながら避さけた。

　床ゆかを転がりながら、彼も叫んでいた。

「〈ツール〉！」

『要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０３改──〈ソード〉』

　コートから広がる、五つの隠かくし腕。そのすべてから特殊鍛造刃が解放される。蜘く蛛もか阿あ修しゆ羅らかといった光景で、筋パワ力ード増アシ幅ストされたジンの身体が隼人へと襲おそいかかる。

　風刃と銀光が、交差した。

　天井の裂け目から、白々と円い月が覗のぞいた。

　その月光の下で、ふたりの影かげは固着したかのようだった。

　仕掛マニピユけ腕レータから迸ほとばしった五つの特殊鍛造刃が、隼人の眼前で停止していたのである。

　しかし、けして無傷ではなかった。

「その、コート……」

　風使いが、呻うめく。

　その首筋を、つうと紅あかいものが滴したたった。

　刃が停止しているのは、圧縮空気によって隼人が一時的な障しよう壁へきをつくっているためだ。しかし、それさえも半ば以上切り込まれ、最後のひとつは彼の首筋を傷つけるに至っていた。

「お？　〈ツール〉が気になるか？　ハセ公の〈カエアン〉と同型機だからな！」

　ジンが片目をつむった。

　こちらの若者もまた、無傷ではない。受けきれなかった風刃によって、こめかみから頰にかけてを血で汚よごしている。

『同型機というのは正しくありません。互たがいのプログラムが別方向を目指して進歩している以上、すでに私とあれは別物です。戦せん闘とう用機能を問うならば、すでに七十五％の隔へだたりがあるものと主張します』

「はは、強がるなよ〈ツール〉。そりゃ、あの追加モジュールなしの話だろ？」

『同じ立場以外での比ひ較かくには意味がありません』

「いしし」

　機械音声が抗こう議ぎしたが、ジンはどこ吹ふく風だった。

　へら、と唇をほころばせて、息がかかるほどの距きよ離りで隼人へと話しかける。

「知ってるぜ！　お前もハセ公に負けたんだろ!?」

「っ──！」

　周囲で、風が揺ゆらいだ。

　大きく歯ぎしりして、隼人の瞳が怒ど気きを孕んだのだ。

　寡か黙もくな風使いが、この場で初めて感情を剝むき出しにした結果に、ジンは満足げにうなずいた。

「だったら、ここは負け組同士で敗者復活戦といこうぜ！　きっと最高に絶頂に楽しいからさ！」

　一瞬、隼人の額に、半はん透とう明めいの角が三つ浮うかび上がった。

　角持ちが、〈おに〉の本領を発揮する際の現象。かつて隼人がその角を露あらわにしたとき、最大級の異能は団地をまるごと削り取ることさえ可能とした。

　たちまち、嗜し虐ぎやくと暴力に満ち満ちた気配が、室内を蹂じゆう躙りんする。

　今ここで、再びその権能を行使するか。空うつほの三つ角よ。

　しかし、

「……意味がない」

　再び、隼人は自らの感情を押し込めた。

　暗あん澹たんに舞まい戻もどった瞳でジンとウーを睨にらみ、

「どうせここは外れだ。好きにしろ」

　とん、と男の足が地面を蹴ける。

　そのまま、風使いの身体からだは宙に浮いた。自ら切り裂さいた研究所の天井を飛び出して、たちまち夜の闇やみへと消えていったのである。

　暴力的な気配もまた遠ざかってから、

「あ～あ！」

　大げさに、ジンが肩をすくめた。

「空に逃にげられちゃなあ！　さっさとハセ公みたいに、そっちのモジュールもつくっとけばよかったか！」

「……ごめん。あたしが万ばん全ぜんだったら良かったのに」

　これは、背後のウーが頭を下げた。

　今の死し闘とうを見て、一切気き後おくれや躊ちゆう躇ちよは感じられない。たとえ衰すい弱じやくしていても、こちらも怪かい物ぶつに相そう違いなかった。

「は！　うちの愛妻が謝るようなこっちゃねえよ！　ほれ！」

「ちょ、ちょっとジン！」

　少女をお姫ひめ様だっこで抱かかえ上げて、くるくる何回転かしてから車くるま椅い子すへ戻す。振り上げた手を下ろすこともできず、少女はしぶしぶその手を大切そうに胸にあてて、視線を逸そらした。

　対して、ジンは自分の妻の葛かつ藤とうなど知らぬげに、部屋の奥を観察した。

「あいつはこっちから入ってきたわけか」

　と、床を見下ろした。

　ぱっくりと割れて、人間大の穴が開いていた。

　どうやら、隼人はそこから直接侵しん入にゆうしたらしい。おそらくは地層ごと、あの風を使って無む理り矢や理りくりぬいたものだろう。

　警報が鳴らなかったのはジンがセキュリティを制圧しているのもあるが、この隠し部屋が外と隔かく離りしている以上、そもそも通常のセキュリティは使えないからで──いや、映画の銀行強ごう盗とうじゃないのだから、こんな潜せん入にゆう方法は想定もしていまい。セキュリティ担当者を責めるのは酷こくというものだ。

「さて、空うつほの三つ角は外れだとか言ってたけれど、念のため残り物を漁あさるぐらいはしておきますかね。まだ警備員が起き出してくるには時間があるだろうしさ」

　ジンが、コートの袖そでから改めて仕掛マニピユけ腕レータを伸のばす。

　隼人にはああ言ったものの、『白翁の遺産』というキーワードのほかは、ジンも大したことは知らない。分かっているのは、この研究所がかつてそれに関係していたらしいとか、エイジャに聞かされた断だん片ぺん的な情報だけだ。わざわざ空うつほの三つ角が出張ってくるなら、同じ目的だろうと目星をつけたに過ぎない。

（……ああいや、同じ目的ってのもちょっと違うか）

　ぼんやりと、思う。

　そもそも、彼が求めているのは──

「……ジン？」

　そのときだった。

「ん、ん？　なんだ愛妻？　勝利のメイクラブか？」

「しょ、勝利してないし！　そそ、そういうのはもっと雰ふん囲い気きあるところでしてほしいし……そうじゃなくて、あれ」

　ちょっと拗すねたように言って、少女が指を持ち上げた。

　機材の上に機材が積み重なり、うずたかい小山みたいになった場所だった。

「あそこ、氣チイが集まってる」

「氣チイ？」

「うん。さっきまで何も感じなかったけれど、急に膨ふくれあがったの」

　そう言われても、鬼き仙せんならざるジンには分からない。

〈おに〉としても角もない半はん端ぱ者だし、ほとんどの異能や超ちよう能のう力りよくは彼にとっても異世界じみた出来事なのだ。

　軽く肩かたをすくめて、

「ちょっと待ってろ」

　仕掛マニピユけ腕レータからコードが伸びる。どの機材につなげていいかは分からないので、〈ツール〉任せである。

「分かるか？　〈ツール〉」

『この部分だけ、さらにネットワークのアクセスが切り離はなされています。現在別経路を使って再構築中です』

「は？　なんだそりゃ。この部屋はもともと外部と切り離してたんだろ？　なんでさらに切り離すわけ？」

『不明です。該がい当とうすると思われるデータは消去された後、さらにランダムに書き込まれています。修復までには相当な日数を要するかと』

「念入りなこと。適当にやっててくれ」

　ひらひらと手を振ふると、機械音声は丁てい寧ねいに了りよう承しようした。

『了りよう解かいしました。アクセスの再構築終しゆう了りよう。該当部分、排はい出しゆつされます』

「排出？」

　ジンが訊きき返すよりも早く、結果は自ら訪おとずれた。

　積み重なっていた機材の一部が、ガラリと崩くずれたのだ。何かのバランスが崩れたのかとジンが目を見張ると、その内側から意外なモノが姿を晒さらした。

　シュウ、と音がして、機械のポッドが現れたのだ。

「な、なんだこりゃ」

　さしもの若者も狼ろう狽ばいする。

　ポッドには緑の液体がなみなみと揺れており、その半ばに小さな影が浮いていた。

『──プログラム自動起動』

　機械音声。

　強化硝子ガラスが内側から開く。

　床ゆかに膨ぼう大だいな量の液体がぶちまけられ、転がるようにして内側の影かげも投とう棄きされた。よろよろと傾かたむき、持ち上がった上半身は弱々しく、肺に取り入れた埃ほこりっぽい空気で何度となくむせかえった。

　およそ七、八歳と思おぼしい子供であった。

　生まれてから一度も太陽の光を浴びたことのないような白い肌はだ。くるぶしまでありそうな、異様に長くて白い髪かみが印象的だった。

「──何、この子？」

　車椅子のウーが、ぱちくりと瞬まばたきする。

　少女が顔をあげる。

　濡ぬれそぼったままの肌を拭ぬぐいもせず、じっとこちらを見ていた。

　ひどく大きな目だった。いくらか返り血を浴びているジンやウーの姿はさぞ不気味だろうに、その瞳ひとみはただ真っ直すぐに純じゆん粋すいに、磨みがき抜ぬかれた鏡のようにこちらを映していた。

　もしも、そこに何らかの意図があれば、ジンもウーもいつものように反応しただろう。

　どちらも、まともな人間の情などとは無む縁えんだ。恐きよう怖ふや媚こびでこちらを見てくる相手なら、いくらでも利用してやるだけの狡こう知ちにも長たけていた。

　だけど、少女の瞳には何もなかった。

　虚きよ無むでさえない。知識はあっても、それを活用する智ち慧えがない。無む垢くという言葉であらわすにも、少女はあまりに透とう明めいすぎた。

「……ま……」

　唇くちびるが、動いた。

　ひどく、もどかしく。

　ひとつずつの細さい胞ぼうが動き方を思い出すのを、待っているかのように。




「……マ……マ……？」




　そんな言葉を、少女は囁ささやいたのだ。







　第二章　交錯
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　夏の光が、惜おしげなく駅前を照らしあげていた。

　行き交かうサラリーマンや休きゆう暇か中の学生の足音が、忙せわしなく舗ほ装そう路を叩たたいている。駅の入り口には可か憐れんなハイビスカスが植わった小庭などもあるのだが、ほとんどは顧かえりみられることもなく、可憐な花を咲さかせるのみであった。

　冷れい房ぼうの効いた室内を出れば、ほんの数分ばかりで汗あせの滲にじみ出しそうな猛もう暑しよ。

　それでいて、二度と来るなとはきっと言えない──何か大切な思い出と結びついてしまっている。

　多分、夏とはそんな季節なのだろう。

　どこまでも、こちらの心の底までも射い貫ぬくような太陽の光。

　屋根から出て、その光に手をかざしたところで、馳はせ郎ろうは足を止めた。

　時計台前の花か壇だんのすぐそばで、涼すずしげな青いブラウスを着た少女──土は師じさやかが、長い髪とともに振り返ったのだ。

「あ、馳郎さん！」

　ぱあっと、その顔が輝かがやいた。

　楽器ケースを膝ひざの前に下ろして、さやかがぺこりと一礼する。

「今日はよろしくお願いします！」

「お、おお。こちらこそ」

　微び妙みように挙動不ふ審しんな感じで、少年も小さくうなずく。頰ほおの火傷やけど痕あとを指先でひっかきつつ、動どう揺ようを押し隠かくすように尋たずねてみる。

「で、ええと、例の告白してきた人は、いつも公園で会うんだっけ」

「は、はい。あの……現地でふりだけしてもらうとバレそうなんで、途と中ちゆうで予行演習してもらってもいいですか！」

「ああ、なるほど」

　少女の提案に、馳郎も納なつ得とくした。

　確かにフリをすると言っても、素人しろうとのさやかと自分が、その場だけでうまくやり通せるとは思えない。

　そこで、さやかがすっと視線を横に流す。

「ところで……そちらは？」

　と、水を向けたのだ。

　はたして、彼女の目の前には、ちょこんと白い帽ぼう子しをかぶったもうひとりの女の子が胸を張っていたのである。

「は、初めまして。馳郎の、じょ、助手の、ナタという」

　片手で帽子をぎゅっと押さえ、しゃちほこばって、少女が挨あい拶さつした。

　帽子に顔を埋うずめてしまうような仕草。

　それでも精せい一いつ杯ぱい自己紹しよう介かいした少女に、さやかはわあと声をあげた。

「初めまして。土師さやかといいます。凄すごいなあ馳郎さん！　こんな可愛かわいい助手さんまでいるんだ！」

「……う」

　さやかの言葉に気け圧おされたように、ナタがたたらを踏ふむ。

　いかなる死し闘とうにも怯ひるんだことのなかった鬼仙兵器が、まるで最大の強敵に出会ったかのように。

「そ、その、か、可愛いとか、言われても、困る」

　ますます帽子に顔を埋めて、呻うめくように言う。

「え、どうして？」

「ど、どうしてもだ」

　消え入りそうな声で、ナタがうつむく。

　帽子を握にぎりしめたまま、細い指が白い花弁のように震ふるえて、かろうじてといった感じで続く言葉を紡つむぎ出す。

「恋こい人びとのふりなら、わ、私は邪じや魔まだろうし……ミッションの必要上これで失礼するが……き、キミは依い頼らい人にんに失礼のないようにな」

「分かってるっつの」

　白い歯を剝むき出して、馳郎が抗こう議ぎする。

　その後、後ろ髪がみをひかれるようにして数回振り返っていたが、やがてナタの姿は雑ざつ踏とうの向こうに消えた。

　それから、

「……本当に、可愛い子ですね」

　と、さやかが感想を告げた。

「そっかな。いや、俺もそう思うけど」

　馳郎が返すと、さやかはちょっと驚おどろいた風に目を見開く。

「そんなところは素す直なおなんですね。それとも、あの子が特別なんですか？」

「ん、何のこと？」

「しかも、気づいてない」

　さやかは苦く笑しようして青空を見上げ、太陽に向かって思い切り背せ伸のびした。

「うん。馳郎さんに頼たのんで良かった」

「どうして？」

「すごく、安心していられますから。きっとほかの誰だれに頼んでも、こんな気分にはなれなかったと思います」

「そりゃ良かった」

　馳郎も表情をゆるめた。理由はよく分からないが、ある意味でボディガードとしての責務を全まつとうできているわけで、少年にしてみれば一番の賛辞である。

　歩き出しかけて、少女が途中で、あ、と声をあげた。

「あの、腕うで、組んでいいですか？」

「あ……ああ。もちろん」

　恋人のフリだもんな、と自分に言い聞かせつつ、ぎこちなく肘ひじを突つき出す。

「ありがとうございます！」

　太陽を想おもわせて朗ほがらかに、さやかがすがりつく。

　夏だけに少女のブラウスはノースリーブで、肌から伝わる温かさとあまりに率そつ直ちよくな感情の発はつ露ろに、馳郎は瞼まぶたをしばたたいた。

「どうかしました？」

「あ、いや」

　しどろもどろに語ご尾びを濁にごして、

（考えてみれば、まわりには少ないタイプだもんな）

　などと馳郎は思う。

　後こう輩はい属性というか、こういう健けな気げかつ明るい雰ふん囲い気きは生徒会にも白はく翁おうとしての関係者にも見られない。そのことが妙みようにおかしくて、少年はもう一度笑いをこらえるはめになった。

（……あ、だけど）

　案外、蓮リヤン花フアにはそんな立場が似合うかもしれない。

　先月の宝探しでは生徒会の面々ともうまくやっていたし──だったら、学校に転入してやるという脅おどしも、あんなに嫌いやがることはなかったかもしれない。

（……あいつ、まだ十六歳だとか言ってたもんな）

　自分よりも、ひとつ年下。

　北ほく斗とと同じ年ねん齢れいだ。

　そんな風に、あの少女のことを思ったことはなかったので、馳郎は少し自分でも驚いていた。日常と非日常。無意識に切り分けていたカテゴリで、あの少女はナタと並んで、非日常の象しよう徴ちようのような存在だ。

　だけど……だからといって、日常が似合わないとは限らない。

　たまさか昼に見える月も、夜と変わらず美しいように。

「どうしたんです？」

「いや、ちょっと考え事を。えと、今日は路上で練習だっけ」

　あわてて、話題を変える。

　どうしてそんなに動転してしまったのかは自分にもよく分からないが、あの少女が制服を着て怒おこっている想像は、妙に馳郎にとって気き恥はずかしいものだった。

　対するさやかは、当然少年の心境には気づかず、元の質問にうなずいていた。

「はい。いつも東中華街の小広場で、こっそりやらせてもらってます。──もともと、あたし緊きん張ちようしいですから」

「え、でも、結構前から外で練習してたんじゃ」

「知らない人の前でやると、緊張に慣れられますから」

　微び苦く笑しようして、少女が手をあげる。

「ほら、まだ震えてる」

　細くて長い指が、小刻みに震えていた。

　さやかの呼吸も、いくらか浅く、速くなっているようだった。耳まで淡あわく紅潮し、少女の緊張がこちらに伝わってくる。同時に、それでもけして諦あきらめないという決意も、その手のひらから感じられた。

「おかしいですよね。もう十何回もやってるのに」

「いいや」

　馳郎がかぶりを振ふった。細い指をそっと握った。

「全然おかしくない。おかしいはずがない。だって、頑がん張ばったから、その分だけ緊張するんだろ？」

「あ……はい」

　さやかが、きょとんとこちらを見て、淡く笑った。

「そっか。馳郎さんには分かるんですね」

　とても嬉うれしそうな笑え顔がおだった。

　それから東中華街に入って、もう少し歩いたところで、少女が足を止めた。

　小さな広場。

　赤い四阿あずまやや柵さくの模様──双そう喜き紋もんや蓮はすの飾かざりにも大陸の雰囲気がある、観光客に人気のスポットだった。

「……じゃ、このへんで」

　少年にうなずいてケースを開き、内側からバイオリンを引き出す。

　すでに調ちよう弦げんは済ませてきたのか、改まった準備はせず、肩かたに載のせる。

　それだけで、様になっていた。馳郎には音楽のことなどまったく分からないが、それでも姿勢のひとつひとつに意味があって、少女が長く研けん鑽さんしていることがすんなりと吞のみ込めた。

「凄いな」

　素直に馳郎が褒ほめると、

「えへへ」

　恥はずかしそうに笑って、思い切るように背筋を伸のばした。

　目線は指板と平行に。左手の指で弦げんに触ふれて、ふわりと重ねるように弓を握る。

　息を吸う。

　吸気が呼気に入れ替かわるその瞬しゆん間かん、弓が、本体の弦に触れた。

「──、え」

　弦の振しん動どうが音色に変へん換かんされ──刹せつ那な、少年は心臓を摑つかまれた。

　いままで気づくこともなく通り過ぎてきた何かを、突とつ然ぜん思い出したかのように。その何かが、実は掛かけ替がえのないものだったことを、これ以上なく思い知らされるように。

　すぐ、響ひびきは一連のメロディとなる。

　波に似ていた。

　遠く遠く、空気を震わせてたなびいていくビブラート。風に似て風に非あらず、人の胸の内側までも届く、形のない音色。

　さらに、音は変じる。

　跳はね回りたくなるような、パッヘルベルのカノン。

　とろけるような蜜みつの甘さと、花のかぐわしさを感じさせるビバルディの四季。

　けして珍めずらしい曲ではない。誰だって何度となくあちこちで耳にしてきたような名曲ばかりである。なのに、聴ちよう覚かくだけでほかの感覚までも揺ゆり動かすような──そんな曲もあるのだと、馳郎は初めて知った。

　同時に、

（……ああ、そうか）

　なんとなく、分かった。

　単に、少女の演奏が天才的だとか、それだけじゃない。

　さやかの目線が自分に近いから、だから共感してしまうのだと、そう思ったのである。千円ボディガードだとか、いかにも地に足のつかない自分の夢だけど、それでも馳郎は懸けん命めいに一直線に追っている。

　夢想のレベルや、実現への道程には天地の差があれど、きっと彼女も同じなのだ。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい夢を諦められない──そんな在り方において、彼女と自分が似ているのだと、馳郎は思わされたのだ。

　同時に、音楽はそんな精神をも伝えられるんだと、初めて少年は知った。

　やがて、拍はく手しゆがあがった。

　いつのまにか、周囲に人だかりができていたのだ。誰ともなく始まった拍手は、さざなみのように広がって、あわてて少女が頭を下げても長いこと鳴り止やまなかった。

「……いい曲だな」

　と、心底から馳郎は言った。

「お祖父じいちゃんも、好きだった曲です」

　バイオリンを下ろして、少女が笑った。額から首筋からかなりの汗あせを搔かいていて、演奏がどれほどの集中を少女に強しいたのか、如によ実じつにあらわしていた。

「楽しかったか？」

「うん！　楽しかったです！」

　めいっぱい嬉しそうに、さやかが汗を拭ぬぐう。

　それから、

「──あ」

　と、口を開いたのだ。

　きゅ、と少年のジャケットの袖そでを、少女の指がつまんだ。

「はい？」

　馳郎も同じ方向を振り返った。

　ふたりの視線の延長上に、人ひと影かげがひとつ佇たたずんでいた。

　いや、人影と言ってよいものかどうか。

　丸い。

　ひたすらに丸い。

　巨きよ大だいなボウリングボールのごとき体形が、人民服に収まっていること自体が、世界の法則をねじまげているようだった。

「オス！　さやかさん、今日も素す晴ばらしかったっス！」

　極きわめて誠実かつ、なんとも言えない味わいのある胴どう間ま声ごえ。

　うやうやしく人民服の膝ひざをつき、あたかも一国の王女に対するような姿勢のまま、まるまっちい手で薔ば薇らの花束を差し出したのである。

「たとえ千里隔へだてても、あなたの音楽ならきっと聞こえるっス！　仏フオ跳テイオ牆チヤンも顔負けっス！　て、何スか、隣となりのいけすかない男は！」

「お、お前──っ」

　啞あ然ぜんと、少年が相手を指さした。
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　──ほんの少し、時間は遡さかのぼる。




　通りから離はなれた高層ビルで、とある少女が唇くちびるを引き結んでいた。

　屋上である。

　普ふ通つうに考えれば、大ざっぱに景色を見み渡わたしているだけだろう。そもそも双そう眼がん鏡きようなどの装備がなければ、地表の細かい状じよう況きようなどつかめやしない。百メートル近くもの高度は、行き交かう車や人々をミニチュア以下の縮尺に貶おとしめてしまう。多くの映画で権力者が高みに住居を持つのは、この距きよ離りが互たがいの在り方を、ほとんど異世界のごとく引き離してしまうゆえに違ちがいあるまい。

　この少女は、例外だった。

　数キロ先の新聞だって読めるし、その気になれば針が落ちた音だって認にん識しきできる。人間を遥はるかに超こえた力を持つ鬼き仙せんにあって、基本的な能力でこの少女を凌しのぐ者はほとんど存在しなかった。

　無論、蓮リヤン花フアであった。

　風に煽あおられた髪かみを押さえ、唇をへの字に引き結んで、なんとも不ふ機き嫌げんそうに地表を睨にらみつけている。

「……ふん。でれでれしちゃって」

　そんな言葉が漏もれたことに、本人が気づいてるかどうか。

「だいたい、あいつ、ボディガードとか言ってる癖くせに不用心なのよ。あんなんじゃ、もしも少シヤオ影インとかが襲おそってきたら一発じゃない」

　なんとも不機嫌かつ不ふ穏おん当とうな発言を、呟つぶやいたときである。

　弾はじかれるようにして、蓮リヤン花フアは屋上の入り口へ振り向いた。

　そこで、白い帽ぼう子しをかぶった──大変見覚えのある相手が、ぽかんと口を開けていたのだ。この相手らしくもない間ま抜ぬけな顔に、思わず蓮リヤン花フアも同じ表情になって、互いに指をつきつけあった。

「なんであんたがいるのよ！」

「どうしてキミがいるんだ」

　ふたりして、これもまたほぼ同時に口にしていたものである。

　ぶんぶんと空気を搔き回す人差し指もむなしく、「あっ」と蓮リヤン花フアが先に新たな声をあげた。

「しーっ！　気づかれるでしょ！　あいつのジャケット、また変な機能が追加されててもおかしくないんだから！」

「……キミの方がうるさかったと思うが」

　不服そうにナタが言って、ほんの少し目を細める。

「馳郎の、監かん視しをしてたわけか」

「ち、違うわよ！　そうだけど違うもの！」

　言ってから、これはぼそぼそと付け加える。

「……だって、変な氣チイを感じたし」

「氣チイ？」

　ナタが眉まゆ根ねを寄せた。

「何、あんたは分からなかったわけ？」

「む。私より、キミの方がそのへんは鋭するどいんじゃないかな」

　蓮リヤン花フアの支族の不死属性──基本能力の強化は、氣チイの感知能力にも適用される。ナタとても鬼仙兵器として、並の仙せん人にんや魔ま法ほう使つかいに劣おとるものではないが、この少女が相手では分が悪かった。

（だが、本当に？）

　ふと、思った。

　自分も、あの土師さやかを間近で確認した。

　もしも、彼女が〈おに〉や鬼仙であれば、さすがに気づくはずだ。だったら蓮リヤン花フアが気づいたおかしな氣チイとは一体何のことだろう。

　そんなことを、考えてるときだった。

「て。あれ見て！」

　突然、蓮リヤン花フアが人差し指を地表へと伸のばした。

「ちょっと待て。私はキミほどの視力は──」

　かすかに目を細め、う、とナタが呻うめいたのだ。

　馳郎とさやかの前に突然現れた、球体のごとき人影をふたりも認識したのである。

「あいつは──」
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　そこにいたのは、ほとんど球体のごとき少年であった。

　丸い。

　とにかく、丸い。

　ほっぺたから指先から髪かみ型がたからつま先まで、丸くない場所が存在しない。まるで酔よいどれの神様が二日酔いを我が慢まんしながらこしらえてしまったかのような相手。人によっては案外可愛かわいらしいと評価するかもしれないが、多分それはボールを愛するサッカー漫まん画がの主人公みたいな心境だろう。

　馳郎には、見覚えがあった。

「──包パオ！」

　と、名を呼んだのだ。

　かつて、斉天チーテイ大アンダー聖シエン──ウーが黄こう坂さか市へ乗り込んだとき、いくつかの偶ぐう然ぜんから協力し合うことになった少年だった。

「ふへっ!?」

　と、球体も声をあげた。

　こちらも、やっと馳郎に気づいたのである。

「ななななななななななんで、俺様の前には、はくお──じゃなくて、戌いぬ見み馳郎が！」

　思い切り狼狽うろたえて、包パオが花束を抱だきしめる。「あいたたたた！」と悲鳴をあげたのは、花束が薔薇だったためだろう。

　馳郎は、にんまりと笑った。

「そ～うかてめえか。てめえが、土師さんに迷めい惑わくかけてたやつか。話をまったく聞いてくれないって言ってたが、なるほどお前ならそうだろうよ」

　思わず腕うでをまくって、拳こぶしに息を吐はきかける。

　こいつが相手なら遠えん慮りよはいるまい。鬼仙のなりそこない──人仙とかいうらしいが、それでも回復能力はそれなりにあるらしい。〈カエアン〉の筋力強化で思い切りぶん殴なぐったところで支障はあるまい。

　にじり寄る馳郎に、たちまち包パオが顔色を青ざめさせる。

「は、白翁様だからって、俺様の恋こいは譲ゆずらないッスよ！　さやかさん、受け取ってください！　俺様の想おもいとちょっぴり血の混じった薔薇っス！」

「え、あの、その……」

　赤い薔薇を突つきつけられた少女が、バイオリンを片手に視線を右往左往させる。

　すがりつくように、馳郎のジャケットを手に取って、

「ごごごごめんなさい！　あ、あたし、こ、こ、この人とお付き合いしてますから！」

「…………」

　沈ちん黙もくが落ちた。

　目の前で、包パオは完全に凝ぎよう固こしていた。

「……え？　あのはくお……じゃなくて馳郎、と？」

「は、はい！　そうなんです！　だから受け容いれられないんです！」
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　少女の叫さけびに、包パオはぱちぱちと瞬まばたきする。はたしてどこまで声が届いているものか、うんともすんとも言わない。

「あ、そ、その、そういうわけだから……わ、悪い。それ、持って帰ってもらえるか？」

　馳郎もつい気の毒になって──そもそも自分が恋こい人びとというのは噓うそなわけで、おそるおそる訊きいてみる。

　反応は、激げき烈れつだった。

「お前ら、出番でござるぞ！」

　包パオの指が自分の唇に差し込まれるや、ぴいーっという口笛を鳴らしたのだ。

　途と端たん、膨ぼう大だいな数の小こ猫ねこやネズミたちが、突とつ然ぜん広場へと殺さつ到とうしたのである。

「な──っ！」

　広場のあちこちで、悲鳴があがる。

　言うまでもなく、包パオの不死属性だった。鬼仙ほど強力な『力』は持たぬ彼は、しかし近きん隣りんの小動物を操あやつれるという特とく殊しゆな能力を獲かく得とくしてもいた。

「うひょおおおおう！　し、信じられんッス！　こうなったら花はな嫁よめは自力で奪うばうしかないのッス！　知ってるでス！　日本の伝統ッス！」

「ば、馬ば鹿かかてめえ！」

　馳郎の手が、まるまっちい少年を捕とらえるべく伸びる。

　しかし、それより早く、

「に、逃にげましょう！」

「さ、さやかさん!?」

　突然、少年の手を引っ張って、さやかが走り出したのだ。

　それも、この少女の身体からだのどこにこんな脚きやく力りよくが秘ひめられていたのかと、思わず疑いたくなってしまうような勢いで──！




　　　　＊




「ちょ、ちょっと何！　包パオの馬鹿何やってんの！　不死属性を人前で使うってどんだけなの！」

　ビルの屋上から見ていた蓮リヤン花フアが、悲鳴をあげた。

　その背後で、ナタも眉まゆをひそめる。

「馳郎たちは逃げたようだが、このままだと騒さわぎが広がるな。包パオの不死属性は貧弱だが、それなりに持続性がある」

「あ、あんたはどうするの」

「一応ボディガードの助手だ！」

　思い切りよく、ナタが屋上から飛び降りる。

「ああもう。だったら仕方ないでしょ！」

　蓮リヤン花フアもまた、コンクリートを蹴けった。

　こちらは地表ではなく、別の屋上のビルへと跳とび移ったのだ。鬼き仙せんの筋力をもってすれば、数十メートル程度の跳ちよう躍やくは造作もない。馳郎たちが逃げたルートを先回りするように、中ちゆう華か街がいの空を疾しつ駆くする。

　何度かそうして、少女が目を見張った。

「え、これ──」

　蓮リヤン花フアが、呻く。

　とある区域に入り込んだとき、おかしな違い和わ感かんが肌はだに生じたのだ。その意味を考えて、少しの間黙だまり込んでから、少女はもう一度先より慎しん重ちようにビルとビルの間を跳んだ。




　──一瞬だけ、景色が歪んだ。




　今度こそそれを感知して、少女は跳び移ったビルで、かすかに息を浅くした。

「……何、これ。こんなの包パオが出来るはずないわよ？」

「蓮リヤン花フア」

　すぐ、別に声がかかった。

　こちらは振ふり返るまでもなく、さきほど自分と反対に、地上へ飛び降りたはずの少女だった。

「ナタ？」

「どうやら、同じものに引っかかったようだな」

　白い帽ぼう子しをかぶった鬼仙兵器の言葉に、蓮リヤン花フアはますます緊きん張ちようを強くする。この鬼仙兵器が言っている意味と、その先に当然待つはずの脅きよう威いを、同時に理解したからだった。

　囁ささやきが、風に混じった。

「……結界」




　　　　＊




　かなりの長ちよう距きよ離りを、ふたりはジグザグに走り込んだ。

　包パオが呼び出した猫ねこやネズミに追いかけられるというよりも、むしろさやかに引っ張り込まれた感じが強い。思いがけない健けん脚きやくは、こうした事態に慣れている馳郎にしてからが、目を白黒させるほどだった。

　連なる飲茶ヤムチヤの屋台や、意い匠しようを凝こらされた大陸の飾かざりの間を走り抜ぬけ、逃げ込んだ路地裏で、やっと少年と少女は足を止めたのである。

「うわ……わあ……いっぱい……走っちゃい……ました……」

　息を切らせて、さやかが言う。

　バイオリンケースを片手で抱きしめ、頰ほおを見事に紅潮させて、まるで体育祭のリレーにでも出てきたような案配である。

「はは……確かに」

　馳郎も、路地裏の壁かべに背中をもたれかけさせて、肩かたを上下させていた。

「包パオのヤツも……とりあえず引き離はなしたみたいだしな」

　通りの方をちらちらと見て、操られてるっぽい小動物がいないのを確かく認にんする。こうしてみると、案外厄やつ介かいな能力である。探たん偵ていには向いてそうだし、自じ称しよう大家探偵である天あま草くさしじまあたりに紹しよう介かいすると喜ぶかもしれない。

　小さく、もう一度息を整える。

「馳郎さんは……こういうのしょっちゅうなんですか？」

「はは……普ふ通つうよりは多いかな」

　曖あい昧まいに笑って、頰の火傷やけど痕あとを搔かく。

　さすがに、ここしばらくは毎月のように生死を賭かけた追いかけっこをしている、とは告白しにくい。

「──ところで、ひとつ訊いていい？」

「あ、はい。なんでも」

「だったら遠慮なく」

　うなずいて、馳郎は質問を口にした。




「ナタのいるときは訊けなかったんだけど、さやかさんは白鳳六家のどこかに頼たのまれたのかな？」




「……え」

　少女が、硬こう直ちよくした。

「いやさ。ボディガードとして頼たよってくれたのは嬉うれしかったんだけど」

　馳郎がはにかむ。

「ちょうど数日前からリコと連れん絡らくがとれなくなっててさ。あいつはしょっちゅうそうなるからあまり気にしてなかったんだけど、今回の依い頼らいと重なったのはちょっとタイミングが良すぎだろう」

「あ、あたし、リコ様の留守なんて知らな──」

「うん。そうだと思う。正直、ここまでは半信半疑だったんだ。──でも、ここに来た途端、急に人の気配が途と絶だえちゃってさ」

　もう一度、通りへ視線をやる。

　そこからは、相変わらず中華街のざわめきが聞こえてくる。

　だけど、気配はしなかった。

　風もある。

　美味おいしそうな肉まんや刈包クワパオの匂においもする。

　なのに、ひどく張りつめた空気は、まるでこの路地裏だけがあらゆる空間から隔かく絶ぜつされてしまったかのようだったのだ。いなくなったのは、包パオの操あやつる小動物だけではなかったのである。

「包パオの集めた動物たちが、本当に突然見えなくなったもんだから。そうすると、目下のところ、俺に一番ちょっかいをかけてきそうなのは白鳳六家のどこかじゃないかなと」

　少年の推測は──ほとんど直感ではあったが、はたして予想外の結果を生んだ。

　途端に、さやかの瞳ひとみが光を無くしたのだ。

　身体の動きさえも強こわばり、まるで人形のごとくぎこちなく指が震ふるえた。

　その不自然な変化に、馳郎が眉を寄せる。

「さやかさん？」

「それ……それ、は……」

　言いよどんだ少女の声が、壊こわれたレコーダーのように掠かすれて。

　そして、




「……少し、違ちがうな」




　と、別の声があがったのだ。

「っ──！」

　路地裏の、さらに奥であった。

　そちらの方に、さやかも引き込まれるように歩いていった。

「さやかさん!?」

「彼女は噓うそをついてたわけじゃない。少し、私の変生属性のせいで記き憶おくと思考が混乱していただけだよ」

「誰だれだ、てめえ──！」

　路地裏から響ひびく穏おだやかな声に、馳郎が嚙かみつく。

「これは失礼。すまないが、こちらまで来てもらえるかな？」

　声は、少なくとも真しん摯しに響いた。

　それに誘いざなわれるようなさやかの歩みも止まらず、一いつ瞬しゆん躊躇ためらった少年が仕方なく従う。

　やがて、空間が開けた。

　忘れ去られたような小さな公園が、建物の隙すき間まにはめ込まれていたのだ。いいやおそらくは周囲の建物の方が後にできたのだろうが、あまりにうまくはまり込んでいて、順序が逆に見えてしまう。

　落書きだらけの滑すべり台。

　風できいきいと鳴る、錆さびたブランコ。

　眩まぶしい夏の光が、影かげ絵えのごとくすべてを白と黒に塗ぬり分けて。

　そんな公園の中央。すでに止まった噴ふん水すいのへりに、新たな人ひと影かげが腰こしかけていた。

「やあ」

　ゆっくりと、こちらを見上げた。

「私の変へん生じよう属性は──簡単に言えば、暗示や幻げん術じゆつということになるのかな。白鳳六家の中では基本のひとつだし、君もひょっとしたらリコくんから聞いているかもしれないね。土師さやかさんにはそうした暗示をかけさせてもらってたんだ」

「お前……」

　と、馳郎は呻うめいた。

　さやかを守るように前に出て、ぐ、と拳こぶしを握にぎる。ほんの少し踵かかとを浮うかせて、〈カエアン〉の機能をいつでも起動できるよう、神経を集中した。

　そんな警けい戒かいを知ってか知らずか、男は変わりなく言葉を続ける。

「ついでに言えば、告白されたのが土師さんの悩なやみだったことは本当だよ。精神操作といってもゼロから好き放題できるわけじゃない。もとになる種は必要で、彼女はもともと告白されたことを悩みに思ってたし、リコくんから聞かされた千円ボディガードのことを気にしていた。ひょっとしたら、私のちょっかいがなくても、普通に相談していたかもしれない。私のやったことはそれをほんの少し後押しして、後からここに来てくれるようお願いしたぐらいだ」

　ふわりと、男が笑う。

　かぶっていたベージュの中折れ帽ぼうをつまんで、挨あい拶さつする。

「改めて、初めまして。やっと会えたね、新しい白翁様。なにしろガードが堅かたかったもので、いろいろ大変だった」

　年ねん齢れいは、多分四十をいくらか過ぎたぐらいだろうか。細身の白いスーツ。膝ひざには白はく杖じようを持たせかけており、頭には先ほどの中折れ帽をかぶっている。

　夏の日差しの中で、男の姿はどこか蜃しん気き楼ろうのように朧おぼろであった。

　帽子をかぶったままで、男は小さく会え釈しやくして、こう告げる。




「白鳳六家の第二位、月つき白しろの当主──月白弦げん摩まという」
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　　　　３




　──一方。

　もうひとつの舞ぶ台たいには、もうひとつの動きがあった。




「どうして……こうなった……！」

　思わず口に出してしまったのは、この若者にとっても、目の前の光景が受け容いれがたいものだったからだ。

　ファミレスである。

　何の変へん哲てつもなく、ほかの客もまばらにしか見あたらぬ、窓まど際ぎわの席である。

　若者の前では、安物のコーヒーカップが所在なげに鎮ちん座ざしている。一応ドリンクバーでいれてはきたが、口をつけてもいないのは明らかだ。

　若者にとって、最大の問題は、机の対面だった。

　より正確には、車くるま椅い子すがつけられた斜ななめ前と、対面。

　車椅子に乗った十五、六歳ばかりの金きん髪ぱつの少女が、まるで掌しよう中ちゆうの珠たまを愛めでるようにして、もうひとりの幼女へと接していたのである。

「うん。スプーンの持ち方はあってるよ。そのままあの果実のところに突つき立ててみて」

「が、頑がん張ばってみますね。ママ」

　白い髪かみの幼女が、おっかなびっくりパフェにスプーンを突き立てる。

　プリンとクリームがたゆんと揺ゆれて、頼りなくスプーンのつぼに載のっかる。そのまま落下しないよう危なっかしげに幼女の指が揺れていたが、なんとかかんとか口に含ふくむや、たちまち目が白黒した。

　その表情を、最高の芸術品でも楽しむかのようにして、ウーが尋たずねる。

「どう？　どう？」

「美味しいです！　これすっごい美味しいです！　すっごくすっごいよママ！」

　息せくように、幼女が答えた。

　ママというには明らかに年の差がなさすぎるのだが、そんな違い和わ感かんも可愛かわいらしいふたりの仕草を見れば消し飛んでしまう。

「良かったあ。白パイは甘いもの好きなんだね」

　しかも、名前までつけている有様だ。白パイとは彼女の髪の色からつけられた安直なネーミングだが、案外似合っていた。

　三日間。

　あの研究所で幼女を見つけてからの時間だが、わずかそれだけの間によくも馴な染じんだものだと、ある種ジンは感心する。最初は喋しやべることもろくにできなかった幼女──白パイだが、まるで自転車のこぎ方でも思い出すかのように、ジンたちと生活できる程度の能力を次々と取り戻もどしていった。

　結果として、今のファミレスに至るわけである。

　放心した若者に、きょとん、と白パイが小首を傾かしげる。

「パパは、パフェ、食べないです？」

「……パパ!?」

　絶望的な声で、ジンは呻いた。

「は!?　なんだよこの安っぽい漫まん画がみたいな展開は！　俺がどうしてパパと呼ばれなきゃならないわけ！」

　本来なら、そんな風に叫さけんでいただろう。

　しかし。

　実際に口にする前に、きらきらとウーが瞳を輝かがやかせていた。

「素す敵てき。……素敵よジン。あたしたち、パパとママだって」

　両手を合わせ、声こわ音ねさえうっとりと溶とかして、ウーは娘むすめにほおずりする。くすぐったそうに身をよじる白パイも、そんな娘になおさら感動し続けるウーも、なんというか甘すぎてげっぷを漏もらしそうな光景だ。感覚としては、ショートケーキをさらにクリームてんこもりにして、もとのスポンジが見えなくなりそうな惨さん事じである。

「そ、そうか。そら良かったな……！」

　若者も、ただソファに身をゆだねて、ぐったりと笑うだけである。

　愛妻といってはばからぬこの鬼き仙せん兵器を相手に、ジンが抗あらがえるはずもない。異様な疲ひ労ろう感かんを全身で受け止めながら、ふたりのやりとりを見つめている。

（……溺でき愛あいっつうか、もはや一心同体の風ふ情ぜいがあるぞ、これ！）

　迂う闊かつに引き離はなせば両方が死ぬんじゃないかと、おかしな心配をしてしまうほどだ。比ひ翼よくの鳥に、連理の枝。つい先日までは自分とウーこそがそんな関係だったはずなのに、子供が生まれると恋こい人びとは母親に変わるというのはこういうことだろうか。

「こ、こ、このアイスって冷たいです！　頭がきいんってします！　なんだかかんだか目がきらきらするみたいです！」

「うんうん。なんだったら、もう一個頼もっか！　いいよねジン？」

「はいはい。好きにしてくれていいよ。つうか、お前も足りないんだったら、ステーキでもハンバーグでも焼き肉でも豚とんカツでも、メニューの片っ端ぱしから追加しとけよ」

　すでに、テーブルのウーの前には、大量の皿が積み重ねられている。

　もともと、ウーには多食の傾けい向こうがあるが、白パイがやってきてからなおさら加速したような気がする。ちなみに、基本的には肉食で、放ほうっておくと二キロとか三キロとかプロレスラーみたいな景気の良い数字がレシートに躍おどっていたりする。

「うん！　するする！」

　ふたつ返事で、ウーがテーブルの呼び鈴りんを叩たたき、それに飽あきたらずぐるんと車椅子を回転させて、自ら店員を呼び止めに行く。

　残された格好になって、ジンと白パイが向かい合った。

「あの、パパは本当に食べなくていいんです？」

「いいから気にすんな。必要なだけは食ってる。つか、お前もあんまりウーに付き合うと腹壊こわすぞ」

　さすがに、いつものハイテンションな口調も鳴りを潜ひそめ、心底疲つかれた感じでジンが応対する。

「はい。気き遣づかってくれて、ありがとうです」

「いいから、自分のことに専念しろ。まだ食える量だって分かってねえんだろ」

「あ、はいです。満腹とか空腹はなんとなくしか。ええと、そういうのって、学校っていうので習ったりするんです？」

「習うか馬ば鹿か」

「じゃあ、学校ではパパは何を習ったんです？」

　白パイの質問に、ジンはまた面めん倒どうくさそうに眉まゆをひそめた。

「忘れた。俺がそんなの行ってたの、ずうっと昔の話だっての。ああいやたまに、潜せん入にゆう工作ついでに転入することもあるけどな」

　ひらひらと、手のひらを振ふる。

　それは、彼の記き憶おくの中でも、すでにセピア色に褪あせた時代だ。多くの人間がそうであるように、ジンも幼い頃ころのことなどろくに覚えていない。

　だけど。

　たったひとつだけ、鮮せん明めいな色がある。

　真しん紅くの炎ほのおで包まれた百貨店。逃にげ損そこねた人々の黒くろ焦こげた死体。ただひたすらに青い空。逃げ出したばかりの自分が、心を奪うばわれた数あま多たの色。




　──『綺き麗れいだなあ』




　今でも、たまに声が聞こえる。

　自分が道を決めた──人によっては道を踏ふみ外したと、そう言うだろう場面。かつての自分にとって最も重大な人物と、道を違たがえた場面。失われたものの価値ゆえに、とある少年はボディガードを志して、自分は殺し屋となりはてたきっかけ。

　さしたる悩みもなく。

　さしたる葛かつ藤とうもなく。

　その刃やいばで、人を殺すことを選んでいた。彼の纏まとうコート──ウェアラブルコンピュータ〈ツール〉も、そのためにふさわしすぎた。〈ツール〉を扱あつかうための脳も神経も、そのルートを加速させるだけだった。灰はい岡おかジンはあまりにも殺し屋としての才能に溢あふれていたからこそ、ほかの選せん択たく肢しを考えることもできなかった。

　才能こそが、彼を定義した。

　人生のレールとは親が敷しくだけのものではない。外的な要素ではなく、むしろ内的な要素の方がどうしようもないことが多い。才能なんてその最たるモノで、そこに恵めぐまれた環かん境きようまでそろった場合、よほど根こん性じようが据すわっていても否定なんてできるものではない。

　まして、灰岡ジンにとっては。

「……やりたいことは、まったく別に見つけたんだ」

　若者は、確かめるように口にした。

「やりたいこと、です？」

「お前にはまだはええよ！　Ｒ18的な話だし！　いや、この場合ＰＧ15か!?」

　自じ称しよう娘むすめの質問から、ふざけて話をはぐらかす。さすがに人殺し大好きなので、殺し屋やってますとも説明しにくい。

　すると、白い髪の幼女はぷうと頰ほおをふくらませた。

「む。なんだかずるいです。──でも、パパには友達がいたんでしょう？　その人とは相談したんです？」

「友達？」

　ぱちぱちと、瞬まばたきする。

　もちろん、ジンに心当たりはひとりしかいない。

「なんだ、ウーに聞いたのか」

「えと、その、眠ねむれないって言ったら、ママがいろいろ話してくれたんです」

　てれてれと、白パイが両手を合わせる。

　呆あきれたようにジンはため息をついたが、考えてみればあのウーが姉ナタと自分以外の相手に執しゆう着ちやくすること自体、初めて見る事こと柄がらだった。

（……いや）

　と、思う。

　そもそも、姉に執着していたのと今のとは、結局同じじゃないだろうか。ウーが執着していたのが──そもそも姉個人ではなく『家族』だったのなら、この幼女への溺愛もあの鬼仙兵器ナタへの盲もう愛あいも、本来は同質のものではないだろうか。

　大陸においても、鬼仙の社会においても、ウーはひとりだった。

　鬼仙兵器として無機物からつくられたウーに対して、共感を抱いだくものなどいなかったし、つくりあげた太乙タイイー真シエン人レンからして、ウーに注ぐ感情は親が子供に注ぐ愛情とはけして同一ならざるものだった。

　だったら、これはどうだろう。

　疑ぎ似じ家族といってもあまりにいびつなこの形は、ジンの妻にとって何らかの救いになっているのだろうか。彼女の意外なほどの溺愛は、あたかもかつての彼女を救済するかのような、単なる代だい償しよう行こう為いに過ぎないのだろうか。

　ひとつ、深い息をジンはついた。

　いちいち、考え込んでも仕方があるまい。だいたい愛情なんてああだこうだと割り切れるものでもなし、線引きして断言できる方がよほど噓うそっぽい。

　だから、

「そいつだったら、ちょうどこの前派手に喧けん嘩かしたところでさ！　いやまあ八年ぐらい前にも喧嘩してぶん殴なぐりあって、それからずっと絶交状態みたいなもんなんで、もともと相談も何もあったもんじゃないわけだけどな！」

　とりあえず、先の質問に答えてみた。

　一応彼なりの穏おん便びんさを発揮した感じだが、なにしろまともな世間とは遠ざかっている身である。正直に『ぶっ殺しあいました。ついでに街ひとつ壊しかけてそれなりの被ひ害がい者しやも出てます』と言うより、どれだけマシなのかはよく分からない。

　対して、

「──じゃあ、もうその友達とは会いたくないの？」

　白パイの言葉は、ひどく若者を驚おどろかせた。

　その問いが、ジンにとっても意外なほど胸に響ひびく──核かく心しんに近いものだったからだ。

「…………」

　ほんの少しの間、目を閉じる。

　ゆるやかに息を吸い。

　とある確信とともに、吐はき出す。

　灰岡ジンにとって、その答えはどうしようもなく決まっていた。咄とつ嗟さに目をつぶらないと、余計なことまで喋しやべってしまいそうなぐらい。だから、すっかり冷めて湯気も立たないコーヒーを前に、数秒だけ決まっている答えを引き延ばす。

「それなら、決まってる」

　と、口にした。

　たとえ、すでに友情は終わっていても。

　たとえ、もはや不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵だとしても。

　たとえ、出会ってしまえばただ憎にくみ合い、殺し合うだけの相手だとしても。

　それでも自分の真ん中は、当たり前の答えを指している。北天に輝かがやくただひとつの星のように、揺ゆれ動くことさえない。

　今の自分は、ハセ公と呼ぶあの少年を──

「いずれ、会うさ。あいつがどれだけ嫌いやがってもな」

　と、若者は微び苦く笑しようした。

　その内側にこもった感情は複雑すぎて、彼自身にもはかりしれなかった。ただ、赤々と光る溶よう岩がんのような熱量だけが感じられた。

「それより何だよ。お前、友達とか興味あるわけ!?」

「友達は欲しいです」

　と、幼女はちょっと恥はずかしそうに言った。

「パパとママに会って、世界が広がった気がします。だったら、友達が増えるのって、きっと世界が広がることだと思います」

「そりゃすごい。俺の娘むすめとは思えないぐらい立派な発言だ！」

　おどけた若者に、むっと幼女は唇くちびるをとがらせる。

「パパとママはすごいです！　だって、出会ってすぐに結けつ婚こんするって決めたんです！　すごくないはずないです！」

「ぶふっ！」

　思い切り噴ふき出す。コーヒーを飲んでいたら危なかった。

「ちょ、ちょっと待て！　お前、ちょっと黙だまれ！」

　机を隔へだてて手を伸のばし、あわてて幼女の口を塞ふさぐ。

　まさかこの年で、娘にプロポーズの場面を暴ばく露ろされるとは思いもしなかった。ついでに言えば、そのときのジンとウーは極きわめて真しん剣けんに殺し合っていたわけで、二重の意味で容よう認にんしがたい。

　といっても、幼女の口を塞いでいる若者の姿は、これまた色々はばかられる構図ではあったのだが──

　口を押さえられ、むぐむぐと反はん抗こうする幼女に、ジンが必死に説き伏ふせる。

「……いいか、いいか!?　お前、俺の娘だってなら、そういうデリケートな話題はもう少し慎しん重ちように取り扱えよ!?」

「うう、分かりましたです」

　渋しぶ々しぶといった感じで、白パイがうなずく。

　それでやっと解放されてから、上うわ目め遣づかいに父親へ尋たずねた。

「パパは、ママの話嫌きらいなの？」

「んなわけねえだろ！　俺が愛妻の話をするのはいいけど、されるのは苦手なの！」

　嚙かみつくように言って、若者が頭を抱かかえる。

　さきほどから、調子は狂くるいっぱなしだ。他人のペースなどまるでかまわないのがこの若者の持ち味だったはずだが、おおよそこの娘に関してだけは外れまくっている。残ったアイスをもむもむと口に運んでいる幼女に、なんとも複雑な顔をつくって、ジンは仕方なく冷めたコーヒーを口にする。

　予想通りのまずさに辟へき易えきしながら、

「──つうかお前、こっちの事情を根ね掘ほり葉は掘ほり尋ねてる暇ひまがあったら、早く自分のことを思い出せよ」

　ぼんやりと、ジンは言った。

　別に、意味のある会話ではない。

　これまでも何度か同じことを訊いて、少女からまともな答えが返ってこないことは確かく認にん済みだからだ。記き憶おく喪そう失しつなのか、それともあんな研究所にいたのなら──語るような記憶そのものが存在しないのか。

（……むしろ、あの研究所自体が問題だよな）

　そうも思う。

〈ツール〉でもすぐには復旧できないほど、徹てつ底てい的に消去されたデータ。隔かく絶ぜつされた隠かくし部屋で、これでもかと積み上げられた機材たち。

　そもそも何のためにつくられた研究所で──出所が本当に先代白翁なのかどうかから怪あやしまねばなるまい。考えるべきことは多すぎて、手がかりは限られている。ひとまず〈ツール〉の情報解かい析せきを待つにしろ、なるだけ早く動くきっかけが欲しかった。

　だから、

「あ、うん。それだったら白パイは知ってます」

　と返されたとき、すぐには反応できなかった。

「な、に!?」

　危あやうく、口中のコーヒーをぶちまけてしまうところであった。

「お前！　この前は分からないって言ってたぞ！」

「ええと、多分、思い出してきたんだと、思います。言われてたら、出てきた感じです」

　さきほどのジンの教育を反映してか、慎重に、娘が言葉を選ぶ。

　目を見張った若者の前で。

　彼女は、告げた。




「白パイは、多分、白鳳六家のどこかがつくった新しい〈おに〉だと思うんです」




「…………」

　新しい、〈おに〉。

　その意味を、ジンは時間をかけて嚙みしめる。

　あまりに突とつ然ぜん訪おとずれた──あまりに決定的な言葉を、反はん芻すうする。

「おいおい！　急に派手すぎる話だな！　どうだよ〈ツール〉！　そんなＳＦな話ってばありなのかよ!?」

『イエス、マスター。クローン技術はすでに実現しています。臓器などの脆ぜい弱じやくさは３Ｄプリンタなどによる移植で回かい避ひできますし、白翁の権力をもってすればこれらの技術を二世代以上すすめることは可能です。ただし、〈おに〉の変へん生じよう属性についてはまったく新しい概がい念ねんの導入が必要と考えられます』

　ぞくりとするような返答が、無感情な機械音声から返ってくる。

「別の技術、ね」

　ジンも、ただ短く呟つぶやく。

「つまり、あれか!?　人工的に〈おに〉をつくる実験ってわけか！」

「多分、そうだと思います。あたし、あのポッドから出てきたとき、えっと、多分ママも似たような人だと、そう思ったから」

「……あー、そら確かに合ってるなあ！」

　鬼き仙せん兵器。

　とりわけ、ウーは無機物からつくられた存在だ。ナタのように元が人間だったわけですらない、純正の兵器こそが彼女である。

　だからこそ。

　ママ、と。

　最初に白パイがそう呼んだのは、偶ぐう然ぜんでもなんでもなかった。

　ただの──『事実』だった。

（月白とエイジャは、これを知ってやがったのか？）

　いや、知らないはずがあるまい。よりにもよって自分たちに研究所の情報を与あたえた以上、こんなつながりが偶然のはずもない。

　腹の底に、氷でも突つっ込まれた気分だった。

　ぞくぞくと、自分の唇が吊つり上がるのが感じられた。

「か、かかか！　急に愉ゆ快かいな話になってきやがったな！　じゃあさ、誰だれがどんな理由でそんなことを始めやがった!?」

「分からないです」

　白パイがかぶりを振ふった。

　名前のきっかけになった、綺き麗れいな髪かみが流れる。同じように、彼女の顔色もますます白くなっていくようだった。白を通り越こしていっそ透とう明めいにすら映るその色を、ジンはひどく酷こく薄はくな面おも持もちで見つめていた。

「ただ……多分、白パイは……」

「しいっ」

　言いかけた幼女を、ジンが制したのだ。

「ウーのやつ、遅おそいな」

　じろり、と店内を見回す。

　店員を呼ぶついでに、ショーウィンドーのサンプルなどにひっかかるのはあの少女にありがちなパターンだが、それにしても時間がかかりすぎていた。

「どうやら、こっちにも来てくれたらしいな──！」

　これは少しだけひそめた声で、若者が呟いたのだ。

　視線は机に向かっているが、網もう膜まくの一部には道路に面するガラス窓や死角の風景が映っている。〈ツール〉のカメラに映った光景が、若者のコンタクトレンズに投とう影えいされているのだと、彼以外の者には分からぬ。

「パパ？」

「ちょっと席を外すから、いい子にしてられるか!?」

「あ、はい。できます」

　ちょっとだけ寂さみしそうに、幼女がうなずく。

「じゃあ、ご褒ほう美びにこいつをやろう！」

　ウィンクして若者がポケットから差し出したのは、銀のネックレスだった。

　幼女が、わ、と声を飲み込んだ。

「ぷ、プレゼントですか!?」

「ああ、大事にできるか!?」

「も、もちろんです！」

　きゅうっと引き寄せて、そのまま胸むな元もとにかける。

　首の後ろでつなげるのにはいくらか手こずったけれど、それでも素そ朴ぼくな銀色の輝きに、幼女がとても嬉うれしそうに唇をほころばせた。

「……似合いますか？」

「ま、悪くないさ！」

　ジンが頭を撫なでる。

　そのまま、席から立ち上がった。

「すぐ、戻もどってきてくれるですね？」

　心配そうに言った娘むすめへ、若者は黙ったまま、背中越ごしに手を振ったのだった。




　　　　４




「……こっちかな？」

　最後にウーの姿が映っていた監かん視しカメラから、ジンはスロープ付きの階段へ足を踏ふみ入れた。

　ファミレスが契けい約やくしている、地下駐ちゆう車しや場への階段だ。

　途と中ちゆうで、コートが機械音声を発した。

『マスター。ミス・白パイ様の体調についてですが──』

「ああ、よくねえんだろ？　そら予定外にポッドから排はい出しゆつされたんだもんな！　いいわきゃねえわ！」

　ジンは、大げさに肩かたをすくめる。

　白パイがどういう存在か、本当に分かったわけじゃない。仮に彼女の言うことがすべて真実であったとしても、その意味や作製目的を探さぐるためには十分な調査が必要だろう。

　だけど、あの幼女がけして健康で十全でないことだけは、はっきり分かった。

（白翁まわりの技術がほかより進んでいたとして、まあ実験体の長生きにまで気き遣づかいしてるはずはねえわな）

　冷静に、ジンはそう考える。

　どんな実験でもモルモットの寿じゆ命みようが考こう慮りよされることは少ないだろう。

　だったら、放ほうっておくだけであの幼女はいなくなるはずで──




　──『パパとママはすごいです！　だって、出会ってすぐに結けつ婚こんするって決めたんです！　すごくないはずないです！』




　なぜか。

　そんな言葉が、頭をよぎった。何の感情も生まないただの情報に過ぎなかったが、それでもジンにとって重大な人物への影えい響きようを想起させた。

「ウーは……どう言うかね」

　ぼんやり呟いた。

　そのまま、階段を下りていく。

　下りきったところで、びしゃ、と大量の液体がジンの足あし下もとを汚よごした。鮮あざやかすぎるぐらいのアカイロで、すぐに鉄てつ錆さびた臭においが鼻び孔こうをつく。

　おびただしい血が、コンクリートの床ゆかに撒まき散らされていたのだ。

「よう！」

　にこやかなジンの声に、挨あい拶さつするごとく火花が散った。

　ぎゃり、と斜ななめに壁かべを駆かけて、途と轍てつもない勢いで飛び出した車くるま椅い子すが三つの人ひと影かげを吹ふき飛ばしたのである。

「あ、ジン！」

　車椅子の少女が嬉しそうに振り返る。

　血にまみれた金きん髪ぱつが、なおさら華はなやかにウーを演出する。やはりこの少女には、どんな化け粧しようよりも血と悲鳴こそがよく似合った。

　くるくると車椅子がスピンしながら、ぴたりと若者の隣となりに停止する。

　ほとんどサーカスのごとき曲芸。

「……良かったあ。ちょっと疲つかれたんだ。バトンタッチしていい？」

　ことりと、ジンの腕うでに頭をもたせかけて少女が言う。

　疲れた、というのは噓うそではないだろう。

　ナタの不死属性──鬼仙の無力化を受けたウーは、しばらくの間ありとあらゆる能力を失っていた。一週間ほどはまともにベッドから起きあがるのも難しかったぐらいだ。大量の氣チイを喰くらい、復活してきた今でも不死属性や鬼宝はろくに扱あつかえない。

　それでも。

　それでも、なお、この程度の破は壊かいはたやすいのだが。

「いいけど、なんだこりゃ！　つまみぐいでもしたのかよ！」

「してないもん。向こうがいきなり吹っかけてきたんだから。それも、実験体を引き渡わたせってばっかり言ってきて、話になんないし」

「え、いや、賭かけてもいいけど話さなかったのお前だろ!?　多分、向こうはこっちの情報を引き出したかったはずだと思うぜ!?」

「娘を渡せる母親なんかいないでしょ！」

「はいはい！」

　降参とばかりに、ジンも手をあげた。

　こと、あの『娘』の話になると、ウーは必死といって良いほどに執しゆう着ちやくする。それこそ、姉ナタに匹ひつ敵てきするほどだ。

（……分かってるのかね）

　白パイが打ち明けたように、あの幼女が自分と近い存在かもしれないことを、少しでも感じ取っているのだろうか。

　それとも、まったく関係ないのだろうか。

「じゃあ、任せたからね。絶対だよ。約束破ったら怒おこるからね？」

　念には念をいれてとばかりに言って。

　そのまま糸の切れたみたいに、頭を若者の肘ひじにもたせかけたまま、ウーが崩くずれ落ちる。

　眠ねむったのである。できる限りの優やさしさでその頭を車椅子の側に戻して、ジンは吹き飛ばされた者たちをもう一度確かく認にんした。

「……まあ、どいつもナンパにゃ向かない顔だよな！」

　いずれも、まともな人間ではなかった。

　ある者は素す顔がおも分からぬほどの獣じゆう毛もうを、ある者は鉄でも嚙かみ裂さけそうな剝むき出しの牙きばを、ある者は羆ひぐまにも似た巨きよ大だいな爪つめを生やしていた。

　さしずめ、狼おおかみと、虎とらと、熊くまになるのだろうか。

（……ああいや、狼じゃなくて狗いぬだっけ!?）

　独特の古い呼び方を、若者は思い出す。

　──獣じゆう人じん。

　倒たおれた者たちの『正体』に、ジンは心当たりがあった。

「薄うす墨ずみの変へん生じよう属性かあ!?」

　哄こう笑しようした先に、残った人影の動どう揺ようが見てとれた。

　逃にげようとして、我先にともうひとつの入り口へ走っていき、その目前で異変が生じた。

　突とつ然ぜん、駐車場のシャッターが閉まったのだ。

　躊ちゆう躇ちよした瞬しゆん間かんに続けて電気が落ちた。暗くら闇やみに包まれた駐車場へほんのりと微び灯とうがともり、愛妻の頭を撫でてからゆっくりと歩み寄る若者の横顔をなおさら不気味に見せた。

　もちろん、今の異常事態は〈ツール〉によるものだ。

　電子系統へ介かい入にゆうしたウェアラブル・コンピューターの意味を知ってか知らずか、退路を断たたれた襲しゆう撃げき者たちはぐっと振り向いた。

　無言ながら、纏まとう圧力は本物だった。

　ジンは、ただ愉たのしそうに、人差し指を向けて数えた。

「今度は狗が二匹ひき、猪いのししが一いつ匹ぴき、蝙蝠こうもりが一匹、熊が一匹と。そろいもそろって可愛かわいくないこと！　タイムはいらないし、順番でなくていいからとっとと終わらせようぜ？」

　にっこり笑って、タップダンスのようにコンクリを踵かかとで打ち鳴らす。

　実際、舞ぶ踏とうのようだった。

　わずか数秒で、決着はついたのだ。

　最初に接近した狗男が、カウンターのストレートを正面から鼻はな面づらに決められて、鼻血とともにもんどりうった。続く蝙蝠男は空中から襲おそいかかって、居合いざまに翼つばさを切り裂かれる。両横から走り込んだ狗と猪も二刀流の前に肘を断ち切られて、無様に床へ転がった。

　オレンジの微灯に輝かがやく、二振ふりの特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんよ。

「ははん♪」

　ステップを踏んだ。

　一番身体からだの大きな熊が、猛もう烈れつな勢いでその爪を振ふり上げたのが同時だった。

　ほかに観客がいれば、さやかな灯ともし火びの下で、まっぷたつに断ち切られるジンの胴どう体たいを幻げん視ししただろう。爪の鋭するどさも、熊の筋力もそれに十分足りたはずだ。

　相手が、灰岡ジンでなければ。

　コートの背中から仕掛マニピユけ腕レータが伸のびた。それは駐車場の柱へと引っかかり、そこを支点に、ぐるりと若者の身体を一回転させた。

　熊からすれば消えたように見えたはずだ。

　忽こつ然ぜんと消えた若者は、次の瞬間、熊の頭頂に跳ちよう躍やくしていた。

「──ん、と」

　たぎりおちる銀刃を、手の内で若者は捻ひねった。

　熊のこめかみを断つはずだった刃やいばが反転し、代わりに重い音とともに峰みねを食い込ませる。

　完全に倒れる前に、その首根っこをジンが摑つかんだ。

「まあ待てよ！　こっちも仮か称しよう娘むすめにいろいろ聞かされて頭がこんがらがってるところでさ！　気の毒だけど憂うさ晴らしに使わせてもらうぜ!?」

　陽気に、ジンが熊だった男を揺ゆさぶった。

　その前で、みるみる相手はまともな人間に戻っていく。薄墨の変生属性は比ひ較かく的てき使用者の人数が多いが、大半の角なしはこの通り、身体の一部だけ獣に化けるのが精々だ。ジンにしてみれば、マシンガンやら現代兵器の方がよほど面めん倒どうくさい。

「おいいい！　こら！　手加減したのに気絶してんなよ!?」

　脳のう味み噌そをシェイクせんばかりに、ジンが男の身体を揺さぶる。

　しかし、これも長くは続かなかった。

『マスター』

「はいはい」

　機械音声の忠告に、ちら、と若者が視線をやった。

　すると、閉じていたシャッターが、悲鳴をあげて押し開かれたのである。〈ツール〉による閉へい鎖さ命令が終しゆう了りようしていないのは、今もぎしぎしと音を立てていることから明らかだ。

　片手でシャッターを持ち上げたまま、照れたように首の裏を搔かいて現れたのは、よれよれのコートを着た男であった。

「……あらあらあら、まあまあまあ。やあ、悪いんだが、おじさんとこの若いのをあまり虐いじめないでもらえるかなあ」

「あん!?」

　眉まゆをひそめたジンが、その相手をまじまじと見つめる。

　駐ちゆう車しや場の暗さは問題ではない。〈ツール〉と接続されたコンタクトレンズは自動的に明度を補整し、相手の顔をはっきりと映す。

　おおよそ三十代後半といったところだろうか。もじゃもじゃの天然パーマ。明らかに手入れされてない無ぶ精しようひげ。一見どこにでもいそうな中年男だが、だったらこんな場所に現れることなどありえまい。

　こちらを値ね踏ぶみするようにそのひげをざりざりと撫なでて、中年男は片眉を大げさにつりあげた。

「んんん～、なるほど。やっぱり噂うわさの真朱まそおの分家か」

　くぐもった声に、ジンが肩かたをすくめる。

「それ、今回あちこちで言われるのな！　つうことはお前も白はく鳳ほう六ろつ家けの──」

　言いかけ、若者は眉をひそめた。

　駐車場を侵しん略りやくしつつある不思議な霧きりに気づいたのだ。

「──なんだこりゃ」

　面倒くさそうに舌打ちして、愛妻のウーの方へ数歩下がる。

　霧は、いよいよその濃のう度どを増していた。クリーム色の流れは、新たに現れた中年男を中心に地下駐車場を埋うめ尽つくさんばかりの勢いであった。

　いや、違ちがう。

　霧ではなかった。

「おいおい！　人の一いつ張ちよう羅らに何する気だ!?」

「まあまあまあまあ。とりあえず、お近づきのしるしってことで」

　中年男がへらへらと笑う。

　その白い靄もやのごとき光景は、彼がわざとらしく開いた手のひらから発せられていた。

　実際に見ても、信じられるかどうか。膨大極まりない量の恐ろしく細い糸が、その手のひらから吐き出されているのだった。

「は！　そうか、薄墨の角付きかよ！」
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　薄墨は、白鳳六家に連なる第五位の家だ。

　六家の中で、最も先代白翁に忠誠の篤あつかったとされる家。

　その変生属性は、土つち蜘ぐ蛛もにもたとえられる。もとは朝ちよう廷ていに従わない──まつろわざるものたちを指す侮ぶ蔑べつ語である。古事記や日本書紀より記述があるかの言葉は、時を経るにつれて妖よう怪かいとしての色を濃こくしていき、やがてさまざまな妖怪のカタチを付ふ与よされることとなった。

　たとえば、ある伝承では、名前通り蜘蛛のカタチだと。

　たとえば、ある伝承では、鬼おにの顔に虎の胴体であると。

　たとえば、ある伝承では、美女に化けて、数多くの武者をたぶらかしたと。

　さらには牛の頭を持つ牛鬼や、昆こん虫ちゆうの羽や猫ねこのような身体を持つという異聞もあるのだが、薄墨の変生属性はこれら多種多様の伝承にふさわしかった。

　すなわち、肉体の変化。

　空うつほの風使い天狗や、青あお朽くち葉ばの怪物作製野槌に比してもけして劣おとらぬ──いいや人外という意味では、それらをも超こえる魔ま性しよう。

「いやいや、おじさんはしがない二つ角でね。噂の、白翁の元後継者とやりあうには、いささか才能が足りない」

　にやり、と中年男は笑ったようだった。

　ジンは、自分とウーを押し包みつつある白糸を見ながら、口を開く。

「やっぱり、あのモルモットを取り返しに来たわけか!?」

「……ああ～、まあそんなことになるかなあ」

　困ったように、中年男が微び苦く笑しようする。

　その手首が捻られると、糸の一部がぎゅるりと錐きりのごとく尖とがり、若者へ疾はしった。

「七しち面めん倒どうくさい！」

　半ばは言葉通りに、半ばは愉しそうに唇くちびるを歪ゆがめ、ジンが再び特殊鍛造刃のカタナで糸し錐すいを断ち切る。

　そのまま、跳とんだ。

〈ツール〉の補助筋肉によって数倍に増ぞう幅ふくされた跳躍力は、柱と天てん井じようを斜ななめに蹴けって、三次元的にジンの身体を疾しつ駆くさせる。

　一気に、男の頭上まで躍おどり出た。

「おおっと」

　瞬まばたきした中年男が手首をこねると、今度は糸が集まって、繭まゆか防ぼう壁へきのように主あるじを押し包む。

　対して、ジンは叫さけんだ。

「焼け！」

『要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０５改──〈ブレイズ〉』

〈ツール〉の仕掛マニピユけ腕レータが、火か炎えん放射器を展開させたのだ。

　ごお、と数千度で燃ねん焼しようするガスが吼ほえ猛たけった。

　糸は見る間に溶とけた。鋼鉄の強度をも凌りよう駕がすると言われる蜘蛛の糸も、もとはタンパク質であるがゆえ、高熱を受ければ必然的に変性する。

　再び姿を現した男へ、

「っらあ！」

　裂れつ帛ぱくのかけ声とともに、刃が振り落とされた。

　高い音が鳴った。

　しかし、目を見張ったのはジンの側であった。

　中年男の右みぎ腕うでは、鋼鉄の色と質感に変じていたのである。

　ジンが渾こん身しんで振るった特殊鍛造刃の一いち撃げきが、その鋼鉄の腕によって阻はばまれるとは。

「……やるなあ！　薄墨の変へん生じよう属性って、ほかの生き物に変わるだけじゃねえのかよ！」

「いやいやいやいや。ただの小細工さ。おじさんが厳しい世界を生き抜ぬくには欠かせないしね？」

　なんとも人を食った笑えみで、中年男が肩をすくめる。

　ぎり、と中間で鉄と刃のこすれる音がした。

　鍔つば迫ぜり合いはどちらに有利か。特殊鍛造刃と鋼鉄に変わった腕が互たがいの中間で火花を散らし、暗くら闇やみの地下駐車場を飾かざりあげた。

（次は仕掛マニピユけ腕レータか？　二刀流か？　攻性プログラムならどれだ？）

　ジンの頭の中に、いくつもの選せん択たく肢しが駆かけめぐる。

　アドレナリンとドーパミンがないまぜになって、脳と神経を駆けめぐる。これ以上の興奮をジンは知らぬ。ただ全力を尽くせる歓かん喜きに脳を痺しびれさせて、唇が鋭い三日月をつくりあげる。

「──薄うす墨ずみ蔵人くらんど」

　不意に、中年男が口にした。

「あん？」

「おじさんの名前だよ。ちょっと外人っぽい響ひびき格好いいだろ？」

　囁ささやくように言って、今度はバネのごとく男の身体からだが跳はねる。

　英国の都市伝説のバネ足ジャックを思わせる、あまりにも鮮あざやかな退たい却きやくぶりであった。意表を突つかれたジンが、追おうとして足を取られた。

　最初の糸が粘ねん着ちやく性の泥どろになって床ゆかに広がり、ジンの靴くつに貼はりついたのだ。

　切り離はなしてもう一度追いかけようとする間に、中年男──蔵人の身体はシャッターの下をくぐって、あっと言う間に気配を遠ざからせた。

「──くっそ！　なんだよ、あのびっくり人間！」

　悪態をついて、ジンがやっと靴を引き剝はがした。

　それから振ふり返って、慄りつ然ぜんと立ち尽くした。

　さきほど吹ふき飛ばされていた薄墨の異能者たちもまた、残らず撤てつ退たいしていたことに気づいたのだ。中年男──蔵人の襲しゆう撃げきはそのための時間稼かせぎだったのだろう。

　最初の霧のごとき糸も、彼らの退く姿や気配を悟さとられぬためだったに違いない。

　ジンへの攻こう撃げきや、自分自身の退却にもあの糸を使ったことを考えれば、一挙両得どころか一石三鳥ぐらいのやり口である。

「あーあーあーあー！　綺き麗れいにはめられたっつの！」

　ぱちん、とジンは手のひらを額にあてる。

　あまりのことに、いっそ清すが々すがしい感じすらした。

「て、ことは当然──」

　まだ眠ねむっているウーの車くるま椅い子すを押して、地上のファミレスまで戻もどる。

　途と中ちゆうで、

『マスター。誘ゆう眠みん性のガスを感知しました。口こう腔こうの選せん択たく制せい浸しん透とう膜まくを交こう換かんします』

「おーおー、好きにしてくれ」

　機械音声の言葉にうなずくと、口の中でもぞもぞと何かが動く感じがあった。ジンの身内には、まだ実験的ながら〈ツール〉の操あやつるナノマシンが注入されている。今の選択制浸透膜は、多くの毒素や低酸素症しようにも対応するということだ。ある意味で、現代のサイボーグとはこういうものなのだろう。

　ファミレスに入ると、客も店員も見事に眠っていた。

　そして。

　白パイは、いなくなっていた。

　用心深いことに、ジンが与あたえたネックレスも外されて、机に置かれていた。

　おそらく、いや間違いなく、これも薄墨蔵人の仕し業わざだろう。その可能性を考えなかったわけではないが、もとよりウーを襲おそったのも囮おとりにすぎなかったわけだ。

「んんん……ジン……白パイ……」

　眠ったままのウーが、寝ね言ごとを呟つぶやいた。

　その頭を、ジンは優やさしく撫でる。こちらももう少しの間は起きないだろう。『力』を奪うばわれた少女にとって、戦せん闘とうはかなりの重労働だ。覚かく醒せいまではそれなりの時間を必要とする。

　だったら、起きてくるまでに──

「──ああ、そうだよな」

　ぺろり、とジンは舌なめずりした。

　ぞくぞくと、嬉うれしそうに身を震ふるわせた。沸わきあがる悦えつ楽らくをおしとどめられぬと、そう言うようでさえあった。




「──ここまでなめられて、放ほうっておくわけにはいかねえよなあ！」
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　──もうひとり。

　　　舞ぶ台たいには、登場人物がいる。




　それは長い間、灰岡ジンを代表とする三人組を見張っていた。

　三人の鋭するどい感覚から逃のがれるため、実に数キロの距きよ離りをおいたまま、とある方法で監かん視ししていたのである。

　離れた丘おかに寝ね転ころび、彼は空を見つめていた。

　その目の前で、空間がゆらゆらと、陽炎かげろうのように歪んでいたのである。

　実際、それは陽炎と同じ原理だった。

　空気の密度を変えて、光の屈くつ折せつを利用した異能の望遠鏡のようなものだと、誰だれに分かるだろう。白はく鳳ほう六ろつ家けの中でも、そんなことができるのは彼ぐらいのものだ。

　空うつほの三つ角である、彼だけ。

「……やっと、動いたか」

　ぼそりと、彼は呟いた。

　すさんだ横顔に、かつての面おも影かげはほとんど残っていない。

　顔立ちよりも、むしろ首に巻いたマフラーの方がよほど印象的だろう。ジンのコートと並んで夏にあるまじきその服装こそが、ほぼ唯ゆい一いつ、かつての面影を漂ただよわせていた。

　ゆらりと揺ゆれ動いた空間は、もうひとつ。

　そちらは、さきほどファミレスから発進したトレーラーを捕ほ捉そくしている。運うん搬ぱん会社の偽ぎ装そう工作こそなされてはいたが、足回りや荷台の材質からして完全に別物らしかった。

　その荷台に昏こん睡すいした幼女が運び込まれるところまで、彼の目は──彼がつくりだした空気のレンズははっきりと映していた。

「……ああ、分かってる」

　ぎり、と歯を嚙かみしめる。

　がちがち、とその響ひびきは続いた。

　猛もう獣じゆうが、獲え物ものを前に牙きばを嚙み鳴らす音にも似ていた。

「もう少しだけ、我が慢まんしてやる。あとほんの、もう少しだけ、な」

　区切るように、言う。

　ひゅるりと風が渦うず巻まき、そのまま青年の身体は宙へと舞まった。

　ファミレスから離れていくトレーラーを、空隼はや人とは追い始めたのであった。
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　公園は、まるで時間が止まったみたいだった。

　ビルとビルの間をするりと通り抜けた日差しさえ、いまや凝ぎよう結けつしているように見える。いいや、馳はせ郎ろうにとっては、この酷こく暑しよさえ凍こおりつくような冬のただ中に思えた。

「白鳳六家の第二位、月つき白しろの当主──月白弦げん摩まという」

　そう言って、壮そう年ねんの男が涸かれた噴ふん水すいのへりで笑ったからだ。

　帽ぼう子しのへりに隠かくれて、目は見えない。いや、手にした白はく杖じようからすると盲もう目もくか──そうでなくても弱視なのかもしれぬ。

「…………」

　馳郎は、すぐには応こたえなかった。

　守るように立ちはだかったものの、後ろのさやかは自失したままだ。場合によっては彼女を連れて脱だつ出しゆつすることも考えねばならない。

「土は師じさんのことなら大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと気を失ってもらってるだけだ。目覚めはすっきりしてるから、むしろ普ふ段だんの睡すい眠みん不足も解消されるんじゃないかな」

　優しく、男──弦摩は言う。

　白いスーツの壮そう漢かんは、何の威い圧あつもなくただ穏おだやかで、それだけにすぐには信用しにくかった。

　ひとつ、少年は息を吸った。

　頭を十分巡めぐらせるだけの酸素を確保する。少なくとも、今この場で事を荒あら立だてる必要はない。まず必要なのは、最低限の情報を引き出すことだ。

「それが、お前の変生属性だって？」

「ああ。月白はちょっとした幻げん術じゆつや暗示を得意としててね。伝承によると、蜃しんという妖よう怪かいにちなむんだそうだ」

　蜃。

　その名には覚えがなくとも、蜃しん気き楼ろうならば聞いたことがあるだろう。大陸と日本の両方にある伝説で、いわく海中にある大おお蛤はまぐり──蜃が『気』を吐はくと、その『気』が流れ流れて離れた地に幻げん影えいの楼ろう閣かくをつくりだすのだという。

　この『気』によってつくりあげられた楼閣を、蜃気楼と呼ぶのだ。

　かつん、と白杖が地面をついた。

　途と端たん、馳郎の周囲の世界が変化した。

「っ──！」

　息を飲む。

　忽こつ然ぜんと公園もビルも消え失うせていた。

　代わりに現れたのは、いくつもの種が絢けん爛らんと咲さき誇ほこる百花庭園であったのだ。馳郎の腰こしあたりまで背を伸のばした花弁たちの列は、遥はるか地平線まで続くかのように見えた。

（これが、幻──!?）

　頰ほおを撫なでるそよ風や、酩めい酊ていするような花の香かおりまでも、馳郎は感じ取ることができた。

　一枚花弁をつまむと、そのしっとりとした感かん触しよくも指先に伝わった。

「どうかな？」

　かつん、と再び白杖の音。

　次の瞬しゆん間かん、馳郎の立つ場所はさきほどの公園に戻っていた。つまんだはずの花弁も見事消え失せていた。

　あまりのことに、しばらく声が出なかった。

「これが……月白の変生属性……？」

　くら、と押し寄せる目め眩まいを堪こらえる。

「おや、大丈夫かな？　実地に試ためしてもらえるのが、一番分かりやすいと思ったんだが」

　弦摩が、ことりと首を傾かしげた。

　それが妙みように人好きのする仕草で、ぐっと馳郎はかぶりを振ふった。

「じゃあ、俺をその暗示とやらで操あやつればいいんじゃねえのか？」

「それは無理だよ。暗示といっても、そんなに安定度が高いわけじゃなくてね。君の行動がいつもと大きく違ちがってしまってるなら、そのジャケットが電でん撃げきでもなんでもくらわせて正気に戻もどすだろうさ」

『マスター、その発言は本当です』

　機械音声が、馳郎だけに聞こえるように鼓こ膜まくを震わせる。

　リコが、月白を警けい戒かいして、すでに対策を取っていたということか。

　また逆に言えば、この壮漢も〈カエアン〉について一定の知識を備えているということだ。おそらく、リコや自分について、長く綿密な調査をしてきたのだろう。

　いままでの白鳳六家の人間とは、まるで違うやり方。

　侮あなどりも油断もなく、真綿で首を絞しめてくるような彼こそが、少年にとっては誰より恐おそろしかった。

　不意に、弦摩は空を見上げた。

「ここはいろいろ思い出があってね。東中華街の中でも、一番気に入ってる場所なんだ」

　片手は帽子を押さえていて、彼の瞳ひとみが見えているのかどうかは分からない。

　ただ、耳を澄すませているようだった。

　中華街の通りから響く喧けん噪そう。

　時に観光客のやりとりだったり、時に点心を揚あげる音と美味おいしそうな香りだったり、そんな複雑に絡からみ合った情景を、弦摩はひどく楽しんでいるようだった。たとえ目にはできなくても、その音と香りで、彼の頭の中では視みえているのだと、そういうようでもあった。

「それで、そちらの土師さんに協力してもらって、君に来てもらったわけだ。彼女自身の許可を取らず、勝手に能力で操ったことについては謝罪する」

「……そんな遠回しなことをせず、直接俺に連れん絡らくを取れば良かっただろう」

　馳郎が言うと、弦摩は困ったように笑った。

「そうすると、リコくんやあの鬼き仙せん兵器なんかもぞろぞろ付いてきただろう？　一応私も三つ角だけどね。あれだけの戦力の前にひとりで面会するほど自信過か剰じようでもないよ。かといってこちらもいろいろ連れて行ったら戦争になってしまうし、自分ではこれが一番穏おん当とうな面会方法だったと思っているんだが、どうかな？」

「…………」

　噓うそはついてない。

　なんとなく、そう思う。

　しかし、真実を言っているかというと、どうだろう。

　馳郎の勘かんは、この男に対して、最大級の警報を鳴り響かせているままだった。

「用件を言えよ」

　わざとぶっきらぼうに、少年が言う。

　挑ちよう発はつ気味の声こわ音ねに、むしろゆったりと弦摩は足を組み替かえた。それから小さくうなずいて、自分の胸に中折れ帽ぼうを当てた。

　はっ、と少年が息を止めた。

　男のこめかみから両目に渡わたって、獣けものの爪つめに裂さかれたような大きな傷きず跡あとがあったのだ。

「私と、手を組まないかな」

「お前と？」

　それで我に返って、馳郎が聞き返す。

　やはり傷で失明したものか、弦摩は固く瞼まぶたを閉じたままだ。しかし、瞼の奥から得体の知れない圧力を受けて、少年は唾つばを吞のみ込んだ。

「俺に、月白家と組めってことか？」

「まあ、そうなるかな。一応当主だしね」

　柔にゆう和わに笑う壮年に、馳郎はすぐ答えなかった。

　代わりに、別のことを訊きいた。

「前から、俺の周りでちょくちょく手回ししてたのはお前だろ」

「これもバレてたか」

「エイジャの逃にげた先、ほかの白はく鳳ほう六ろつ家けへの情報提供、いくつも不ふ審しんなことはあったからな。リコは言いにくそうだったから、直接は訊かなかったけれど、どうにもお前が一番条件に合いそうだ」

　半ばはカマかけのようなものだったが、少年はある種の確信を持っていた。

　この男が、自分のことを調べすぎていたからだ。これまで出会った白鳳六家の人間は、基本的に馳郎を外部の者とだけ見なしていた。だからこそ隙すきをつくこともできたし、うまく立ち回れてきたとも言えるだろう。

　しかし、この男は違う。

　違うからこそ、この相手がずっと裏側で仕し掛かけていた存在だと、少年は見み抜ぬくことができたのだ。

「じゃあ、やっぱり組めない？」

　困ったように、壮年が言って、

「いいや。いいよ」

　と、馳郎が返した。

　一いつ瞬しゆん、驚きよう愕がくと動どう揺ようの波が、弦摩から伝わった。

「今、なんと？」




「組んでやるって、そう言ったんだ。お前もそのために来たんだろうが」




　しばらく、小さな公園を静せい寂じやくが満たした。

「……これだから、君は怖こわい」

　ほう、と眩まぶしい昼の風に、吐と息いきが紛まぎれる。

　弦摩は今度こそ本当に、心の底からため息をついていた。

「正直なところ、君が単に白はく翁おうの権力に溺おぼれたり、使いあぐねるような凡ぼん人じんだったらずっと話は楽だった。少々意志が強い程度じゃあ白翁ほどの権力には抗あらがえない。いいやむしろ正義感が強いぐらいの方が、遥はるかに染まりやすかったろう。正義や大義名分ほど、力を行使するのにふさわしい言い訳はないからね」

　弦摩の言葉は、ゆるゆると風に乗って、公園の地面を這はった。

「だけど、君は君のルールをもって、白翁の『力』を律している」

　と、口にした。

「千円ボディガードというのは、そんなルールなんだろう？」

「…………」

　馳郎は沈ちん黙もくする。

　少年は知らず。以前、蓮リヤン花フアも似たようなことを言っていた。




　──『千円ってのは、馳郎あいつにとって報ほう酬しゆうじゃなくてルールなんじゃないの？』

　──『だからあいつは、千円を渡した渡されたっていう一見どうでもいいことで、そのスイッチを切り替えてるんじゃないのかな。意識的なのか無意識なのかは知らないけど』




　今、月白弦摩も言う。

「他人から見れば、実にくだらない──ああすまない。別に侮ぶ蔑べつしているわけじゃないんだがね──一見くだらないはずのもので自分を律しているだけに、いかにも扱あつかいにくい。迂う闊かつに利用しようとすれば、逆に利用されてしまうのはこちらの方だ。それがまあ、ここ数ヶ月君を見てきた私の結論だよ」

「だったら関かかわり合いにならなきゃいいんじゃねえか？　お互たがい、楽だと思うぜ」

　馳郎が言うと、弦摩は淡あわく笑った。

「そうだね。そうしようかとも思った。でも、それには君の存在は世界を揺ゆるがしすぎる。ああ、白翁だからっていうだけじゃないよ」

「じゃあ、何のことだよ」

「空うつほ北ほく斗と、この中華街の長老、あの太乙タイイー真シエン人レンとさえ、君はそれなりの距きよ離り感かんを保ちつつ、完全に敵対せずに御ぎよしてきただろう？」

「御したなんて、思っちゃいない」

「ああ、君はそうだろうとも」

　うなずいて、弦摩も認める。

　そして、付け加える。

「それはね。恐ろしいことなんだよ馳郎くん。普ふ通つう、人間はもうちょっと白黒をつけたがる。自分の敵と味方をはっきりと区別したがる。相手が巨きよ大だいであったり強大であったり、無視できない存在であるほど、この傾けい向こうは強くなる。なのに君は、灰色の存在を灰色にしたままで平然としている」

　弦摩が指し摘てきしたことは、少年のとある異常性を露あらわにしていた。

　ちょっと前まで、彼は日常の世界にいたはずだ。

　白翁の座だとか〈カエアン〉だとか、非日常の存在を近くに置いてはいても、基本的には普通の学生として過ごしてきたはずなのだ。それが反転して、完全な非日常と交わるようになったのは、精々この数ヶ月のことだろう。

　なのに。

　非日常にここまで巻き込まれて、一いつ切さいその態度は変わらない。

　いっそ不自然なぐらいに──奇き跡せき的なほどに、その在り方が変わらない。ある意味では、生まれたときから非日常こちら側にいるはずの、北斗や隼はや人とよりよほど見事に立ち振る舞まう。

「……別に、そんなの意識したことはねえよ」

「だろうね」

　弦摩もうなずいた。

　白はく杖じようが動いて、少年の背後のさやかを指し示した。

「護衛対象の土師さやかさんに危害を加えれば、君はいともたやすく私を敵と見なすだろう。君がすぐそうしなかったのは、単に私と土師さんの関係を判じかねたからだ」

「まあ、そんなとこだよ」

　馳郎が、面めん倒どう臭くさそうに認める。

　こちらの意図を、確実にこの相手は見抜いてくる。

　結果として、おかしな誤解や争いが生じることもないのだが、さりとて楽というわけではない。やりにくいのとやりやすいのとが半分ずつ、という印象だ。もう少し馳郎が交こう渉しようごとに長じていれば、賢かしこい相手の方がやりやすい、と思うようになるかもしれないが、現状の少年ではそこまで達観しきれない。

（……ああもう、考えてばかりじゃ仕方ねえか）

　がりがりと、頭を搔かいた。

　過熱する脳のう味み噌そを抑おさえ、低い声で尋たずねる。

「で、どうする気だよ。あんたの指し手に、俺は指し返したぜ」

　同じゲーム盤ばんで向かい合ったプレイヤーとして、戌見馳郎は月白弦摩に問う。

　いいかげんな答えを許さない圧力が、今度は少年から壮そう年ねんへと発せられていた。年ねん齢れいや立場だけでは左右されぬ、個々の本質ともいうべき何かが、目には見えないプレッシャーとなっていたのである。

「その通りだ」

　と、弦摩は静かに首しゆ肯こうした。

「実は、私にも許せない相手がいてね」

「許せない相手？」

　馳郎が訊き返す。




「──白翁の遺産、だよ」




　と、弦摩は答えたのだ。

　少年の身体からだに、微かすかな緊きん張ちようが走った。

「前の盤ばん古こ幡はんと同じようなヤツか」

「そうだね。でも、だいぶ毛色は違ちがう。もともとは白鳳六家のひとつに預けられていたものなんだけど、私も知らない間にその部門が暴走していたらしい」

　ここで、弦摩は一いつ拍ぱくの間をおいた。

　自分の言葉を改めて確かく認にんするように、手に持った白杖の握にぎりを撫なでる。

「組織が大きくなるというのは困りものでね。いろいろ目も耳も行き届かなくなる。それでも責任をとるのが長おさの仕事だ。恥はじを忍しのんで君に会いに来たのも、おおよそはそういう理由でね。ちょっとした手伝いをお願いしたい」

　はにかむように言って、丁てい寧ねいに弦摩は頭を下げる。

　その一見しおらしい態度に、少年はなんとも言えぬむずがゆい感じを覚えて、顔をしかめる。

「……お前が、俺に手伝えって？」

「そうだよ。私ひとりではうまくいかない。どうしても、君の力が必要だ。だから、いささかの準備とともに、私はここへ来た」

「要するに、何をしてほしいんだよ」

　仕方なさそうに少年が言うと、壮年はしてやったりとばかりに手を打った。

　それから、やや悪戯いたずらっぽく告げたのだ。

「悪の科学者退治──ってところかな？」




　　　　２




　目を覚ましたのは、体温が下がったためだった。

　金属でできた床ゆかの冷たさが、麻ま酔すいガスで昏こん睡すいさせられた意識を呼び覚ましたのだ。

「……ふあ」

　混こん濁だくした視界で、幼女が薄うすく瞼まぶたを開く。

　白くて長い髪かみが流れて、ゆるゆると剝むき出しの肩かたにまとわりつく。やがて視界がはっきりしていき、白パイは自分を見下ろす影かげに気づいた。

「……ま、ま？」

　そんな声を漏もらして──次の瞬しゆん間かん、ひっと息を飲み込む。

　まるで違った。

　白衣を纏まとった影は、潰つぶれた蛙かえるのような男だったのだ。吐息は腐くさった卵のような臭においがして、粘ねん着ちやく質しつな視線は白パイの肌はだに染しみこんでくるようだった。

　その周囲には、数々の機器が置かれている。

　広い部屋だった。

　その広さに反して、壁かべには窓ひとつない。

　代わりに、膨ぼう大だいな数のケーブルが床を這い、何十ものＬＥＤランプが明めい滅めつしている。もちろん白パイにはその意味はひとつとして分からない。分からないが、それが自分の過去につながっていることだけは容易に理解できた。

「……あ、あはは、よ、良かった。やっと再会で、できた」

　どもり気味に、蛙に似た小太りの男が喋しやべり出す。

　ぎゅっとレンズの分厚い眼鏡を押し上げて、ひきつるように、唇くちびるを歪ゆがめる。

「か、か、ははは。ぼ、僕のこと、お、覚えてるかな？」

「し、知らないです！」

　白パイが一いつ生しよう懸けん命めいにかぶりを振ふる。

　尻しりをついたまま、後じさろうとするが、ろくに足も腕うでも動かない。ただ哀あわれに痙けい攣れんしたきりだ。

「……あ、ああ、しんどかったろ？　君、調整ちゃんと受けてないもんね。と、というか、まだ全然出す予定じゃ、なかったし。あ、あんな、よけいな奴やつらが、しし、忍びこまなけりゃ、ぼ、僕もここ、こんな苦労しなかった、の、のに」

　憤ふん懣まんも思い出したのか、小太りの男が拳こぶしを握りこむ。

　白パイは、ただ茫ぼう然ぜんとその顔を見つめていた。男の言ってることは分からないが、たださらわれたのだということだけは理解できた。

　はっ、となって自分の胸むな元もとを覗のぞき込んだ。

　途と端たん、彼女は目を見張った。

「ぱ、パパの、ネックレスない、です！」

　それこそが、誘ゆう拐かいそのものより大事だというように、幼女は必死に顔をあげた。

「パパの、プレゼント、どこにやったんですか！」

　小太りの男へ、とりすがる。

　恐おそれを忘れたかのような態度に、一いつ瞬しゆん男が気け圧おされ、すぐかっと怒いかりを露わにした。

「うう、うるさい！」

　ぶよぶよとした手が、幼女の頰ほおを打ったのだ。

　小こ柄がらな身体が、床を転がった。

　肉と金属が相打つ嫌いやな音が響ひびき、憤ふん怒ぬに我を忘れた男が、幼女へ馬乗りになって拳を振り上げる。

「ここ、この！　この！」

　ぶるぶると唇と拳を震ふるわせ、ついに白パイを殴なぐりつけかけたところで、

「あ～、ちょっと馬ば州しゆう様」

　と、物もの憂うげな声がかかったのだ。

　舌打ちして、呼ばれた小太りの男は、そちらを振り向いた。

「なんだ、蔵人くらんど」

　扉とびらのところに、よれよれのコートを着た中年男がもたれかかっていたのである。

「いやいやいやいや。その、一応ご忠告申し上げますが、被ひ験けん体たいなんだから俺としてはもうちょっと大事に扱あつかってもいいんじゃないかなーと」

「っ！」

　ぎっ、と何かがこすれる音がした。

　歯ぎしりの音であった。

　怒りと焦あせりと、ほかの様々な感情がないまぜになった表情であった。

「お、お前は引っ込んで、でろ！」

　きつく、言う。

　対する蔵人は、亀かめみたいに首をすくめた。

「まあまあまあまあ。分かりましたよ、元ご当主様」

　天然パーマの髪をくしゃくしゃと搔いて、蔵人は旗色が悪いとばかりに退散する。

　足音が消えてからしばらくして、拳が振り落とされた。

　それは白パイではなく、金属の床を叩たたいた。

「く、蔵人は、む、むむ、昔から、僕のことをば、ばば、馬ば鹿かにしてる」

　耳も目も赤くなるほど充じゆう血けつさせて、馬州と呼ばれた男は、拳を握りしめた。

「だ、だけど、あいつも、も、僕のことをす、すぐに、無視できなく、なる。い、いや、誰だれも、無視、できなくしてやる。い、今なら、こ、ここなら、それができる」

　幼女の顎あごを手にとって、男は自分の側そばへ引き寄せる。

　欲よく望ぼうだけが、その瞳ひとみにぎらぎらと燃えさかっていた。どうしようもないほどに激しい炎ほのおが、男自身をも焼きつくさんとしていた。

　炎の名を、白パイは知らない。

　そんな熾し烈れつな感情を、いまだ幼女は知らされていない。

　だけど、

「お、おお、お前が、ぼ、僕を、そ、そうして、くれる」

　その炎が、きっと自分も燃え散らしてしまうのだと、そのことは分かった。

　きっと、そうだ。

　あのパパやママに会えた時間だけが、自分の人生で唯ゆい一いつの幸運で。

　本当に、奇き蹟せきみたいなもので。

（……ああ、そうだ）

　自分は、ずっとずっと長く、こういうところにいたのだ。

　忘れてしまっていたけれど、これこそが自分の故郷に違いないのだ。

　そして。




　この男の欲望は、きっと自分をどうしようもないところへ連れて行ってしまうのだと、それだけは確信できてしまったのだ。




　　　　＊




「……土師さんを送り届けてくれと言われたから、実行してきたわけだが」

「そいつ、本当に信用できるの？」

　ふたりの視線は、当たり前だが不信でいっぱいだった。

　もちろん、ナタと蓮リヤン花フアである。

「これはどうも」

　中折れ帽ぼうのつばを軽くつまんで、弦摩は愛あい想そ良く笑ってみせる。

　彼らと馳郎を合わせた四人は、弦摩の呼んだリムジンに乗っていた。

「このような形になったが、君たちとは是ぜ非ひお会いしたいと思っていた。おふたりの麗うるわしい声を間近で拝はい聴ちようできて嬉うれしい限りだ」

「ふうん。おべんちゃらは得意そうだこと」

　蓮リヤン花フアはまったく警けい戒かいの表情を隠かくさず、唇をとがらせる。

「……だいたい……あいつが恋こい人びとのふりするってなら、もっとそっちを見られた方が参考になったのに……」

　ぼそぼそと、口内で何かを呟つぶやいていたが、こちらは誰の耳にも入らない。

　いや、自分の指を絡からめている蓮リヤン花フアの隣となりで、もうひとり、白い帽ぼう子しをかぶった少女だけはその言葉を聞きとがめた。

「わ、私は、あまり、あんなの見たくなかったぞ。なんだか、胸の奥がもやもやしたし」

「あたしだって、べ、別に歓かん迎げいしてたわけじゃないわよ！　でもほら、どういうのに弱いんだとか、どういうのを喜ぶんだとか、そういうのはちょっとぐらい参考にしたかったじゃない……」

　嚙かみつくように──やはり小声で、蓮リヤン花フアが応じる。

　こういう場合、人間には聞こえないような音量で会話できる鬼き仙せんの能力を、便利と思うべきか無む駄だ遣づかいと思うべきか。

　もっとも、〈カエアン〉のセンサーならこれぐらいの音量でも十分感知できるはずだが、ある意味人間以上に気き遣づかいのできる世界有数の人工知能は、いつもどおりお澄すましの無言を保っていた。

「つか、なんで蓮リヤン花フアがいるんだ？　お前、うちの仕事に関係ないだろ？」

　はたして、ろくに聞こえてない馳郎が口を出すと、蓮リヤン花フアはかあっと顔を赤くした。

「そ、そんなのどうでもいいでしょ！　あたしの仕事はあんたらの監かん視しだもの！　だいたい白鳳六家がらみだったら、こっちも散々付き合わされてるんだから、今いま更さら半はん端ぱに外されても困るの！　すっごく困るの！　分かる!?」

「お、おお」

　半ば逆ギレ気味な蓮リヤン花フアに、こくこくとうなずく少年である。

　とりあえず、この話題には踏ふみ込まないことを決心して、肝かん心じんの話を聞き出すべく、中折れ帽の壮そう年ねんへと振り向く。

「──先に、ひとつ訊きいてもいいか」

　と、切り出した。

　このリムジンに乗るまで、少年と壮年はほとんど言葉を交かわさなかったのだ。ふたりの少女を待っていたかのようでもあった。

　だから、ナタと蓮リヤン花フアも、自然と居住まいを正した。

　軽く、弦摩は首を傾かしげた。

「ふむ。訊きたいことはいろいろあると思うが、先にってことは今回の事件とは別にということかな？」

「ああ。あんた、本当は、まだ俺に会うつもりはなかったんじゃないか？」

「……さて」

　曖あい昧まいに濁にごした弦摩へ、さらに馳郎が畳たたみかける。

「あんたは後ろで細こま々ごまと計略を立てていくタイプだろ。これまでの動き方も、ずーっと表には出ないで裏からの細工に終始してた。太乙タイイーみたいにうっかり興味本位だけでそこを曲げるタイプにも見えない。なのに、どうして気が変わった？」

「本当に、君は鋭するどいな」

　弦摩が苦く笑しようした。

　中折れ帽に目元は隠れたままで、唇くちびるだけが愉ゆ快かいそうに歪ゆがんだ。

「今のも考えて言ってるわけじゃなくて、ほとんど勘かんなんだろ？」

「む」

「けなしてるわけじゃない。実際、そういう方が誤ご魔ま化かしにくくて困るからね」

　白はく杖じようの握にぎりのあたりを撫なでながら、弦摩は馳郎に向かって笑いかける。

　その仕草を見ると、到とう底てい盲もう目もくには思えないほどだ。

「だけど、私にも許せないことがある。その始末に、自分だけの手では足りないなら、いささか計画に変へん更こうを来きたしても仕方がないだろう」

「仕方ないってのは、俺とこんな手で接せつ触しよくしてもってことか？」

　言われて、弦摩は苦笑した。

「本当はもう少し信しん頼らいできる部下がいるといいんだけれど、これはなんともね。人材育成を怠おこたっていたんじゃないかと言われると、ぐうの音も出ない。──まあ、これを見てくれないかな」

　弦摩が差し出したのは、分厚い紙の束だった。

　ぺらぺらと斜ななめ読みしていくと、遅おそからず馳郎の表情が変わっていった。

「────っ！」

「何？」

　蓮リヤン花フアが覗のぞき込む。

　弦摩が差し出した資料は、細々とした──本来研究発表に必要な理論や背景の説明を最低限度まで簡略化した、かなり概がい要よう的なレポートらしかった。それでも専門家ではない馳郎にはつっかえつっかえ読むのが精せい一いつ杯ぱいだったが、いくつかの日記的な文章で引きずり込まれるように意識を奪うばわれた。




〈二○一×年十月二十七日

　サンプル０２─００２１への変へん生じよう属性の植え付け、うまく機能せず。廃はい棄き〉




〈二○一×年十一月十四日

　サンプル０３─００２８への変生属性の植え付け、うまく機能せず。廃棄〉




〈二○一×年十一月二十九日

　サンプル０４─００３７への変生属性の植え付け、微び弱じやくな反応はあったものの、それ以上の成果なし。解かい剖ぼうの後廃棄〉




〈二○一×年十二月六日

　サンプル０４─００４１への変生属性の植え付け、０４─００３９と同じ結果。廃棄〉




　同じような文章ばかりが続いているレポートに、ある日変化が訪おとずれる。

　それは、翌年のことだ。




〈二○一△年一月十六日

　サンプル０３─００４７への変生属性の植え付け、角なし（便べん宜ぎ上じようＣ＋とする）までのレベルで発動を確かく認にん。やはり素体となる対象が強い異能者であるほど、成功率と能力の強度は高まる模様。とりわけ０３シリーズにおいては、協力者のＨ・Ｕとより適応率の高い素体の採用を求められる。残念ながら二十八時間で耐たい用よう限界を超こえ、解剖の後廃棄〉




　熱のこもった文章が、かえって吐はき気を感じさせた。

「こ、れ……」

　サンプルという言葉が、想像したくなかった──同時に嫌いやでも想像させられていた存在であることを見せつけられた。廃棄や解剖と当たり前のように書かれた言葉の狂きよう気きを、どうしようもなく思い知らされた。




〈二○一□年二月四日

　画期的な成功！

　サンプル０２─０５８を使った実験で、角あり（Ｂ＋）と同じレベルでの能力発現を確認。また、０３シリーズと異なり、適応可能な属性を限定されないことを特記する。仮説段階だが、おそらく素体となった人間が角ありでかつ免めん疫えき不ふ全ぜん症しようであったことが大きいと考えられる。素す晴ばらしい。素晴らしい。素晴らしい。これを受けて、続く０２─０５９を覚かく醒せいさせる前のプロセスに、新プログラムを挟はさむことを決定。０２─０５８は残念ながら三十二時間で耐用限界を超ちよう過か。解剖の後廃棄〉




　欣きん喜き雀じやく躍やく、というのだろうか。

　踊おどりださんばかりの喜びが、文面から滲にじみ出ている。見出しと概要の後には大量のデータやグラフが躍おどっていたが、もはやまともに読む気分にはなれなかった。

　ただ、途と中ちゆうの日記にあったとあるイニシャルは、少年に強く印象づけられていた。

「Ｈ・Ｕ──」

「ああ。だいたい君が推測したとおりだと思うぞ」

　弦摩がうなずく。

　彼の表情にも、ひどく暗いものがたゆたっていた。

「白鳳六家の中では、〈おに〉の能力について研究していた機関がいくつか存在する」

　それは必然だったろう。

　現代の人間の手に科学がある以上、超ちよう能のう力りよくをそのまま放置しておけるものではない。かつては畏い怖ふや信しん仰こうの対象として崇あがめていた対象でも、科学というメスが捉とらえたならば切り刻むべき研究対象に過ぎなくなる。

　いくつかの事象を、馳郎は思い出していた。




　──『上空の空気を圧縮して形状を整えて、直径数百メートルほどのレンズに仕立ててるんだ。これだけ晴れてて空に近ければ、威い力りよくも申し分ない。ちょっとした座興にはなるだろ？』

　──『あっちは窒ちつ素そを中心に圧縮して、お前らの動きに合わせて動かしてるだけだよ。言ってしまえば単純だわな』




　風を操あやつる三つ角、空隼人と戦ったときのことだ。

　天てん狗ぐにちなむといわれるその変生属性を、隼人は表面的な気流だけに限定されず、もっと本質的な部分で使いこなしていた。

　当初は、三つ角ならではの精度によるものと考えていたが──もちろん、それも多くを占しめているのだろうが、裏には彼の能力を分ぶん析せきした誰だれかの存在があったのではないか。

　無論、推測に過ぎない。

　しかし、これだけ状じよう況きようがそろうと、けして偶ぐう然ぜんではなくあるべくしてあった必然のように、馳郎の直感は訴うつたえていたのだった。

　息を吐く。

　もう一度吸って、心のバランスを取りながら訊く。

「それで、人体実験か」

「知ってのとおり、角ありは希少な存在でね。それをモルモット代わりにするというのは彼らにもできなかった。代わりに、目をつけられたのは遺伝子改造とクローン技術だ。無論、これもたやすいものではなかったようだがね」

　クローン自体は、表に出ている現代技術でも十分可能なものだ。

　問題は、成長である。

　成長促そく進しんは、白翁の技術をもってしてもさほどの効果が見られなかった。つまり、二十歳はたちの人間のクローンをつくるには二十年の時間を必要とする。変生属性を植え付けるとはいえ、天然の〈おに〉の場合でも能力の発芽は最低六歳から八歳あたりとされており、クローンでもこの年ねん齢れい以下では能力の制せい御ぎよが難しいと考えられていた。

「クローンがつくられたのは──暴走が始まったのはと言い換かえてもいいが、先代白翁が死んだ直後だろう」

　弦摩の言葉が、低く床ゆかを這はう。

「つい最近になって、やっと彼らが育ち、研究にめどが立ってきたばかりだったわけだ。それまでも死し刑けい囚しゆうを融ゆう通ずうしてもらったり、裏うら技わざを駆く使ししてはみたようだが、こちらはうまくいかず初期に放ほう棄きされたようだね」

「……私と、似ているな」

　小さく呟つぶやいたのは、ナタだった。

　この感想も、当然だろう。

　人間として生まれながら、鬼き仙せんにつくりなおされ幾いく多たの鬼宝を埋うめ込まれたナタと、〈おに〉の変生属性を植え付けられるため連れてこられた罪人たち。その間に、どれだけの違ちがいがあるものか。

　いにしえと現代。

　鬼仙と〈おに〉。

　やることは、それでも変わらないのか。

　それとも、やはり変わらない、と言うべきだろうか。

「では、これも読んでもらえるかな」

　追加して、もうひとつの資料を弦摩が差し出す。




〈二○一□年四月二十六日

　研究体制に大きく変化あり。資金や設備についても引き継つぎが必要となった。ついては数日中に当とう該がい研究を移管する。不要な検体はすべて廃棄。なお速急の移動が難しいサンプル０２─０５９については隠いん匿とくし、後に回収する予定。時期や方法などは後述する〉




　馳郎が、息を止めた。

「この日付は──」

「ああ、君が白翁の座を受け継いだ直後だね」

　弦摩が肯こう定ていする。

「ずっと凍とう結けつしていた白鳳六家の時間は、君が白翁を継いだことで大きく動き始めた。その結果として、この研究部門の存在が私の耳に入ることにもなったわけだ」

　壮そう年ねんは、静かに言葉を続ける。

　あまりの静けさのゆえに、馳郎は背筋を伝う冷気を感じた。

　それでも、訊きくべきを訊いた。

「……この実験を始めたヤツは誰だ？」

「薄うす墨ずみ馬州」

　と、壮年は名を告げた。

　それに反応したのは、馳郎ではなく蓮リヤン花フアだった。

「薄墨……って確かリコのボディガードをやってる？」

「ああ。伝統的には、最も白翁に忠実な家だ。だが、それは同時に、白翁の残した財産を、限定的ながら最も活用できた家ということでもある。君が活用している設備は、何も君が白翁を継いで突とつ然ぜん研究を始めたというわけでもないからね」

　そこで、弦摩は言葉を切った。

　自分の中の情報を、なるべく客観的に整理するように、ゆっくりと語り出す。

「馬州は薄墨の家でも、いささか特とく殊しゆな地位にある人間でね。かつては二つ角として当主をつとめていたんだが、ひどい不始末をやらかして罷ひ免めん。六家総会で過半数の賛成を得て、角を折られることとなった次し第だいさ」

「角を──？　黄フアン長老と同じ？」

　馳郎が聞きとがめたのは、その言葉が初めてではなかったからだ。

　鬼仙と白鳳六家の仲ちゆう介かいをうけもつ、中ちゆう華か街がいの長老。

　以前、ジンの事件で助けてくれたかの壮そう漢かんも、かつては〈おに〉であり、自らの意志で角を折ったと言ってなかったか。

「ああ、黄長老も知ってたんだったな。彼──当時は父の姓せいで薄墨を名乗っていたが──はさっきの薄墨馬州の不始末について、稟りん議ぎを申し出た当人だ。自分も角を折ることを条件にしてね。この結果として、薄墨は特定の当主を持たないまま、傭よう兵へいのようにそれぞれの判断で動くことになった。その中には、当時白翁の補ほ佐さにすぎなかった戌いぬ見みリコに協力的な者もいたわけだ」

「……それで、か」

　ひとつ、馳郎は納なつ得とくした。

　薄墨がリコのボディガードをしているのに、その当主と会わせるような動きがまったくなかったからだ。北斗と出会った六家の会議でさえ、薄墨の人間が挨あい拶さつしてくる動きはなかった。

　一体どういうことかと怪あやしんでいたのだが、ようやっとここで答えを得られた。

　つまり、もとから一枚岩ではなかったわけだ。

　あるいは、リコを白翁の補佐と認めても、戌見馳郎を白翁と認めているわけではない──ということだろう。

「……じゃあ、どうして俺が必要なんだ？」

「薄墨馬州が潜ひそんでいるシェルターを突つき止められたんだが、まあこれが核かくシェルター並みでね。本気でひきこもられたら、ちょっと突とつ破ぱするのが難しい」

　リムジンのソファにもたれかかって、弦摩が苦く笑しようする。

「だけど、同時に薄墨の研究設備はその最高管理者を白翁に設定されている。これは基本セキュリティに組み込まれているから、暴走している薄墨馬州でも変えられないし、白翁が代だい替がわりしたときには必ずそのデータを登録されている。つまり、君のことだよ。戌見馳郎くん」

「セキュリティ？」

『イエス、マスター。該がい当とうするセキュリティは存在します。基本的に馳郎さまの声せい紋もん、静じよう脈みやく、ＤＮＡなどをクロスチェックする方式です』

　機械音声が、弦摩の言葉を肯定する。

　白翁である馳郎自身が、強固なセキュリティの鍵かぎそのものだと。

　白鳳六家の人間たちが馳郎を認めていなくても、機械は自動的に更こう新しんされる。それはひどく皮肉で、少年にとっては苦笑を滲ませたくなる現象ではあった。

「俺自身のデータが、セキュリティの鍵……」

　身にしみこませるように、呟つぶやく。

　少し考えて、馳郎は口を開いた。

「……じゃあ、これを最後の質問にしよう。あんたは、どうしてこの話を俺に持ち込む気になった？」

「君が必要だからって、ここまで説明したつもりだけど」

「違う。理由の方だ」

　かぶりを振ふって、馳郎が正面から弦摩を見つめる。

「あんたの話がすべて本当としよう。薄墨には外げ道どうな人員もいるかもしれないけれど、基本的には俺やリコの味方になる家のはずだ。それを裏切って協力しろなんて交こう渉しようにもなってない。いくら、ほかに方法がなかったとしても、危険をおかしてまで俺と接せつ触しよくした意味がまるでない」

　そう。

　まるきり、この話はおかしかった。

　矛む盾じゆんというよりも、あまりにねじれすぎている。ひとつひとつの辻つじ褄つまは合っているのに、最初でボタンを掛かけ違ったがために、残りもずれて、全体がねじれざるを得なかったような違い和わ感かんがまとわりついていた。

「たとえ、シェルターをすぐに突破する方法がなかったとしても、時間をかければ回かい避ひする手段はいくつも見つかるはずだ。そういう陰いん謀ぼうは得意な方だろ、あんた」

　慎しん重ちように、馳郎は相手を値ね踏ぶみする。

　過小評価も過大評価もせず、目の前の相手をそのままに捉とらえようとする。

「それでも、あんたは一いち縷るの望みでも託たくすように俺と接触した。その理由は何だ？」

「ふむ」

　少年の質問に、弦摩は淡あわくはにかんだ。

「個人的な信条、ってのじゃ駄だ目めかな？」

「駄目だ」

　即そく座ざに、馳郎が却きやつ下かする。

「ここまでの情報、あんたがまったく知らなかったとは思えない。細かな情報まで漏ろう出しゆつしたのは最近だろうけれど、非人道的な実験ぐらいは耳にする予知があっただろう。だったら、今回の情報のどこに、あんたを揺ゆり動かす理由があった？」

　少年は極きわめて冷ややかに、その問いを突きつける。




「あんたの芯しんから出た言葉を聞かなきゃ、俺は協力しない」




　芯から出る言葉。

　それが弦摩の指し摘てきする、彼の『ルール』でもあったろう。

　千円ボディガードの、『ルール』。

　きっぱりと言い切った台詞せりふに、ゆるく弦摩の白杖が弧こを描えがいた。真円ではなく、かすかに揺らいだ楕だ円えんであった。

　二周して、三周目を終える前に、口を開いた。

「……やっぱり、言わなきゃ駄目か。この年になると、正直気き恥はずかしいな」

　弦摩が頰ほおを搔かいた。

「このレポートにある、クローンの素体だがね」

　と、資料に触ふれる。

　やはり目が見えるわけではないのか、指は文章の流れとはちぐはぐに滑すべった。




「……私の死んだ娘むすめも、そのひとつに使われたようなんだよ」




　今度こそ、沈ちん黙もくが落ちた。

　しん、と死が舞まい降りたかのような静せい寂じやくであった。馳郎だけではなく、ナタも蓮リヤン花フアもしわぶきひとつあげなかった。

「答えになったかな？」

「ああ。だったら──」

　少年が答えを返すより先に、異変が生じた。

　突然、リムジンが急停車したのである。

「弦摩さま──」

　おずおずと運転手が振り返る。

　こちらも弦摩が連れてきただけあって、それなりの修しゆ羅ら場ばはくぐってそうであったが、当の壮年はあっさりとこう指示した。

「ああ、私はここで降りる。君はここで引き返してくれ」

　それから、馳郎たちの方へ話しかける。

「悪いが、お出で迎むかえのようでね。協力してもらえるなら、ここで降りてくれるかな。無理ならこのまま引き返してほしい」

　リムジンの外は、山間の土地であった。

　さやさやとコナラの梢こずえが揺れて、緑の濃こい影かげを落としている。聞くだけで汗あせが噴ふき出そうな、クマゼミの五月蠅うるさい鳴き声も聞こえた。

　黄こう坂さか市からいくらか西に離はなれた場所らしく、細かな位置情報などが、馳郎がつけたコンタクトレンズの隅すみに表示されていた。

「このあたり一帯は、薄墨が買い上げている土地でね。研究が進んだ今なら、ここのシェルター内で十分と考えたらしい。まあたいていのことをやっても、私有地の中ならごまかせるだろうしね」

「あれ……って」

　蓮リヤン花フアが呻うめく。

　暗い林の間からいくつも迫せまってくる、鉄の塊かたまりを認にん識しきしたのである。

「……戦、車？」

　ナタも、眉まゆをひそめた。

　まるで、ドラム缶かんに複数の砲ほう門もんと無限キヤタ軌道ピラを付属したような形状の、それは極めて小型の戦車であった。

　どう見ても人間の乗るスペースはあるまい。

　リコが使う小型ドロ無人機ーンにも似た──いや、ほぼ間ま違ちがいなく同じ技術が使われた、人工知能制せい御ぎよの電子戦車たち。

「これはどうも。私が来るのがバレてたみたいだな。対策まで練られてる」

　苦笑して、弦摩は白杖の握にぎりを撫なでた。

「三つ角といっても、私の能力は精神に働きかけるものなのでね。機械にはほとんど無力なんだ。いくつか手がなくもないが、うん、結構厄やつ介かいだな」

　先にリムジンを降りようとして、壮そう年ねんが動きを止めた。

　その手を押しのけるようにして、もうひとりの身体からだがリムジンの扉とびらを開いたのだ。

「後でいいから、千円よこせ」

　と、少年は弦摩へ告げた。

　ナタが、目を見張る。

「馳郎」

「ほう。私を守ってくれるのかな？」

　少しおどけた感じの弦摩の言葉に、少年はかぶりを振った。

「いいや」

　きっぱりと。

　毅き然ぜんと、少年は否定する。

「少し話しただけだけど、なんとなく分かるよ。あんたとはきっと折り合わない。今回のことがなければ、俺を封ふうじ込められるような決定的な瞬しゆん間かんまで表おもて舞ぶ台たいには出なかったはずだ。──何より、ナタと蓮リヤン花フアを窺うかがってる感じが気にくわない」

「じゃあ、今の要求は？」

「決まってるだろ、そんなの」

　少年は振り向きもせず、言う。

　今度こそ躊ちゆう躇ちよ無くリムジンを降りて、何台もの小型戦車たちに立ちはだかった。

「〈カエアン〉」

『イエス、マスター。要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０３──〈リッパー〉』

　機械音声とともに、ジャケットから三本の仕掛マニピユけ腕レータが伸のびる。

　眩まぶしい夏の光を、特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんが跳はね返した。梢のざわめきも、クマゼミの鳴き声も、彼の声だけは遮さえぎらなかった。

　阿あ修しゆ羅らのごとき姿で、少年は堂々と宣言したのである。




「──あんたの娘の尊厳を、守ってやる」
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　舞ぶ台たいは、ほんのわずかに位置を変える。




　数十分前、トレーラーの入っていった山間のトンネル。

　そして、そのトンネルの向こう側。

　山と林に埋うもれるようにつくられた、直径百メートル以上と思おぼしい半球状の巨きよ大だいシェルターを、鷹たかのごとき目が見つめていた。

「……そこ、か」

　隼人は、低く呟つぶやいた。

　万が一にも見落とさぬよう、青年の周囲の空気レンズはその数を十個近くに増やしている。あたかもマルチスクリーンで戦場の変化を見つめる現代の軍人にも似て、青年の目つきはひどく険しかった。

　クマゼミたちのもがき鳴く声が、ひどく遠い。

　首に巻いたマフラーのせいもあって、同じ夏の山にありながら、彼だけは別の位相に多佇たたずんでいるようですらあった。

「……突とつ破ぱだけなら、できるが」

　と、隼人は見み極きわめる。

　たとえ薄墨のつくったシェルターでも、三つ角である隼人の『力』をもってすれば破は壊かい自体は可能だ。

　しかし、後が続かない。

　それだけの『力』を振ふるえば疲ひ労ろうは免まぬがれぬ。

　後に、シェルターの内側の相手と戦うには、いかにも心こころ許もとなかった。暴ぼう虐ぎやくに取り憑つかれたかのような隼人だが、別に自殺願望があるわけではない。ましてや犬死になど許せるはずもなかった。

　いくつもの算段が頭を駆かけ巡めぐり、無む理り矢や理りにでも答えを引きずり出そうとする。

　不意に、その青年が振り向いた。

「──変なところで会うなあ！」

　陽気に手をあげたのは、漆しつ黒こくのコートを纏まとうジンだった。

　隼人が真夏の暑さをものともしないのはもちろん気流操作によるものだが、ジンの場合はコートに何らかの仕掛けをしているものだろう。

　小さく息を吸って、隼人は短く問うた。

「……どうやって、追ってきた？」

「ん!?　そりゃあウーが帰ってこないのは陽動だろうと思って、白パイに追いかけられるよう仕掛けをやっといたからだけど！」

　隼人が、眉に皺しわを寄せる。

「あのネックレスなら捨てられたろう」

「おおっとそれもチェック済みか！　だけど、ありゃかけた段階で、ちょっと特とく殊しゆな放射性物質を散布するようになっててさ！　後はその痕こん跡せきを追っかけてきただけってわけ！」

　にんまりと、若者は笑う。

　ネックレス自体はあくまで囮おとりでしかなかった、ということだ。

　多くの人間は、ひとつ罠わなを見み抜ぬいたらそこで安心する。ネックレスが何らかの仕掛けにつながっていると考えはしても、それを幼女にかけさせた時点で、すでに目的が達成されていた、などとは考えない。

　蔵人の行動がほかの異能者たちを逃にがすための仕掛けだったように、ジンもまた白パイの誘ゆう拐かいに対策を打っていたということ。

「つうか、お前こそ、この三日ほどずっと俺らを見張ってただろ」

「…………」

　若者の質問に、隼人はただ沈黙した。

　かまわず、ジンは愉たのしそうに唇くちびるをつり上げる。

「前の研究所で俺らを見み逃のがしたのも、うまくいけば、自分じゃ捜さがせない何かを見つけてくるかもって、そう思ったからだろ！　あ、別に怒おこったりはしてないぞ！　つうか仏ぶつ頂ちよう面づらして結構こざかしいことも考えてくれんのな！　ひょっとして負けたからってあいつを見習った結果だったりする!?」

「…………」

　黙だまったまま、隼人は若者を睨ねめつけた。

　今も降り注ぐ激しい陽光の下もと、ふたりの魔ま性しようは再び激げき突とつするか。

　隼人は一いつ切さいの遠えん慮りよなく殺意を漲みなぎらせ、その恐おそるべき圧力をジンは自然体のままに受け流している。

「……だったら、何だ？」

　隼人が問うた。

「俺が、お前らを利用したなら、何か文句でもあるのか」

「いやいや！　そんなのはぜんっぜんねえよ！　つかせっかく薄墨やらあのトレーラーやら手がかりを出してくれたんで、俺らもいろいろ調べてきたっつの！」

　トレーラーの登録番号はもちろん偽ぎ装そうだったが、偽装だからといって何の手がかりにもならないわけではない。その番号からデータ上の購こう買ばい履り歴れきや防犯カメラの画像などを丹たん念ねんに探さぐっていけば、持ち主やその周辺の事情も把は握あくできる。

　ジンは──若者の操あやつる〈ツール〉はこれを繰くり返し、白パイを追いながら薄墨の研究を探るに至った。最初の研究所へ秘ひ密みつ裏りに運ばれていた物資や、白パイが告白した内容も鑑かんがみれば、結論はさして難しくなかった。

「あそこはさ、白パイみたいな──人工の〈おに〉をつくって、変へん生じよう属性を探るための実験場だったんだろう!?」

　隼人は、答えない。

　ただ、ぎらついた目で、若者を見つめているきりだ。その身体の周りにはゆるゆると気流が巡りだし、いつ殺し合いになってもかまわぬよう、その刃やいばを研ぎ始める。鋼鉄さえたやすく寸断するその威い力りよくは、つい先日ジンも味わったばかりであった。

「……だったら何だと言ったぞ。くだらない囀さえずりだけを聞かせるつもりなら、今度こそ死体も残さず挽ひきつぶす」

「うん。ここは同盟はどうかな!?」

「…………」

　一いつ拍ぱく、反応が遅おくれた。

　眉み間けんに深い皺を寄せて、低い声で隼人が訊きき返した。

「同盟？」

「協力しねえか、って言ってんの！　まああんたの目的次第だけど、多分そんなに相反はしてねえだろ！　こっちはなめられた分さえ、きちっとカタに嵌はめられればいいんだし！」

　今度こそ、啞あ然ぜんと隼人は若者を見やった。

　こいつは真性のキ××イではないかという目つきを隠かくさず、問いかける。

「俺は、お前を殺しかけた相手だぞ」

「おう！　もちろん俺も本気で殺そうとしたぜ！　いやあ、正直愛妻と会ってなければ、あんたみたいなの一番そそられるタイプだったんだけどさ！　こればっかりは会った順番が悪かったな！」

　あまりに異常な内容を、あけすけに若者は喋しやべる。

　まるで、好きなゲームの序列を語る子供のように。

　もしくは、ろくに経験も積んでない学生が、それでも拙つたない言葉で恋こいを語るように。

「……おかしなヤツだな、お前は」

　毒を抜ぬかれたように、隼人が言った。

　この青年にしては珍めずらしい態度でもあった。

　いや、もっと幼い頃ころには似たこともあったはずだ。それがどれだけ昔のことだったかはもはや青年自身も覚えていなかった。

　一いつ瞬しゆんだけ、とある家族の面おも影かげがよぎり、すぐに隼人はかぶりを振った。

「俺は、あそこの研究をひとつ残らず潰つぶせればいい。あそこが研究を続けられないようにするなら──お前がそれを引き継つぐ気じゃないなら、好きにしてくれてかまわん」

「わお、いいねえいいねえ！」

　手を叩たたいて、ジンは歓かん喜きを表現する。

「じゃあ、同盟結成として、攻せめ込む順番決めようか！　そろそろうちの愛妻も起き出してくる頃だしさ！」

「……いいだろう」

　と、隼人はうなずいた。

　ふたりは、そろって山間の施し設せつを見下ろす。

　半球形の堅けん固ごなシェルターは、もはや彼らにとって、玩具おもちやの砦とりでに等しかった。

　悪夢といってもよいだろう。

　魔ま人じんたちの同盟は、ここに成ったのであった。







　第四章　双貌の王
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　電子戦車たちは、最初、少年を敵性対象と判断しにくかったらしい。

　無理もない。

　自分たちに与あたえられた戦力からすれば、対戦車兵装も持たぬ少年など、まともに相手するにもあたらない。

　だが、だからといって戦車たちが手を抜くこともない。

　与えられたプログラムに従い、馳はせ郎ろうに向けて砲ほう門もんを振り向ける。照準も精密に狙ねらい定め、冷たい電子の意思が砲ほう弾だんを装そう塡てんする。

　次の瞬しゆん間かん。

　しかし、轟とどろいた砲ほう声せいは──電子戦車たちのものではなかった。

「……相変わらず、用よう意い周しゆう到とうなことだな」

　ナタが空を仰あおいで、白い帽ぼう子しを押さえた。

　彼女は、鬼き仙せんならではの感覚で気づいていたものだろう。

　ざあっと、その帽子と髪かみが扇あおがれた。ヘリコプターのごとき、強きよう烈れつな下降ダウン気ウオ流ツシユが全員を洗ったのだ。

「──〈ヘリオス〉！」

　少年が、その名を呼んだ。

〈カエアン〉によって遠えん隔かく操縦されている装そう甲こう車両が、大口径の機き関かん砲ほうをもちいて小型戦車たちを撃うち貫ぬいたのだ。

　今、装甲車両は、回かい転てん翼よくによって空に浮ういていた。

　空飛ぶ車、というのはもはや夢の産物ではない。

　アメリカやヨーロッパでは、固定翼・回転翼を問わずいくつもの方式の陸空両用自動車が開発されているし、一いつ般ぱんへの販はん売ばいすら始まっている。今後起こるだろう空の渋じゆう滞たいに向けて、法整備すら始まっている状態だ。

　今、馳郎が呼び出したのは、もちろんその何世代も先の技術であった。その姿が隠されていたのも、以前リコがティルトローターに施ほどこしていたステルス技術をアップデートしたものだろう。

　弦げん摩まとの同行を決めたときから、ひそやかに馳郎はこの〈ヘリオス〉を呼び寄せていたのである。

　たちまち二台の小型戦車が炎えん上じようし、続く戦車はまとめてやられぬように、バラバラの弧こを描えがいて林の中から押し寄せる。少年とリムジンを囲み、一いつ斉せい射しや撃げきでかたをつけるつもりらしかった。

　その様子を見て、少年はさらなる指令を告げた。




「──〈モード：ケイローン〉」




　今度は機関砲ではなく、別の砲門から新たなパックが射出された。

　それはたちまちエアバッグのごとく少年を押し包み、次の刹せつ那なには彼の五体を装甲で覆おおう。〈カエアン〉がつくりあげた強パワー化ド・外エグゾ骨スケル格トンの中でも、その追加モジュールは弓に似た独特の形状のアンテナを持つゆえ、射ケイ手座ローンの名で呼ばれた。

『高度電子戦用モジュール〈ケイローン〉』

「〈カエアン〉、干かん渉しよう開始──！」

　少年が命じ、人工知能と追加モジュールがそれに応じた。

　すると、馳郎を囲もうとしていた電子戦車たちがぎこちなく動きを変化させ、やがて揃そろって沈ちん黙もくしたのである。

『ＧＰＳ機能から侵しん入にゆう、バックドアをつくって敵味方識別機能へ介かい入にゆうしました。多数を支配すれば奪うばい返される可能性があるため、中ちゆう枢すうを焼いておきました』

「ご苦労様」

　機械音声の報告に、少年がねぎらいの言葉をかける。

　電子戦用追加モジュール〈ケイローン〉は電子機器への干渉をメインとしている。今回のように自動制せい御ぎよの兵器を支配下におくのはお手の物だ。

　しかし、少年は気づかなかった。

　最初に炎上していた小型戦車二台が息を吹ふき返し、ひそやかにこちらへ砲門を向けたのだ。機械ゆえの忠誠は、ほとんど破は壊かい寸前のこんな状じよう況きようでも正しく発揮された。

　突とつ然ぜん、その砲門がぐるりと回転した。

　互たがいを撃ち合って、今度こそ小型戦車は爆ばく発はつする。

「え──っ？」

「うん。結構いけるじゃない」

　リムジンから降りて、チャイナドレスの少女は手を伸のばしていた。

　その手首に、蒼あおい宝石のはまった布が巻かれていた。




「朱す沙さの血をもって、朱ジユウ・蓮リヤン花フアが始祖たる鬼宝に願う！」




　林から姿を現した後続の電子戦車たちへも、蓮リヤン花フアはその手を突つきつけた。

　それだけで、電子戦車たちがのきなみ動きを止めたのだ。

　無限キヤタ軌道ピラを全開で回転させて耐たえようとしたが、到とう底てい堪こらえられるものではなく、たちまち数トンもの重量が空を飛んで激げき突とつしあった。めきめきと音をたててひしゃげて、がらくたになるまで圧縮されていく。

「う、わあ……」

　呻うめきを堪えた少年のそばで、満足そうに少女がうなずく。

「便利じゃない盤ばん古こ幡はん！　使いこなしてるとは到とう底てい言えないけどね」

　磁力を操る始祖鬼宝を、蓮リヤン花フアは携たずさえていたのである。

　無論、蓮リヤン花フアが完全に始祖鬼宝を操っているわけではない。ただ支族の名と血を掲かかげて、「鬼宝を醒さました」だけである。

　それでも、この程度の『力』はたやすく振ふるうことができた。

（本当に……あの海で会ったときは、能力の一いつ端たんしか振るえてなかったわけか）

　改めて、その事実を思い知った。

　始祖鬼宝。

　鬼仙にとって至宝たるその意味を、少女はその手で体感する。

「うん。いける！」

　もっとも、昂こう揚ように反して、思考はあくまで冷ややかだった。

　蓮リヤン花フアの鋭するどい感覚は、さらに襲おそってくる小型戦車たちの増ぞう援えんを捉とらえていた。敵方も限定的とはいえ白はく翁おうの技術を活用している以上、何度も〈ケイローン〉に支配されるような愚ぐは犯おかすまい。何らかの防ぼう御ぎよ処理はこの瞬間にも進行しつつあると考えるべきだ。

　ならば、この場合、最も効率的な役割分担は──

「さ、馳郎！　やることあんでしょ！」

　少女は、愛いとしい少年へ声をかけた。

「とっととやって、終わらせてきなさいよ！　代わりに、帰ってきたらいつもの店でおごらせるからね！　きっちりかっちりお礼しなさい！」

「い、いつもの店!?」

　対して、頓とん狂きような声をあげたのはナタである。

「今のはどういう意味だ馳郎！　私も助手として知っておく必要が──」

「い、いや。別に大した意味じゃ……」

　なぜだか、ひどく悪い予感がして、馳郎はそこで口ごもる。

　迂う闊かつに踏ふみ込んだら、それこそ電子戦車以上の致ち命めい傷しようになる予感。だからとにかく一いつ生しよう懸けん命めいにかぶりを振って、中空から〈ヘリオス〉を呼び寄せる。

「い、いいから行くぞ！　いいか月つき白しろのおっさん！」

「……ああ、よろしく頼たのむよ」

　壮そう年ねんもまた、淡あわくため息をつく。




　さしもの弦摩が苦く笑しようしかできないほどに、荒こう唐とう無む稽けいな宣戦布告であった。




　　　　＊




　──同時に。

　　　空の彼方かなたでは、もうひとつの宣戦布告が形を成しつつあった。




　中空に浮かんだ隼はや人とが、片手を横に広げている。

　その手に操られるように、ゆるゆると気流が集まり、目前で途と轍てつもない現象を起こしつつあった。

「前のは窒ちつ素そだけを抽ちゆう出しゆつして固めたけどな……」

　青年が嗤わらう。

　以前、彼が凝ぎよう縮しゆくさせた窒素のドリルは、馳郎が繰くり出した切り札──〈武器アーセ庫ナル〉の高電離気プラズマ体投射砲カノンにさえ伍ごした。

　今、彼が集めるのはキセノン。

　ギリシャ語における「奇妙ゼノン」を語源に持つ、空気中で最も重い成分だった。

　たっぷりと時間をかけ、極限まで圧縮された希ガスは、最初はゆっくりと──徐じよ々じよに速度を増して旋せん回かいし出す。いかなる現代科学をも凌しのぐ、恐おそるべきドリルを形成しながら、隼人のこめかみに汗あせがたどる。

「さしずめ、こう言おうか」

　隼人が、口を開く。

　唇くちびるを文字通り〈おに〉のごとくに歪ゆがめて、完成した異能のドリルへと命名する。




「空うつほの二十五式改──荒あら魂だま穿うがち」




　シェルターへ向かって、勢いよくキセノンドリルが解き放たれる──！
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　衝しよう撃げきが、響ひびきわたった。

　着地した〈ヘリオス〉に乗っていても伝わる、途轍もない衝撃だった。

　隕いん石せきの落下にも等しいその轟ごう音おんは、最初蓮リヤン花フアの鬼き宝ほうを思わせたが、それをも凌ぐ凄すさまじさに馳郎が目を見張る。

　自分たちが走っていくのと反対方向で、シェルターから煙けむりがあがったのを発見したのである。

　いや、それだけではない。

　少年の纏まとうジャケットのセンサーは、とある反応をも検知していた。

『マスター。ご報告が』

　機械音声の言葉に、思わず馳郎が絶句し、弦摩へと振り向く。

「お前……あれ……！　まさか空うつほの……！」

「ああ」

　と、弦摩が認めた。

「馳郎くんに断られた場合の保険をかけておいたんだが、どうもそれが予想外に動いたらしい。──言っておくけれど、突とつ入にゆうが同時期になったのは、ただの偶ぐう然ぜんだよ」

「──やっぱり、あんたは気にくわない」

　渋しぶい顔で、馳郎は言う。

　この分なら、『保険』がいくつあったのか知れたものではない。もちろん自身が出向いてきた以上、馳郎が一番可能性の高い手段だったのだろうが、いつどんな『偶然』が起きるか怪あやしいものだ。

　だが、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機には違ちがいない。

〈ヘリオス〉を操り、馳郎たちはシェルターへ向けて突とつ進しんした。
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　シェルターの内側にも、衝撃は伝わっていた。

　狭せまい部屋に、ぱらぱらと埃ほこりが落ちる。

　趣しゆ味みで持ってきていた湯飲みの中にも落ちたのを見て、中年男はなんとも複雑に、顔をしかめた。

「……いやいやいやいや。一体何をしたら、このシェルターがこんなになるわけだい？」

　ずず、と落ちた埃もかまわず、お茶を飲む。

　いいお手前で、などと喋しやべってもみるが、もちろん相手はいない。お茶っ葉にしたところで、コンビニで安売りしていた百円の品なので、これは完全に気分である。薄うす墨ずみ蔵人くらんどという男はこういう場面でもやることが変わらなかった。

　ぐるりと首を回すと、ごきごき音が鳴った。

「……肩かたが凝こるねえ。おじさんになったのを、ホント実感するよ」

　自分の肩を揉もみながら、泣き言を繰り返す。

　そうしながら、これまでのことを思い返していた。

　もとより、蔵人自身は馬ば州しゆうの実験を快く思ってはいなかった。

　それでも、止めなかったのは事実だ。

　馬州が良からぬ研究を続けていたことはなんとなく知っていたが、自分がどうこうするのも筋ではあるまいと、ぎりぎりまで不ふ介かい入にゆうを決め込んだ結果がこれだ。結局は、あの実験体の幼女をさらう片棒まで担かつがされたわけで、自じ業ごう自じ得とくというべきほかないと、蔵人はそう認にん識しきしている。

　ましてや、あれでも主あるじだ。

　血脈と伝統が決めただけの主君とはいえ、蔵人にとって従うべき相手には違いなかった。かつての不始末によって当主としての権限も奪うばわれ、薄墨の半ばほどは彼への不服従を決め込んだとしても──むしろ、だからこそ自分までそうなることはありえない。

（……あいつなら、どう言うかねえ）

　未練がましく残ったお茶を啜すすりながら、蔵人はしばらく会っていない旧友のことを考えていた。かつての薄墨において、自分と双そう璧へきをなすと言われていた頑がん固こ者。あの当主を告発して、自ら角を折った後は、蔵人も会うことはなかった。

　今、ヤツは中ちゆう華か街がいの長老役をやっているはずだ。

〈おに〉と鬼仙の仲立ちをやりたいなどと、夢じみたことを話していたが、幾いく分ぶんかはその目的を果たしたらしい。調査が確かなら、今回の襲しゆう撃げき者たちとも出会っていたはずだ。

　因果が巡めぐる、ということかもしれない。

「……さてさて」

　今度こそ、お茶を飲み干した。

　目の前のモニターを操作して、監かん視しカメラの映像を確認する。

　どうやらこの瞬しゆん間かんも、襲撃者とシェルター内部のコンピュータとは熾し烈れつな干ハツ渉キング合戦を繰り返しているらしい。幸い、監視カメラの系統については、昔蔵人が主張した通りケーブルとカメラを直結した単純なスタンドアローンなのでまだ影えい響きようがないようだ。──もっとも、最近の電子干渉技術からすると、それとて安全とは言い切れないわけだが。

「襲撃者は二方向から、と。いやいやうんうん、こりゃあどうしようもないなあ。おじさん、こんな化け物をいっぺんに相手するほど給料もらってないよ？」

　聞く者とてないのに、ふざけた台詞せりふを呼吸のように言い続ける。

　彼にしてみれば、せめて冗じよう談だんでも言わなければやってられないだろうと、そういう気配りのつもりなのだが部下の受けは極きわめて悪い。かといって、今いま更さら受ける芸風の発はつ掘くつも面めん倒どうくさいし、我が慢まんしてもらうしかあるまい。

　モニターに映ったコートの若者とジャケットの少年を、眩まぶしそうに見やる。

「片や、先代白翁直系では唯ゆい一いつの生き残り。片や、元当主様はお認めにならない新白翁さま。どちらも鬼仙兵器を連れて三本角の同盟まで組んでる、か。ここまで来ると、いっそ笑えてくるやねえ。いやいやいやいや、あの先代白翁だったら、実際に大笑いしてそうな気がするが」

　戦力差を考えて、芝しば居いがかった感じに眉まゆをひそめた。

　ふたつの鬼仙兵器にふたりの三つ角など、悪夢以外の何物でもあるまい。俗ぞくに虎とらの尾おを踏んだなどというが、主である馬州は実に器用に、虎と龍りゆうの尾をまとめて踏んだらしい。

　これらを真っ向から迎むかえ撃うてるような戦力など、あるはずもない。

　今は。

「とすると、悲しき宮仕えとしては時間稼かせぎするしかないわけだけど、さてどちらを止めた方がいいのやら。──ど・ち・ら・に・し・よ・う・か・な、て・ん・の・か・み・さ・ま・の・い・う・と・お・り」

　馳郎とジンの映った画面を指さして、古クラ典的シツクな占うらないを開始する。

　十秒とちょっとで、指は停止した。

「よし、決めた♪」

　実に軽いノリで、蔵人は口にしたのであった。

　そして、最後に囁ささやいた。

「……とはいえ、負け戦いくさってば結構燃えるもんだよねえ？」
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　シェルターの隔かく壁へきは、あっけなく開いた。

　カメラを見上げ、指示されたタブレットへ馳郎が手をあてただけで、網もう膜まくと指し紋もん、ＤＮＡデータなどを確認したらしく、まるで閉とざされた城が正当なる後こう継けい者しやを恭うやうやしく出で迎むかえるように、重々しい音を立てて開放されたのである。

　退路を守るよう〈ヘリオス〉に指令を下して、馳郎たちはシェルターの内部へと踏ふみ込んでいた。

　薄うすぼんやりと照らされたコンクリートの通路は妙みように息苦しく、威い圧あつ的で、つくりあげたものの精神性をあらわすようでもあった。

「……で、その薄墨馬州ってヤツの居場所は分かるか？」

『外部セキュリティのいくつかは〈ケイローン〉の機能を用いて干渉できましたが、中ちゆう核かくの基本部分は不可能です。シェルターの構造は判明していますが、人員の居場所までは特定できません』

「じゃあ、いそうなところを虱しらみ潰つぶしにするしかねえか。可能性の高そうなところをマーキングしてくれるか？」

『了りよう解かいしました。内部構造とともに、該がい当とう人物の潜せん伏ぷくする可能性を濃のう淡たんで表示します』

　馳郎のコンタクトレンズの隅すみに、すぐ地図が表示される。

　ついで、ひんやりとした通路へ重ねるようにして、矢印や一部説明文が浮うき上がった。最近では拡張現実ＡＲとも呼ばれる、視覚映像に情報を付け加える技術だ。〈カエアン〉のそれは馳郎の邪じや魔まにならぬよう、情報の取捨選せん択たくなども自動的にこなしてくれる。

「……よし。じゃあ西側からいくか」

　機械音声と少年のやりとりを聞いて、感心したように弦摩がうなずく。

「便利なものだな。まったく敵に回したくない」

「あんたの発言はまったく信用できないけどな。──足あし下もとは大だい丈じよう夫ぶか？」

「まあ、なんとか。小細工もしてあってね。歩くぐらいなら問題ないよ」

　弦摩も相変わらず、特に不自由ないようについてくるが、さすがに何度か白はく杖じようで道を確かめていた。一応ボディガードを引き受けた手前、足場の悪いところは少年が手を取っていたが、本当に必要があるのかどうかは怪しいところだ。

　ともあれ、先に進もうとしたところで、

「馳郎」

　これは、ナタが声をあげたのだ。

　少女はすでに臨戦態勢に入っていた。

　白い手には、守護宝ほう剣けんたる陰いん陽よう剣けんが握にぎられている。

　真剣そのものの目つきが、いち早く敵の接近に気が付いたものと、少年も無言の内に察した。すでに数ヶ月パートナー関係を続けてきた間あいだ柄がらだ。言葉によらずとも、仕事に十分な意思伝達をはかれる。

「どうやら、機械仕じ掛かけはやめたらしい」

「ほう」

　弦摩が、声をあげる。

　そこに、七人ほどの男たちが歩んできた。

　ラフな革かわジャン姿であったり、スーツであったり、格好は一定ならぬ集団だったが、いずれも首に金属の輪をはめているのが特とく徴ちようだった。

「薄墨で、馬州についた派は閥ばつらしいな。首輪がついているのは、私の変へん生じよう属性への対策ということかな。多分暗示や幻げん術じゆつにかけられたと思ったら、電でん撃げきか何かで正気に戻もどすということなんだろうけど……ふむ、馳郎くん、薄墨の変生属性は知ってるかい？」

「いいや」

「見てると分かる。……つまりは『肉体の変化』さ」

　その言葉が終わるか否いなか、男たちは問答もせず、その身体からだを変異させた。

　ある者は虎に、ある者は狼おおかみへと化けて、ある者は昆こん虫ちゆうを思わせる触しよつ覚かくや甲こう殻かくを露あらわとした。

「……なるほど。分かりやすいな。虎が二匹ひき、狼が三匹びき、後は蜘く蛛もに蛾がかよ」

「遺伝子のジャンク情報──原始生物から人間に至るまでの進化情報を、薄墨の変生属性は引き出して、自分の身体で再現することができるわけだ。角ありであれば、時にそれ以上のこともね」

　馳郎の言葉に、弦摩が補足する。

　このふたりの組み合わせは、どこか生徒と教師みたいである。

「弦摩さま、お下がりなさいませ」

　初めて、獣じゆう人じんたちのひとり──代表らしき虎が告げた。

「これ以上はお互たがいのためになりませぬ。馬州様からはここで引き下がっていただけるなら、無礼は見み逃のがすと言づてされております」

「そうかい」

　かつん、と音が鳴った。

　獣人たちは動じなかった。弦摩が看破したように、彼らに与あたえられた首輪は月白の幻術に捉とらえられたとしても、すぐ自分たちを正気に戻すはずだった。

　一いつ瞬しゆん視界を靄もやのような何かが覆おおって、びしっと身体に衝しよう撃げきが走るや、もとのコンクリートの通路へと戻されていた。

「やはり、効きませぬ」

　虎の口元に嘲ちよう笑しようの歪ゆがみがよぎり、醜みにくい爪つめがもたげられた。

「ならば！　お覚かく悟ごを！」

　一いつ斉せいに、獣人たちが殺さつ到とうした。

　その爪のひとつが、真っ向から弦摩の頭部を叩たたき割った。




　　　　＊




「……こりゃ、どういうこった」

　馳郎が、茫ぼう然ぜんと口にした。

　獣人たちが突とつ如じよ目の前の馳郎たちを見失い、虚こ空くうを相手取って戦い始めたのである。

　さきほど〈ケイローン〉に支配された電子戦車たちの、再現のごとき風景だった。

「弦摩さま！　抵てい抗こうなさいますな！」

「鬼き仙せん兵器とはこの程度か！」

　めいめいに何らかの幻まぼろしを相手にしていることは分かる。

　しかし、彼らは対策を講じていたのではなかったか。




「──残念だけど、そんな首輪ぐらいじゃ対策にはならないよ」




　白杖を鳴らした弦摩が、かぶりを振ふる。

「暗示や精神支配とか、直接私が相手を操あやつってる状態であれば、軽度の衝撃で立ち直ることも可能だけどね。幻を見せるのは単に五感へ追加情報を与えているだけだ。同じ方法じゃどうにもならない。……まあ、それでなんとかなるかもしれないと、誤情報を流したのも私だけど」

「お前、本当に性質タチ悪いな」

「雇やとい主に言う言葉じゃないだろう」

　馳郎の言葉に、そっけなく弦摩が答えた。

　促うながされて、馳郎とナタはさらに通路の先を進んだ。

　おそらく、いくつも侵しん入にゆう者を排はい除じよするための隔壁やセキュリティ機能は仕掛けられているはずだが、弦摩が言ったように馳郎が──白翁が最高責任者として登録されているためか、それらが働く様子はなかった。

（……白翁、か）

　改めて、馳郎は思う。

　薄墨馬州もこのシェルターはほとんど秘ひ密みつ裏りにつくっていたはずだ。それでも基本セキュリティから白翁の存在を外せなかった。おそらくは何らかのプログラムを流用したためであろうが、それほどに白翁の存在は絶対的なのか。

　薄墨──いいや、白鳳六家にとって白翁とは何なのか。

　考えていたところで、通路に新たな影かげが差した。

　いくつか角を曲がった先に、もうひとり、瘦やせた人影が待ちかまえていたのである。

「いやいやいやいや。……やっぱり、うちの兵隊ぐらいじゃどうにもなりませんでしたか。馬州様はあれでなんとかなると言ってたんですけどねえ」

「薄墨蔵人。馬州直属の護衛だ」

　馳郎に聞こえるように、弦摩が口を開いた。

「直属の？」

「ああ。古い馴な染じみでもある」

「馴染みと言いますか、腐くされ縁えんと言いますか」

「相手は新しい白翁だぞ。体てい裁さいを保った方がいいと思うが」

　蔵人の軽口に、弦摩がごく真面目まじめに対応する。

「それに、いくらなんでも主あるじを見限っていい頃ころだろう。君は普ふ段だんの態度と違ちがって、やっていることが武士らしすぎる。それも薄墨の伝統かい」

「いやいやまあまあ。もう側近とか俺しか残ってないものですから。ブラック企き業ぎようだなあとは思ってるんですよ？」

　眉み間けんに何重も皺しわを寄せて、がりがりと天然パーマの髪かみを蔵人が搔かく。

「でもまあ、雇われてる限りは一応働いておかないとなあと。いやもう、この考え方がすっかりおじさんですよね。やだやだ。人間放ほうっておいても、年を取っちゃうんだから。紅顔の美少年だった頃が懐なつかしい」

　言いながら、その手が変化していった。

　まるで肉にく食しよく獣じゆうのように、右手の肘ひじから先だけが獣じゆう毛もうを生やし、おぞましくも鋭するどい爪を露わにした。さきほどの獣人たちと違い、自分の身体の一部だけを変化させられるのは角ありだからか。

「さ、面めん倒どうくさいんで始めましょうか」

　かちんかちん、と爪同士を打ち合わせて、蔵人がにやける。

「弦摩様でも、そちらの新しい白翁でも、鬼仙兵器でもかまいませんよ？」

「だったら──」

　馳郎が、前へ出た。

　ジャケットからは仕掛マニピユけ腕レータが覗のぞいている。ナタの本気は威い力りよくがありすぎて閉へい鎖さ空間の戦いに向かない。この場は、自分が応じるのが最適だろう。

「いいや」

　と、皺深い手が肩かたを押さえた。

　どこか哀かなしげに、弦摩がうつむいていた。

「だけど、やはり君では私を止められない。──君は二つ角で、私は三つ角だよ」

　──かつん。

　哀しげに、白杖が鳴った。

　それから少し歩いてみても、蔵人の視線はずれなかった。おそらく、さきほどと同様に弦摩と話し続けている幻でも見ているのだろう。

「さあ、行こう。馳郎くんにセキュリティを解除してもらわないといけない」

　変わりなく、弦摩が言った。

　刹せつ那な。

　鮮血が飛沫いた。

　弦摩を庇かばった、馳郎の腕から──！
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「馳郎！」

　ナタでさえ、その瞬しゆん間かん起きた出来事は認にん識しきしきれなかった。

　幻を見ていたはずの蔵人が、突とつ然ぜん動きだし、その獣じゆう爪そうで弦摩の首もとを襲おそったのである。馳郎が身を挺ていして庇うことができたのは、日ひ頃ごろボディガードとして形成してきた条件反射の賜たま物ものでしかない。

　ざあっと血の気が引くのを感じつつ、ナタは叫さけんでいた。




「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり！　八はつ卦けを連つらね巡めぐり結むすびて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」




　少女の手から、双剣が閃ひらめく。

　鬼宝の神しん髄ずいたる不可視の障しよう壁へきを馳郎に張りつつ、蔵人へと打ちかかった。

　疾しつ風ぷうのような一いち撃げきを、迅じん雷らいそのものの反射神経で蔵人はかわしてのける。その足もまた谷を渡わたるカモシカのごとき異形になっているのを、少女は目もく撃げきした。

　それでも、なお追った。

　最初に打ちかかったベクトルを身体運用でずらし、蔵人の逃にげた方向へ置き換かえる。ぬるりと滑すべるような足さばきで、ナタの身体と剣が翼つばさを広げるように蔵人の胴どうへと流れた。伝説上の生物・大たい鵬ほうにもたとえられる、その套路の名は大ター鵬パンヅ展アン翅チイ。いかに蔵人の脚きやく力りよくが尋じん常じようでなくとも、崩くずれた体勢でこれを避さけることは不可能。

　硬かたい音が、通路に響ひびきわたった。

　ナタが息を止めた。

　蔵人の胴どう体たいが蟹かにのごとき甲殻に覆われ、陰陽剣を食い止めていたのだ。

「次から次へと！」

「はは、それが売りでして」

　ぐる、と蔵人が身体をねじった。

　少女の動きが中国武術なら、蔵人のそれはすり足と無む駄だのない動きを旨むねとする、日本の古武術のものだった。武者鎧よろいの硬い箇か所しよで相手の刀を受け流すための技術だと、ナタには分かったかどうか。

　火花が散った。

　鎧と刃やいば、爪と刃で、拮きつ抗こうする光の花。

　煌きらめく刃の渦うずから逃にげ出すように斜ななめ上へ飛んだ蔵人が、コンクリートの壁かべと天てん井じようへぴたりと貼はりついた。

　足の裏かどこかに、ヤモリに似た器官ができているのかもしれない。

「……何を、した？」

　重く、弦摩が訊きいた。

　いつもと違って、その響きに動どう揺ようが滲にじんでいた。

「いやいやいやいヤ」

　かすかに、蔵人の発音が崩れる。

　中年男の額には、半はん透とう明めいの二本角が現れていた。六家にも稀まれな異能者おにが、その『力』を全開で使っている証あかし。

　つんつん、と鋭い爪を、蔵人は自分のこめかみにあてた。

「付き合いモ長いですけどネ。結局のとこロ、月白の変生属性って、脳に働きかけてルわけでショ。こっそり仕し掛かけル暗示だろうガ、幻まぼろしを見ル視覚情報だろうガ、結局は脳に依い存そんすルものデスからネ」

　ずぶずぶ、とその指がこめかみに埋うもれていったのだ。

　第二関節どころか、指の根本までずっぽりと埋もれて、くるくると手を動かしてみせる。ある種ホラー映画みたいな光景に、馳郎もナタも唾つばを吞のみ込んだ。

　薄墨の変へん生じよう属性が、『肉体の変化』だと弦摩は言った。

　よもや、こんな使い方があろうとは。

「だっタラ、脳を弄いじれバ、影えい響きようヲ受けなクテすむんジャないカってネ？　ついでに筋力とかの抑よく制せいモちょっぴり切ってみマしたケド」

「な……っ」

　蔵人の言葉を、しかしすぐには馳郎は飲み込めなかった。

　勝つためとはいえ、あっさりとそんな禁きん忌きの領域へ手を伸のばすとは。

　他人を使った実験と、自分自身を捧ささげた戦い。在り方は正反対なのに、この場で馬州が続けているはずの実験と、発想はどこか似通っていた。側近というだけあって、どこかしらで通じるものがあるのかもしれない。

　蔵人は、唇を三日月のようにして笑って見せる。

「二つ角が三つ角に勝てナイか、ついでに鬼仙兵器ト白翁の後こう継けい者しやモいれテ、真面目にやってミマしょうよ？」

「これは困った」

　弦摩が、ぴしゃりと頰ほおを叩たたいた。

　数秒ほどで、自分のボディガードに声をかけた。

「馳郎くん。悪いが、先に行ってもらえないか？」

「おい。俺はボディガードなんだけど」

　少年が抗こう議ぎしたのも当然だ。

　出血は〈カエアン〉の被ひ覆ふく材と血流閉鎖機構との合わせ技わざで治まっているものの、この男がただ者でないことは十分身にしみた。

　まして弦摩の『力』がこの相手には通じないのも証明されたばかりだ。この状じよう況きようで依い頼らい人を放り出せるボディガードなどいまい。

　だが、

「君が守るのは私じゃなくて、私の娘むすめの尊厳だと言ってくれたろう」

　と、壮そう年ねんは口にしたのだ。

「それに、この男のやり方、どう見ても時間稼かせぎだよ。でなければ、無意味だと分かってるのに、さっきのような兵士とか送り込む必要がない」

「おやオヤこれもばれバレで？」

　壁にひっかかったままの蔵人が、おおげさに肩をすくめる。

「君はいちいち芝しば居いがかりすぎだ」

「はハ、どうにも、弦摩様はやりにクイ」

　にやけた蔵人をよそに、馳郎が黙だまり込む。

　ひとつ、深々と息をついた。

「……分かった」

「いいのか、馳郎」

　ナタの言葉に、少年は小さくうなずく。

「確かに言った。あんたの娘の尊厳を守るって」

　最初の契けい約やくに、馳郎は従うことにした。

　それから、

「だから、この依頼が終わるまでは、勝手にくたばるなよ」

「もちろんだとも」

　鷹おう揚ように、弦摩もうなずいた。

　馳郎とナタが、すぐに走り出す。

　ふたりの足音が遠ざかってから、弦摩は改めて旧友に向き直った。

「わりと素す直なおに見送ってくれたね」

「あなたノ殺気が凄すごかったデスから」

「ふむ、そうか」

　と、弦摩は白杖の握にぎりを撫なでた。

「分からないかも知れないが、馬州の行こう為いを見過ごしてきた君にも、私はわりと怒おこってるんだよ。私の娘が使われてるなんて知らなかったかもしれないが、だからと言って許すほど寛かん容ようでもない」

「ええ、ソウでないと♪」

　蔵人が、楽しそうに声をあげた。

　もはや獣けものの咆ほう吼こうに近いそれは、あまりにも深くおぞましい愉ゆ悦えつを込めて、シェルターの通路を響きわたった。




　　　　＊




　──シェルターの、反対側では。




　キセノンドリルの破は壊かい孔こうは、ほとんど紙でも引き破ったかのようだった。

　鋼鉄やそれ以上の強度の材質がのきなみへし折れ、でたらめに挽ひき潰つぶされた光景は、もはや現実というより特とく撮さつか何かに映る。むしろ、これが怪かい獣じゆう映画ならもうちょっと現実的にやれと怒ど鳴なられるのではあるまいか。

「おお、おお。派手にぶっ壊こわれたなあ。こりゃ一発で用事がすんだんじゃね!?　というか、うっかりあの娘むすめまでぶっ殺してねえだろうな!?」

　砕くだけたシェルターの内側へ、ジンが車くるま椅い子すを押しながら踏ふみ出す。

　車椅子には、もちろんウーが乗っていた。いまだに眠ねむったままの少女は、若者の手の甲こうへひっそりと頭をもたせかけている。

　すると、彼の纏まとうコートが返事をしたのだ。

『いいえマスター。内部での隔かく壁へき封ふう鎖さを確認。現在構造上、セキュリティ上の脆もろい部分を洗い出してますが、中ちゆう枢すう部分はほぼ無傷であると推測されます』

「そら面めん倒どうくさいっつうか、頑がん丈じようなこった。このシェルターつくったやつは戦争でもするつもりだったのかよ」

「……あるいは、その逆だ」

　軽口に、背後から反応があった。

　荒すさんだ目をしたマフラーの青年──空中から降り立った隼人へ、ジンはことりと首を傾かしげる。

「逆？」

「戦争をふっかけられるつもり、ということだ」

「ははあ」

　分かったような分からないような顔で、ジンが片手で顎あごを撫でる。

『追加報告です。ついさきほど、セキュリティに干かん渉しようしようとした形けい跡せきが見られます。私と同構造の人工知能と推測されます』

「へえ!?」

　自分の顎を撫でていた手が、ぴたりと止まった。

　目が子供のようにきらきらと輝かがやきだし、興奮で小鼻がぴくぴくと動いた。ほころんだ唇くちびるから真っ白い歯が覗のぞき、ひどく純じゆん粋すいな笑え顔がおをつくりだす。

「そらまたなんだ！　ひょっとしてひょっとすると、あいつが──」

　と、言いかけたときだった。

　手元の車椅子で、金きん髪ぱつの少女がふるりと瞼まぶたを動かしたのだ。

「う……ん」

「おお、しかも愛妻まで起きたか!?」

「……ん、あ、ジンだ！」

　と、こちらも覚かく醒せい早々に車椅子から手を伸ばし、嬉うれしそうにジンの首を引き寄せて頰ずりする。それが目覚めの儀ぎ式しきでもあるかのように、たっぷり十数秒も若者を離はなさなかった少女だが、やがて隼人の方を見やって唇を尖とがらせた。

「……あ、さっきの風使い、やっぱり夢じゃなくて本当にいたんだ」

「ほう！　夢じゃなくて、ってことは結構聞こえてたりする!?」

「んんー……なんとなくは」

　驚おどろいたジンに、ウーが口元に手をあててうなずく。

「ええと、本当に眠ってたわけじゃなくて、氣チイが足りなかっただけだから、頭は動いてるんだと思う。──て、あ、そうだ！　白パイをかどわかした悪いヤツがいるんだよね！」

　半分寝ねぼけていたような少女が、最後のことに気づいた途と端たん、ぱちっと目を開いてジンへ問いかける。

「あー、やっぱりそこが一番気になるか」

「あったりまえでしょ！　あたしたちの娘だよ！　なんでジンは気にならないわけ！　ありえないでしょ！」

　ぷんすかと、頭の上に擬ぎ態たい語が見えそうな勢いで、少女は若者へ嚙かみついたのである。

「でも許したげる。すぐに取り戻もどしに来たから、ここにいるんだよね？」

「へえへえ！　愛妻には敵かなわないよ！」

「うん、よろしい。いいわよ。あたしの娘をかどわかすような連中、片かた端はしから、干ひからびるまで吸い尽つくしてあげる」

　金髪の少女が、あでやかな笑みを浮うかべて見せる。

　今の言葉が、この少女の場合、何の比ひ喩ゆでもないのだから恐おそろしい。

「で、あなたは信用していいわけ？」

　車椅子からぐるっと顔を動かして、少女が隼人の方を睨ねめつけた。

　どっと疲つかれた気分になって、青年はため息をついた。

「お前の旦だん那なに訊きけ」

「む。──ジン、いいの？」

「おお。同盟相手だからな！」

　幼妻に尋たずねられると、あっさりジンが肯こう定ていした。

　すると、ウーの方もこれまたあっけらかんと受け容いれたのである。

「ジンがいいなら、あたしが悪いわけないわね！」

「……あ、ああ。そうか」

　こほん、と隼人は咳せき払ばらいする。

　この少女だって、先の研究所で夫と自分が殺し合った場面を見たはずなのに、まったく逡しゆん巡じゆんする様子がない。

　ますます調子が崩くずれたように、風使いの青年はもう一度ため息をついた。

　初めて試ためしてみた大規模術式のせいだけではあるまい。このふたりに付き合っていると、今後この傾けい向こうはさらに悪化する気もした。

　ただ、不思議なのは、不快でないことだった。

（……なんで、だろうな）

　隼人にとって、苛いら立だちは常につきまとう頭痛のようなものだ。

　物心付いた頃ころから、彼の『力』を知った者は腫はれ物に触さわるように隼人を扱あつかった。もとより三つ角など、ひとつの家に数世代にひとり出ればいい方だ。当時すでに月白弦摩と青あお朽くち葉ば晃こうが三つ角として知られていたが、その扱い方など誰だれも知らなかった。

　結果として、教練するはずだった有望な異能者は、たてつづけに隼人に壊された。

　別に、教師が気に入らなかったわけじゃない。

　幼い隼人にしてみれば少しじゃれてみただけで──それこそ子供が大人にプロレスごっこでも挑いどむような感覚で、相手の腕うでがちぎれたり、再起不能に陥おちいったりしたというだけのこと。

　何度かそんなことが続いた結果、ああ自分にあるのは『暴力の才能』なのだなと、ひどくいまさらなことを納なつ得とくしただけだ。

　しかし、問題はもっと後に起こった。

　妹のことだ。

　六歳だか七歳だったかの頃、北ほく斗とも二本の角に覚醒して──しかし隼人ほどの『力』ではないと分かったとき、家に流れたのはむしろ安あん堵どの雰ふん囲い気きだったのだ。あれほど〈おに〉の『力』がいかに大切か説いてきた空うつほの縁えん者じやが、のきなみ北斗にこそ親身になって接しているのを見たとき。

　そのとき、隼人は、自分の中の何かも壊れたように思った。

「…………」

　いや。

　環かん境きようのせいにするつもりなどない。

　おそらく、自分は最初から壊れていたのだろうと思っている。後に妹の北斗へなした悪行を思えば、今の経けい緯いなどなんとくだらない言い訳だと笑い飛ばすしかあるまい。

　自分の才能が『暴力』だけなのだから、それを発揮する以外、彼に生きていく術すべはなかった。ほかのやり方など誰も教えてくれなかった。きっと世界のどこにもないのだろうと、ふてぶてしく笑うことしかできなかった。

　だけど。

　だけど、彼らは──




「──そういや、お前はこのシェルターで、何を潰したいんだっけ」




　ジンが、くるりと振ふり返る。

　隼人は眉まゆ根ねを寄せた。

　同盟などと言いながら、それもまともに話してなかったことを、ようやっと青年は思い出していた。ここまで言うつもりもなかったが、不思議とこだわりは薄うすれていた。

　きっと調子を崩されたせいで、気の迷いだろう。

「他人に渡わたしたくないものがある」

　と、口にしていた。

「へえ、あんたが渡したくないもの？」

「……薄墨馬州が研究を始めたとき、俺に断りなく空うつほの家に近寄った。その際、俺のデータが取れなかったからと、別の人間にデータを提供させた」

「あれ!?」

　その意味が分からなくて、ジンは大げさに目を見開いた。

「ちょおっと待ってよ！　俺でも知ってるぞ！　確か空隼人といえば空うつほの破は壊かい魔まだろ！　のべつまくなし、あたるを幸いになんでもかんでも壊してたって聞いたぞ！　なんで勝手に空うつほに手を出されたからって怒おこってんの！」

「当たり前だろう。壊して放置してようが、空うつほは俺の持ち物だ。手を出されれば怒る」

　即そく座ざに、隼人が言い切る。

　この場に馳郎がいたら、あっと呻うめいたかもしれない。

　弦摩が見せたレポートの中にあったＨ・Ｕのイニシャル。あれは隼人にあらず、北斗のイニシャルであったのだ。

「ほかの人間が手を出すのを許せるほど、俺は寛かん容ようにできていない」

「は、はあ！」

　数秒間をおいて、大変複雑な顔でジンが問うた。

「え～と……北斗って確か前の事件でちらりと会った気がするぞ！　じゃあお前、ブラコン……じゃなくてひょっとしてシスコン!?」

「……そんなわけがないだろう。だいたい、妹からすれば、俺はお前が言う通り悪逆非道の破壊魔のはずだ」

「ははあ。つまり、可愛かわいい子にはちょっかいをかけたい性しよう分ぶんだと！」

「誰が、そんなことを……」

「じゃあなんだ!?　つまり妹に堅かた苦くるしい思いをさせたことを、今いま更さら後こう悔かいしてんのか!?」

　迷めい惑わくそうに眉まゆをひそめた隼人に、そのままジンはとんでもない言葉を投げつけたのだ。




「諦あきらめろ諦めろ！　やったことはくつがえらねえ！　お前がどうしようもないクズだってのが今更どうにかなるかよ！」




「…………」

　隼人は何も返さなかった。

　いつもならば見けん当とう違ちがいのことを話してる相手に、死の報むくいを与あたえるところだ。相手が底の見えない実力者だからといって、隼人の態度が変わることもありえない。

　しかし。

　今回の場合、若者はさらにこう付け足したのだ。

「……だけど、別に悪人だから悪いことしかしちゃいけない、なんて道理はねえわな」

「なんだ、それは？」

　思わず、問い返していた。

　どこからそんな言葉が出るのか、さっぱり分からなかったからだ。

　すると、ジンはこともなげにうなずいて見せた。

「ああ、自由ってのはそういうことだろ？　善人やってきたんだからって善行を頑がん張ばる必要も、悪人やってきたからって悪行で突つっ張ぱる必要もねえやな」

「……お前」

　隼人が、かすかに息を止める。

　それは、ひどく恐ろしいことだった。

　言われてみれば当たり前に聞こえて、しかしけして当たり前ではないことだった。人間がやってきた行こう為いは必然的に本人を縛しばる。自らが行った活動に世界が返す反応、その繰り返しこそが人間の性質をつくりだし、性格を育はぐくむのだ。

　積み重ねた時間こそが、人格をつくると言ってもよい。

　もしも、その原理からも背を向ける者がいるとしたら──それは自由などという喜ばしいものではない。そんな美び辞じ麗れい句くで表現されるはずもない。自ら重ねてきた時間も他人と紡つむいできた関係も、ありとあらゆる世界との関かかわりが彼を変化させえないという、おぞましい怪かい物ぶつがいるだけだ。

（……だから）

　やっと、隼人は悟さとった。

　だから、彼らはこうなのだ。

　だからこそジンもウーもこれほどに無む軌き道どうで無分別で、けしてその能力や権力に関わりなく、どうしようもない怪物なのだ。

　そして、同時にもうひとつの事実に気づかされていた。

　それは──

「お前らは……」

　そう、言いかけたときだった。

「お！」

「あれだね」

　ジンが視線をあげて、ウーが指し摘てきする。

　そこに、仰ぎよう々ぎようしい金属の隔かく壁へきがあった。

「ようやくついたか！　なんか、敵とか出なかったわりに、えらく遠回りさせられた感じがするぞ！　んじゃ、こいつを切り開いたりすればいいのかな！」

　腰こしに据すえた特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんのカタナへ、若者の手が滑すべる。

　しかし、その刃を振るうでもなく、扉とびらは自ら開いた。

「おやおや!?」

　その奥に、ジンが目を見開いた。
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　おそらくは、研究室であろう。

　先日の研究所と似た感じで、機械とモニターに埋うめ尽つくされている。あえて違ちがいを言うならば──より圧縮された雰囲気だろうか。

　より濃こく。

　より煮に詰つめて。

　内側の、本質を剝むき出しにされた、おぞましき風景。

　たとえば巨きよ人じんの外皮と内臓をひっくりかえして露ろ見けんさせたかのような悪あく趣しゆ味みな雰囲気が、その部屋からは噴ふき出していた。

「──初めまして、になるかな！　はは、〈ツール〉の調査で写真を見せられてたけど、こりゃひでえ面だ！」

　ゲラゲラと笑って、ジンが部屋の一角へ挨あい拶さつする。

　そこに、馬州は佇たたずんでいた。

　機械にもたれかかるようにして、今にも倒たおれてしまいそうな風ふ情ぜいで、天てん井じように向かって醜みにくく喘あえいでいた。

　そして、嗤わらっていた。

「……は、はは。来るとは、お、おお、思ってた、けど、はは、み、三つ角と、きき、鬼き仙せん兵器に、真朱まそお分家の、のの、はぐれものだ、だって」

　ひどく青い顔だった。

　それこそ誘ゆう拐かいでもされたかのように真っ青で、呼吸も荒あらかった。もともと潰つぶれた蛙かえるのような顔が今は骸がい骨こつにも似て、不ふ吉きつな喘ぎとともに唇くちびるを異様に歪ゆがめている。

　転げかけた手が、機械に触ふれる。

　立ち並んだガラスのポッドに浮ういている赤黒い物体に、やっとジンは気づいた。

「……へえ！」

　ジンが、興味深げに見つめた。

　ぶよぶよとした肉の塊かたまりが、その対象を、生存させる──生命状態を保つため、最低限の内臓と脳だけを切り離はなした状態だと、彼以外に一目で分かる者も少なかろう。

「なかなかの趣しゆ味みだなこりゃ！」

　ぴしゃりと首筋を叩たたいた若者のすぐ手前で、怒ど気きが渦うず巻まいた。

「白パイを、どこにやったの」

　車くるま椅い子すから、ウーが問いつめる。

　いや怒気などという生やさしいものではない。車椅子の少女から放たれているのは、相手の細さい胞ぼうの一いつ片ぺんまで存在することを許さない、正しよう真しん正しよう銘めいの殺気だった。常人ならばまともに向き合っただけでおかしくなりかねないほどの、圧あつ倒とう的な気き迫はく。

「……あ……あ……」

　馬州が呻いたが、数歩後ずさっただけで耐たえたのは、これでもかつては薄墨を率いた当主だった証明だろう。

　彼は、精せい一いつ杯ぱいに強がって、白衣の胸を張る。

「……お、おお、お前たちには……分からない、だ、だろ」

　虚きよ勢せいと優ゆう越えつ感だけが、彼を支えていた。

　膝ひざも指も唇も、みっともなくぶるぶると震ふるえ続けて、それでもジンたちから目を離すことだけはしなかった。

「で、でも僕は！　めめ、巡めぐり合わせは、さ、最悪だったけど、まま、ま、間に合わせ、たんだ！　この手で！」

　ぎゅっと握にぎられた拳こぶしが、しかしよろけて、ポッドのひとつにすがりついた。

　その行こう為いが操作系統に直結していたのか、唯ゆい一いつ曇くもっていたポッドのガラスはすうっと透とう明めい度を増して、内側の囚しゆう人じんを露あらわにした。

　そこには、純白の髪かみをした幼女がつながれていた。

「白パイ！」

　ウーが叫さけんだ。

　娘むすめと呼んだ幼女の身体からだには、無残なことにいくつものケーブルが接続されていて、先ほどの脳と内臓のポッドまでつながっているのだった。

　隼人が、舌打ちした。

　彼のやっていることの意味に、やっと気づいたのだ。

「て、めえ……」

「ここの、の、培ばい養ようした脳たちを直列につないで、中ちゆう枢すうになるじょ、情報を、さ、サンプル０２─０５９に集積してる。ひひ、ひとつひとつの脳が形成する変生属性は、ほほ、本当に些さ細さいな、な、ものだけど、しゅ、集積して、せせ、制せい御ぎよすることで、ほ、本来の力を引き出すことが、が、で、できる！」

　０２─０５９。

　それが、白パイの識別番号だった。

　数字を連ねただけの、到とう底てい名前とは呼べない言葉。

「ぼぼ、ぼ、僕にはできる。つ、角を折られても、僕が、か、かつて二つ角だった事実は変わらない。しゅ、集積した能力を操あやつるためのシナプスが、が、僕の頭脳にはできあがっている。た、た、足りない部分はコンピュータで、お、補わせるプログラムも、かか、開発してた」

　少しずつ馬州の表情が、尋じん常じようならざるものを帯びていく。

　狂きよう気きであった。

　ジンの無む邪じや気きで純じゆん粋すいでどこか清せい冽れつなそれとは違って、ビーカーの底に沈ちん殿でんしていく拭ぬぐい去れない汚お濁だくのような、どうしようもなく悪お寒かんを搔かき立てる感情。

「今が、そうだ」

　床ゆかを這はうケーブルのいくつかが、ポッドから幼女の身体へつながり、さらに馬州のうなじへ吸い込まれていることに誰だれが気づいたろう。

　おぞましい実験の果て。

　それは、奇くしくも蔵人が行ったような──自らを捧ささげる行いだったか。

「なな、何を、模も倣ほうしてるか、わ、分かるか？　お前なんかに分かるか？　僕がずっと求めてい、いた『力』が、だ、誰のものか、わ、分かる、か？」

　饒じよう舌ぜつに語る異能の科学者は、得体の知れぬ薄うすっぺらな笑えみを貼はりつかせて、スライドスイッチを握っている。

「僕は、今、そこに行く！」

　がちん、とスイッチを引き下ろした。

　瞬しゆん間かん、稲いな妻ずまに打たれたかのごとく馬州は痙けい攣れんした。ぶすぶすと煙けむりが首筋からあがり、天井を仰あおいだ馬州が白目を剝く。

　しかし、そこで終わらなかった。

　不可視の圧力が馬州の体内に集まるのを、全員が感じたのだ。

　氣チイ、と蓮リヤン花フアやナタなら言う。

　ウーも、気づいた。

「ジン！　こいつ！」

「あ、ああ、あああががががががががぎゃぎゃぎゃぐぐああああ！」

　人間のものとも思えぬ叫びが、馬州の喉のどからあがった。

　聞くだけで、骨をヤスリで擦こすりあげられるような痛みを想像する、途と轍てつもない絶ぜつ叫きようであった。しかし、運命はその代だい償しようもまた、彼に与あたえた。

「馬州、てめえ……！」

　隼人でさえ、その現象に驚きよう愕がくした。

　馬州の額へ、いびつに歪み、ねじくれた三本の角が生えたのだ。

「ごごごごごごご、ごれ、が」

　理性と狂気の狭はざ間まで、馬州が言う。

「ぼ、ぼぼ、僕の角を、おお、折りやがった、さ、最強の三つ角──真朱まそお真ま冬ふゆの『力』だよ！」
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　歓かん喜きと恐きよう怖ふとが、ないまぜになった叫び。

　刹せつ那な。

　ごお、と凄そう絶ぜつたる火か炎えんがシェルターの内側を吼ほえ猛たけった。
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　馳郎とナタは、懸けん命めいに駆かけていた。

　コンクリートで固められた通路を、出来うる限りの速度で走っていく。鬼仙兵器であるナタはともかく、常人の馳郎では長く耐えられないはずだが、そこは〈カエアン〉が補ってくれていた。

「あの弦摩とかいう男、どれぐらいもつと思う？」

　ナタが訊きいた。

「分からねえ。何か考えはあると思うけど──」

　馳郎にも、弦摩の底は窺うかがい知れなかった。単に月白の当主、三つ角のひとりという以上の威い圧あつ感かんこそ覚えているが、それがどこから来るものかは判然としない。はたして、多くの修しゆ羅ら場ばをくぐってきた経験、と言い切ってしまっていいのかどうか。

　また、経験だけならば、おそらくあの薄墨蔵人にも勝まさるとも劣おとるまい。

　弦摩とも古い馴な染じみであることは明らかで、そうするとどれほどのアドバンテージが弦摩にあるかは怪あやしいものだ。

「なるだけ、早く……」

「馳郎」

　焦あせりの滲にじんだ少年の横顔に、ふと白い帽ぼう子しの少女が呼びかけた。

　速度はゆるんでない。それでもはっきり聞き取れた。

「キミは、ひとりで突つっ走りすぎだ」

　本当に辛つらそうな声で、ナタは囁ささやいたのだ。

「私にも、頼たよってほしいよ。キミの助手なんだから」

「いや、十分頼ってるだろ。正直頼りすぎてて、恥はずかしいと思ってるぐらいだぞ？」

「それでも、だよ」

　念押しして、ナタは思う。

　この少年は、ひどく危なっかしいと。




　──『千円ボディガードというのは、そんなルールなんだろう？』




　直接ナタが聞いたわけではないが、弦摩はそう言っていたらしい。

　千円というルールが、絶大なる白翁の『力』から彼を守っているとは、蓮リヤン花フアも言っていたことだ。ナタ自身だって、そのルールによって救われたひとりである。

　しかし、そのルールが少年の首を絞しめることにもならないか、ともナタは思っていた。単にルールによって縛しばられるということではない。馳郎だって、そんなつまらないルールの使い方はしないだろう。

　だが、過去の自分がそうであるように、たった千円を基き軸じくにして依い頼らいされたすべてを守ろうとする彼の態度は、どうしようもなく多くの人々と関係を築き上げていく。

　悪いことではない。

　友達を多くつくるように、とはどんな国でも言われることだ。

　しかし、人間はそうして積み重ねた時間や環かん境きようこそを裏切れないものなのだ。善人が善行を繰くり返すように、悪人が悪行から離れられないように、それは絶対的に人間を規定する。近代社会がつくりあげた刑けい務む所しよという制度も、そうして積み重ねた時間や環境から個人を切り離すためのものだろう。

　本当の意味で、自由な人間などいない。

　もしもいるとしたら、それはただの怪かい物ぶつに過ぎない。

　どう考えても、馳郎はそんな怪物ではあるまい。

（……だったら）

　だったら、少なくとも自分だけは彼の最後まで付き合いたいと、ナタは心底から思っていた。

　その感情をどんな名前で呼ぶのか、それだけからは目を背そむけたままで。

　蓮リヤン花フアのように、自分の心に素す直なおになれたならどれだけ良いだろうと、焦こがれながら。

「…………」

「ナタ？」

　足を止めた少女に、少年が振ふり返った。

「どうした？」

「いや……その、少しだけ、氣チイをもらっていいか？」

「足りなくなったのか？」

　馳郎の質問に、少女はかあっと顔を赤らめる。

「そ、そういうわけじゃないが……いや、そうだ。足りなくなったから、ほんの少しだけ私が時間と氣チイをもらっていいか」

　もじもじと、少女が指を絡からめる。

　恥ずかしくてまともに顔を合わせられなかったが、それでも少女にとっては精せい一いつ杯ぱいのお願いだった。少年がちゃんと自分を見てくれるように──それで、また知らない内に、危険なところへ走っていってしまわないように。

「──いいよ」

　あっさり、少年は受け容いれた。

　もっとも内心がそこまで淡たん泊ぱくでないことは、彼の耳がこっそり先せん端たんまで赤くなっているのを見ればはっきりしていたが。

　時間がないから、そっと差し出された手の平へ、少女が口づけただけだった。

　手の甲こうへの接せつ吻ぷんが親愛のキスなら、手の平へのそれは懇こん願がんのキスだと、高らかに歌い上げた詩人は誰だったろうか。

「っく……」

　馳郎が、呻うめきを堪こらえる。

　微かすかな痛みとともに、もどかしい熱が、少年の身体からだの芯しんを疼うずかせた。

　氣チイを奪うばわれるときのこの感覚を、なんだか心地ここちよいもののように馳郎は思い始めていた。きっとほかの誰でもなく、この少女だからだろうと思った。

　──では。

　この、気き丈じようで賢けん明めいな──なのに、どこか儚はかなげな吸きゆう血けつ鬼きを、自分はどう捉とらえているのだろう。

　関係が変わってしまうのが怖こわくて、ボディガードと助手という器うつわに閉じこめてしまっている、この心は何なのだろう。

「……うん、十分だ」

　恥ずかしそうに、少女が唇くちびるを離はなした。

　ほうっと息をついて、少年へ先を促うながした。

「すまない。私のせいで遅おくれさせた。急ぐとしよう」

「お、おお」

　我に返って、馳郎がうなずく。

　瞬間、ふたりともが、とある方向へ猛もう烈れつな勢いで振り返った。

「今のは──！」

「俺でも感じたぞ。なんか、すげえ嫌いやな感じが、向こうに集まってたぞ」

　顔を見合わせ、ふたりが走り出す。

　通路の角をもう一度曲がってすぐ、道を閉とざす隔かく壁へきに直面する。

「っ──！」

　ナタが、息を吞のみ込んだ。

　その隔壁が突とつ如じよ赤熱し、途轍もない炎ほのおを吹ふき上げたのだ。

　寸前、少女は白い手を虚こ空くうへ翻ひるがえし、強く叫さけんだ。




「古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は芭ば蕉しよう扇せんの三番目の娘むすめに乞こい願ねがう」




　瞳ひとみが黄金に、その縁は紅あかく輝かがやき出す。

　火か眼がん金きん睛せいの妖瞳をもって、鬼仙兵器は自らの鬼宝を呼び出し、打ち振るった。




「──三さん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫べ、五ご火か神しん焰えん扇せん！」




　炎が、炎とぶつかりあった。

　隔壁より噴ふき出した炎と、五火神焰扇の炎とが激げき突とつし、拮きつ抗こうしたのだ。現実にはありえざる光景は、熱量というよりも呪じゆ力りよくと呪力の拮抗だった。

「ナタ！　今の……っく」

　馳郎が、額を押さえた。

　途と轍てつもない量の氣チイを吸い上げられ、免めん疫えきがついてきた少年でさえ立ちくらみを起こしたのである。

　今も、五火神焰扇が炎を吐はき続けている。

　氣チイを吸い上げ変へん換かんしながら、向こうからの猛烈な炎を凌しのいでいる。

「これは……信じられんが、私たちを狙ねらったのではなくて、ただの余波だぞ」

　苦しげに、ナタが言う。

　少年は沈ちん黙もくしたまま、炎を見つめていた。

　いいや。

　馳郎が見ているのは、もっと奥だった。

　熾し烈れつな炎が渦うず巻まく、溶よう解かいした隔壁の向こう側。〈カエアン〉の補ほ佐さによって、コンタクトレンズは馳郎の思いのまま映像へフィルターや抽ちゆう出しゆつをかけて、普ふ通つうならば見えないものも見せていた。

「……あんた、誰だれだ？」

　少年が、眉まゆを寄せた。

「馳郎!?」

　様子がおかしいことに気づいて、もう一度ナタが呼ぶ。少年の視線の焦しよう点てんは、ありえない場所に合わせられていた。

「……っ、あ」

　と、馳郎が振り返る。

　何度か目のあたりを擦こすり、ナタへと問いかける。

「今、女の子を見なかったか？　長い髪かみで、小学生ぐらいのおとなしそうな」

「……いや、私の感覚でも分からなかった。どうした？　幽ゆう霊れいでも見たような顔だぞ」

「…………」

　少しの間、少年は沈黙した。

　炎で高まっていく気温の中で、〈カエアン〉の冷れい却きやく機能も追いつかずに、顎あごから汗あせを垂らしながら、溶解した隔壁をもう一度振り返った。

「言われた、気がしたんだ。……助けて、ここにいるから、って」

　呟つぶやいて、拳こぶしを握にぎった。

　ナタはその言葉が分からずに眉をひそめたが、事態は今も逼ひつ迫ぱくしている。五火神焰扇で抑おさえているとはいえ、猛烈な炎は健在だ。少しでも気を抜ぬけば、たちまち自分も馳郎も焼しよう却きやくさせられるだろう。

「どうする気だ？　熱に浮うかされてる間はないぞ」

「あ、ああ。──それだけど、一分だけ耐たえてくれ。案は浮かんだ」

　行く先を見つめ、馳郎は宣言する。




「勝つための材料が、部屋の向こうに見えた」
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　──少しだけ、時間はさかのぼる。




「おやおやおやオヤ？」

　蔵人が、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

　すでに何度か、攻こう撃げきを仕し掛かけているからだった。

　なのに、その都度獣けものの爪つめも蟹かにの鋏はさみも、空気のように弦摩の身体をすりぬけるのだ。

「当たリませんねエ。これハやっぱり幻まぼろしにでモかけられていマス？」

「かもしれないね」

　通路の中央で、弦摩は泰たい然ぜんと佇たたずんでいる。

　うつむいたまま、白杖を床ゆかについたままだ。こんな状態で蔵人の攻撃をかわしているとなると、これは幻以外にありえないと、誰もが信じるだろう。

　しかし、蔵人自身が首を横に振った。

「いやいやいやイヤ、噓うそは良くナイ」

　かぶりを振って、蔵人は舌っ足らずな言葉を続ける。

「大戦の際もちらりと見せていただきマシタよ。明らカニ、弦摩様の身体能力ガ向上されテまス。月白の変生属性で、自分の脳のリミッターを外しマシタネ？」

「……バレてないつもりだったのだけど、君は本当にめざといな」

　弦摩が、呟いた。

　脳を弄いじるのは、もともと月白の得意分野だ。

　他人のそれに細工できるなら、自分の脳にできない理り屈くつもない。自分の身体を壊こわさないために、無意識にかかっている制約を外すことも。弦摩の場合は筋力だけでなく、神経系にまでその工作は至っている。

　たとえば、どんな格かく闘とう家かでも最低コンマ二秒かかるという──人間がものを見てから行動に移すまでの時間を、極限まで短縮させることも可能だった。

「でも、今は俺も自分の脳を弄ってマスからネ？　五分と五分──よりハ、身体も弄れル分だけ、俺が有利カト」

「だろうね」

　素す直なおに、弦摩は認めた。

　攻撃の瞬しゆん間かんを見み極きわめ、加速させた反射神経でほんの少し身をかわしているのだが、徐じよ々じよに避よけきれなくなっていた。明らかにこちらの動きの癖くせを盗ぬすまれている。こと実戦の量でいえば、六家の中でも特筆すべき人物が、この薄墨蔵人だった。

　だが、この相手を馳郎に譲ゆずらなかった理由はそれではない。

　むしろ穏おだやかな口調で、弦摩は彼へと尋たずねた。

「どうして馬州は暴走した？」

　その質問に、蔵人は呆あきれたように眉を八の字にする。

「いやいやいやイヤ、それヲあなたが仰おつしやいマス？」

「どういう意味だね」

　弦摩の言葉に、やれやれと蔵人がため息をつく。

「かつて、白鳳六家の三つ角トいえば、弦摩様おひとりにございマシタ」

　もともと、三つ角はそれぞれの家で数世代にひとりしか生まれない。六家全体でひとりだけというのも、珍めずらしいことではなかった。

「しかし、大戦が引き金にデモなったのデスかネ。青朽葉晃様を皮切りニ、空隼人様、そしテ真朱は〈妖あやかし狩がり〉ノあの方──と、続々と覚かく醒せいされマシタ。一つ角、二つ角もそれなりに増えていたハズですヨ」

　蔵人の言葉が、白鳳六家の近年を紐ひも解といていく。

　六家が本当の意味で凍こおりついたように静止する、その前の時代のこと。

「そうなレバ、三つ角がいない薄墨の家ハ徐々に衰すい退たいしていくのデハないかと、そう推測されるノモ当然じゃないカト」

「別に、三つ角がいれば家が安あん泰たいというわけじゃない。空うつほが第一家から第四家に格下げされたのを考えれば分かるだろう」

「ええ。あの不ふ祥しよう事じデネ」

　蔵人が、ふわりと笑う。

　その身体からだが、不意に霞かすんだ。

　三角飛びの要領で、壁かべから壁を蹴けって弦摩の背後から襲おそいかかったのだ。これもギリギリで弦摩は回かい避ひしたが、二の腕うでが大きく裂さけて、白いスーツを血が汚よごした。

　そんな激げき闘とうの最中でも、変わらずに蔵人が言葉を続ける。

「しかし、ダカラといって、傍ぼう観かんしてられるワケじゃない。だいたい、月白家のあなタト紫し藤とう家が家格の変化を嫌いやがったセイデ、あの方が率いる第四家の真朱まそおが第一家に抜ばつ擢てきされたじゃありませんカ」

「月白はあくまで主あるじの脇わきに在ることを重んじる。紫藤は魔ま法ほう使つかいやほかの世界との関係性を重視している以上、第一家には向かなかった」

　あくまで平静に、弦摩が応じる。

　腕を裂かれた苦痛が滲にじまないのは、変へん生じよう属性によって痛みも遮しや断だんしているためか。

「そうでしょうトモ。その理屈もヨウク分かりますヨ？」

　言いつつ、再び蔵人が迫せまった。

　二度、三度と、獣の爪が打ち振ふられ、死角から蟹の鋏が突つき込まれた。ついに弦摩も体さばきだけでは避けきれず、白杖を打ち振ってそれを避けた。

　盲もう目もくなどとは到とう底てい思えぬ動きだったが、今いま更さら蔵人に驚おどろく理由もない。

　五度目で、今度は弦摩の太ももが切り裂かれた。

　足を奪うばったことで満足したか、一気にごり押ししようとはせず、もう一度蔵人は距きよ離りを取った。

「ですが、馬州様にトッテ真実かどうかはまったくの別物デス」

　しみじみと、蔵人は告げた。

　真夏だというのに冷ややかな空気の張りつめた通路で、ふたりは対たい峙じする。かつては六家の人間としてくつわを並べた同志として。今は互たがいに命を奪い合う敵として。

「あれだけ長生きスル鬼き仙せんだって、あんナ鬼仙兵器をつくるんでショウ？　そりゃあやっぱり恐おそろしいカラじゃないんデスか？」

「かもしれないな」

　片手で傷を押さえているが、動脈のどこかを切り裂かれたのか、次から次へと血は溢あふれ出てくる。早めに止血を施ほどこさなければ致ち命めい傷しようとなることは間ま違ちがいなかった。

　不意に、蔵人が振り向いた。

　同じ方向に、弦摩も意識を取られた。

　はからずも、それは馳郎の走っていった方角であり、馬州が潜ひそむこのシェルターの中ちゆう枢すうでもあった。ともに白鳳六家の〈おに〉であるこのふたりは、そこに集つどった凄すさまじい氣チイを感知したのである。

「どうヤラ、向こうモ大おお詰づめと見えマスナ」

「ああ」

「こちらモ早々に終わらせナイト、また主にどやされるでしょウ。いやいやイヤイヤ、すまじきものハ宮仕エデス。さて弦摩様、まだ細工はございマス？」

「どう思う？」

　弦摩の声からも、みるみる生気は失われていった。

（……年は取りたくないものだな）

　と、少しだけ弦摩は思った。

　いくら蔵人が相手で、慣れない肉にく弾だん戦とはいえ、昔ならもうちょっとやりあえたはずだ。いかに脳を騙だましたところで、元となる身体が衰おとろえていれば、その分戦せん闘とう能力が落ちるのも必然であった。

　蔵人は、小さくうなずく。

「いやいやイヤイヤ、仮にも月白弦摩が持っていないとは思えない。ですので、油断せず、渾こん身しんで行かせていただきまショウ」

　構えた蔵人の右手が、獣の爪から、蜂はちの針のごとき鋭するどい槍やりへ変じていった。

　彼にとって、それが必殺の一いち撃げきであることを弦摩は知っていた。いかなる防ぼう御ぎよもかなわぬ、掠かすめただけで肉を溶とかす魔毒の針。

　かつての戦いくさではあれほど頼たのもしかった異能が、自分に向けられればなんと恐ろしいことだろう。

「──デハ」

　言葉と、再び蔵人の身体が搔かき消えるのと、どちらが早かったか。

　凄せい絶ぜつな音が、通路にこだました。
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　炎ほのおに包まれたと、ジンは思った。

　それでいて目をつぶりもせず、最後の瞬間まで笑えみを消しもしなかった。これでは死なないという妙みような確信が、彼にはあった。

　実際、それは的中した。

「……死ぬ気か」

　と、前に進み出た隼人が、腕を突き出していたのだ。

「おっほう！　なんだこら！」

　凄そう絶ぜつたる炎が、自分たちの目の前で堰せき止められていたのである。不可視の壁に阻はばまれているかのような幻げん想そう的な光景に、ジンも唾つばを飲み込んだ。

「あいつらとの間に、空気の断層をつくった」

　短く、隼人が言う。

　要は魔ま法ほう瓶びんと同じ理屈だ。

　いかなる高熱でも、その熱を伝える媒ばい介かいがなければ無意味だ。以前の事件では、ナタが振るった九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうの熱さえもほとんど打ち消し、隼人の命を長らえさせた術式である。

　しかし、

「徐々に押されてる。このままだと蒸発するぞ」

　燃やされるぞとは言わなかった。

　馬州が再現した、最後の三つ角の熱はもはやそんな領域にない。

　いや、単なる出力だけでいえば本物を上回ってるのではないかと──恐るべき疑ぎ惑わくを、隼人は抱いだきつつあった。普ふ段だんならばともかく、先に荒魂キセノン穿ちドリルという大おお技わざを使った現状では、どちらが早く力つきるかは明白だ。

　静せい寂じやくであればこそ、燃えさかる炎はなお恐ろしく、こちらへ迫ってくる。

（くそ……あの女、簡単にコピーされやがって……）

　玉のような汗あせを滴したたらせ歯ぎしりした隼人に、ジンが背後から問いかけた。

「……おいおい！　どうも、この能力、単に熱を操あやつるってだけじゃねえな!?　だったら術者の馬州はともかく、向こうの機械やら何やらも熱でやられてるはずだもんな！」

　ガラスだろうが鉄だろうが、十分に溶けているはずだと、若者は目をつける。

　対して、隼人の返答は短かった。

「真朱の変生属性は、火車がもとだそうだ」

　火車。

　もとは地じ獄ごくで罪人を苦しめるための拷ごう問もん具であったという。それが転じて、罪人を地獄へと連れて行く妖よう怪かいと言われるようになり、各地で火車に死者を奪われないためのまじないが流は行やるほどとなる。

　それが、真朱の変生属性のいわれだとすれば──

「はは！　罪人だけを燃やす地獄の炎ってことか！」

　面おも白しろがって、ジンが手を叩たたく。

　部屋の向こうでは、馬州が嗤わらっていた。

　空気の断層で遮さえぎられているため、その声は届かない。

　だが、その表情を見るだけで、十分に不ふ愉ゆ快かいだった。

「……ジン。もう我が慢まんできない。いいよね？」

　車くるま椅い子すから、ウーが顔をあげたのだ。

　少女の瞳ひとみは、徐じよ々じよに黄おう金ごんに染まりつつあった。

　火か眼がん金きん睛せい。鬼仙の本ほん性しように立ち返ろうとする少女の頭をぽんぽんと叩たたいて、ジンは滴る汗を拭ぬぐった。空気の断層も完かん璧ぺきではないのか、徐々に気温はあがりつつあった。

「ああ、カードの切りどきかな！　ただちょっと不安がなあ！　なあ〈ツール〉！　あの状じよう況きようで無む理り矢や理り馬州をぶちのめしたら、白パイはどうなると思う?!」

『仮説でよければ』

　冷ややかに、機械音声が応じる。

「ああ、もちろん仮説でいいよ！」

『おそらく、能力のフィードバック現象が生じます。白パイ様を救出することを第一目的とされるなら、能力の打破とほぼ同時に、装置から切り離はなす必要があるでしょう。でなければ、八割以上の確率で、暴走した能力が逆流し、白パイ様の人格も破は壊かいされると推測されます』

「そ、それじゃあ……」

　ウーが呻うめく。

「はは、同時かよ！」

　ジンも、いささか厄やつ介かいそうに目を細める。

　正直、馬州だけなら打つ手はある。あんな三下に負けるなどジンは想像もしていない。しかし、彼らの能力が攻せめ手に特化していることも本当だった。

　そのとき、

『──マスター。たった今秘ひ匿とく回線で通信がありました』

　と、機械音声が──今度は直接、ジンの耳道を震ふるわせたのだ。

　いつもならさきほどのように、隼人やウーにも聞こえるようにしているのに、わざわざそんな方法を使ったことと秘匿回線という言葉で、ジンが眉まゆ根ねを寄せた。

「なんだそら」

『こちらです』

　口中で囁ささやいたジンに、〈ツール〉は通信の内容を返した。

「は──は、ははは、はははははははははは！」

「何だ？」

「ジン？」

　突とつ然ぜん笑い始めたジンに、隼人とウーが振ふり返る。

　しかし、この炎えん熱ねつ地じ獄ごくの中で、ジンは笑いやまなかった。

「はははははははは！　くっかかかかかかかか！　俺が何のためにここに来たかなんてろくに分かってないだろうによ！　だってのにあっさり手を貸せってのか！　あんだけ殺し合っておいて！　だから、お前はたまらないんだよ！」

　愉ゆ悦えつを迸ほとばしらせるようにして、ジンは叫さけぶ。

　突つき上げる。

「ジン？」

　ほとんど奇き跡せき的なことに──不安げな少女の顔を、若者はそっと撫でた。

「いいやあ、これなら絶対うまくいくなって思っただけさ──！」
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　五火神焰扇の炎と、溶よう解かいした隔かく壁へきからの炎が拮きつ抗こうする中、少女は少年へと叫んだ。

「馳郎!?　どうなってる！」

「ああ、返事があったよ」

　こめかみに手をあてて、少年は苦く笑しようした。

　よもや、こんなところで、あいつと協力するはめになろうとは。

（……あいつ、今回の事件に、どんな風に関かかわってやがる？）

　気にしなかったわけではない。

　だが、そこにこだわるよりも、もっと大事なことがあった。だからこそ、少年も今の秘匿通信を試みたのである。

「…………」

　同時に、ナタもそっと胸を押さえた。

　彼から、一通りの作戦を聞かされて、納なつ得とくはしていた。

　だが、それとは別に、さきほどの危き惧ぐが再び頭をもたげてもいた。

（……いつも、そうだ）

　この少年は、いつもそうだ。

　ナタを救うため、あれほど忌き避ひしていた白翁の権力を使って米軍のミサイルを発射させたとき。

　同様に、街を要よう塞さい化したとき。

　あるいは、〈神の杖つえ〉を打ち込むことを決意したとき。

　いずれのときも、少年は顔色ひとつ変えなかった。

　白翁という一度は拒きよ絶ぜつした『力』を手にするときは、あれほど悩なやみに悩んだくせに、選んでしまったその後にはもはや微み塵じんの躊躇ためらいもなかった。

　必要となれば、この少年はいともたやすく最適解を選んでみせる。

　それを──王の資質と呼ぶ者もいるのだろう。

　自分のような、王権のレガ象徴リアを持つものの、適性だと。

（キミにとって、それは幸せなのか？）

　ナタは、ただそれだけを願う。

　そして、その目の前で、馳郎は再び決定する。

「〈カエアン〉、いけるか？」

『月白弦摩から受領したレポートについて、向こうに送信しました。現在向こうと双そう方ほう向こうで仮説の検証を進めてます。──終しゆう了りようしました。結論から言えば問題ありません。ただし馳郎さまの危険については、ご命令通り度外視しています』

「なら、決まった」

　と、少年はうなずいたのだ。

「三十秒で、ケリをつけるぞ」
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　蔵人と弦摩の激げき突とつとともに、凄すさまじい音と閃せん光こうがこだました。

　閃光。

　その意味は、すぐに知れた。

　相手へもたれかかるようにして、蔵人が囁いたのだ。

「……やはり、細工が、あった」

　蔵人の口調は、元に戻もどっていた。

　変へん生じよう属性が解けたものか、すでに身体からだは本来のものに戻っていた。破けた服の下が、痛々しい火傷やけどに覆おおわれていた。

　火傷とは──今の、閃光によるものだった。

　いいや。

　雷らい撃げきと、言った方がいいだろう。

「電気、ですか。それが、月白の変生属性の正体？」

「…………」

　そうだとも違ちがうとも、弦摩は言わなかった。

　先に、馳郎たちを行かせたのも、これが理由である。

　結局のところ、脳は電気信号によって命令を身体に伝えている。月白が幻げん術じゆつや暗示を得意とするのは、この電気信号を操る変生属性のためだった。

　空うつほのような威い力りよくはない。

　代わりに、異常なほどの精度を誇ほこるがゆえ、脳の操作を可能としたのだ。もとより異能は理論通りに働くものでもない。長い年月の間に特化していったということでもあろう。

　それでも、三つ角である弦摩が全力を出せば、人ひとりを死に至らしめるぐらいの電でん撃げきにはなる。

「は、は、いやいやいやいや……やっぱり、弦摩様はそうでないと」

　蔵人が肩かたを揺ゆらした。

　ひどく弱々しい揺れだった。

「申し訳ない……元ご当主様……おいとまを……」

　そのまま、もたれかかった蔵人が崩くずれ落ちていった。

「……、く」

　月白も膝ひざをついた。

　出血多量のせいだけではない。先のような雷撃は、本来とはまったく異なる使用法のゆえ、途と轍てつもない疲ひ労ろうを伴ともなうのだった。

　だからこその、切り札。

　同じ月白の人間にも話したことのない、奥の手であった。

　シャツを破って、最低限の止血をほどこす。

　それから、弦摩は白杖を頼たよりに立ち上がった。

「……さて」

　と、呟つぶやいた。

「向こうは、どうなってる？」
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「こ、ここ、これが、が、み、三つ角……っ！」

　馬州は、だらだらと涎よだれを垂らし、炎ほのおを生み出していた。

　隼人が空気の断層をつくり抗あらがっているのは見えていたが、それさえも彼の愉悦を後押しするに過ぎなかった。

（押し切れる──！）

　あれほどかつては怯おびえた三つ角を、今の自分は凌りよう駕がしている。その快感と恍こう惚こつに打ち震え、馬州はひたすらに酔よい痴しれた。

「い、いける！　いける！　いける！　ぼ、ぼぼ、僕はやれるぞ！」

　狂きよう喜きしつつ、ただただ炎を繰くり続ける。

　かつての自分──薄墨の変生属性たる『肉体の変化』など、この圧あつ倒とう的な『力』の前では何ほどのこともない。ああ、あの第一家が増長するはずだ。これほどの三つ角を当主に据すえているというのだから。

（だ、だだ、だけど）

　だけど、これならあの三つ角にも──！

　そう、思ったときだった。

　空気の断層の向こう側で、ジンたちが動いたのだ。
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「いいな、ウー」

　優やさしく、若者は少女の頭を撫なでた。

　それから自分の手首に、すっと仕掛マニピユけ腕レータのナイフを走らせる。

　ゆらりと赤い線が肌はだに盛り上がり、たちまち鮮せん血けつとなって溢あふれ出た。

「ああ！　ああ、ジンの血！」

　その一ひと滴しずくも逃のがすまいと、ウーはむしゃぶりついた。

　白磁の人形にも似た横顔がとろりと溶とける。まさに天に至ったがごとき法ほう悦えつは、この炎の中でさえ醒さめなかった。

　こくこくと少女の喉のどが動き、やがて未練ありげに若者の手首から離はなれた。

「うん……いける」

　少女が、向き直った。

　車くるま椅い子すに乗ったまま、その身体から膨ぼう大だいな量の氣チイが発散された。

　突然の出来事に、風使いの青年が思わず振り返った。

「お前ら──！」

「いいぞ隼人！　断層を解け！」

　ジンの呼びかけと同時に、ウーは叫ぶ。

「……本当、かよ」

　半信半疑ながら、隼人も限界だった。

　思い切って断層を解除したのと同時に、新たな現象が起きた。




「花か果か山ざん水すい簾れん洞どう美び猴こう王おうの血をもって、汝なんじの兵器は始祖たる鬼宝に乞こい願ねがう！」




　少女の身体を中心として、霧きりが噴ふき出したのだ。

　いいや霧ではなく、それは雲であった。




「その一飛びたるや十万と八千里。須しゆ臾ゆにて仏ぶつ指しの狭はざ間まを超こえん。──恒こう河が沙しやの雲うん霞かを制し、那な由ゆ他たの白はく霧むを統すべよ、筋きん斗と雲うん！」




　筋斗雲。

　ウーの別名──斉天チーテイ大アンダー聖シエンを象徴する始祖鬼宝のひとつ。

　その『力』は、かほどに凄まじい馬州の炎さえ押し戻す。

　部屋のほとんどを占しめつつあった炎は、一気に半分ほどまで縮小させられたのだ。

「ここ、これ、が、が、始祖鬼宝!?　だ、だけど！」

　馬州は、まだ怯ひるまなかった。

　鬼仙兵器も消しよう耗もうしてることは、手に取るように分かったからだ。

　万ばん全ぜんであればともかく、今は自分が有利である。脳の一部でそう判断しながら、さらに馬州は炎を練り上げる。

　しかし、異変はそれに終わらなかった。

　炎の消えた地点に、ジンが立っていたのだ。

「……よしよし」

　床ゆかのケーブルを手にとって、若者は口を開いた。

　幸い、変生属性によって対象の外に設定されていたものか、ケーブルは熱くなってもいなかった。

「おい〈ツール〉。解かい析せきは済んだろうな？」

『イエス、マスター。急場しのぎでつくられたシステムと推定。停止させるのは不可能ですが、同じプログラムを並列で走らせることは可能です』

　機械音声は、わざとらしく部屋に響ひびいた。

　だから、

「──、まさか」

　馬州が呻うめいた。

　このシステムを組み上げた本人だけに、いち早く若者がやろうとしていることを察知したのである。

「でで、できるはずがない！　ぼ、僕が、このシステムを、か、開発する、のに、どど、どれだけの時間をか、かけたと思ってる！　ぶっつけ本番では、あ、あっても、な、システムを使うための、くく、訓練は、ずず、ずっとしてきたんだぞ！　ま、まして、おお、お前は、ろろ、ろくな変生属性もない、角なしじゃ、じゃ、ないか！」

「だから、何だ!?」

　ジンは、嗤わらう。

「ああ、ああ、そうだろうさ！　小こ狡ずるく小こ汚ぎたなく立ち回って、何年も必死こいて練習してきたんだろう！　そりゃあ滅めつ多たなことじゃ他人には真ま似ねできないよな！」

　高らかに哄こう笑しようして、ジンは大いにうなずいてみせる。

　馬州の努力は十分分かっていると、アピールする。

「だけどさ！」

　分かった上で、否定した。




「そういうみみっちい努力とか研けん鑽さんとか、全部無む駄だにして踏ふみにじってせせら笑ってやる！　俺の愛妻を傷つけて、俺の娘をさらったてめえには、それぐらいじゃないと気がすまねえ！」




　勢いよく、ケーブルを〈ツール〉の端たん子しへ突つき立てる。

　さきほどの馬州のように、電撃に打たれたごとく、若者の身体からだが激しく痙けい攣れんした。唇くちびるから噴き出す泡あわは、若者が味わっている苦痛が、まさしく脳を削けずるような地じ獄ごくそのものであると証明していた。

　馬州が、叫さけんだ。

「し、ししし、し、死ねえええええええ！」

　炎が、いっそう激しく、ジンを取り囲んだ。

　太陽のフレアさえ思わせる、見るものの眼球さえ焼け爛ただらせる火か焰えんの渦うず。さきほどにも増して、猛もう烈れつな熱がシェルターの内部を席せつ巻けんする。その代だい償しようか、ポッドの中の白パイさえ苦しげにもがいた。

　しかし。

　炎は、若者を焼しよう却きやくする寸前で、突とつ然ぜん停止したのだ。

　もはや自分は、馬州のものではないと、主張するように。

「ああ……そうか！　こういう気分か！　こう使えばいいのか！」

　仰あおいだまま、ジンが言う。

　両手を横に広げ、天に愛されてることを疑いもせぬかのように。

　いや、この男にふさわしいのはけして美しい蒼そう天てんではありえぬ。喜き悦えつの声が奏かなでられるのは、魑ち魅み魍もう魎りようの跋ばつ扈こする魔ま天てんに違ちがいない。

　その通りに、若者の周りの炎は、みるみる黒く染まり始めたではないか。

「な……なん……で……そんな……」

「昔からさ、一度見たら、たいていのものは理解できるんだよ」

　漆しつ黒こくの炎をあやすようにして、ジンは肩かたをすくめる。

　お前がやっているのは、この程度のものだろうと。




「さあ……お仕置きされる覚かく悟ごはいいかあ!?」




　若者の額から伸のびたのは──馬州とはまるで異なる、漆黒の美しい三本角であった。

　シェルターの天てん蓋がいを打ち破り、黒い炎ほのおが立ち上った。
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　　　　＊




　その、瞬しゆん間かんだった。

　いまだ炎に包まれている溶けた隔かく壁へきから、もうひとつの人ひと影かげが滑すべり出たのだ。




「古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は四宝ほう剣けんの六番目の双ふた子ごに乞い願う！」




　その、凛り々りしい口こう訣けつを受けて。

　人影とともに、双剣が飛ぶ。




「其そは両りよう儀ざなり四し象しようなり！　八はつ卦けを連つらね巡めぐり結むすびて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」




　守護宝剣・陰陽剣。

　不可視の障しよう壁へきに守られて、馳郎が飛び出したのだ。

　少年の右手は、すでに仕掛マニピユけ腕レータを結合させていた。追加モジュールや〈武器アーセ庫ナル〉なしでも使用可能な、彼にとっての切り札のひとつ。

『要リク請エス起ト・動ブート。──一式・特攻パン用複ツァー合電・ア磁腕ーム』

　機械音声が、告げた。

　強大な電磁力によって強化された一いち撃げきは、すなわち電磁レール砲ガンの威い力りよくをもって、立ちふさがるすべてを粉ふん砕さいする。

「き、きき、貴様が！　あ、新しい白翁、の！」

　潰つぶれた蛙かえるのような顔の男が、絶ぜつ叫きようをあげた。

　さらなる火か炎えんを操あやつり、少年を燃やしつくさんと、散さん弾だんのごとく放つ。

　対する馳郎は加速して、ジグザグに避よけた。

「お前が、馬州か！」

　吼ほえる。

　前の、盤古幡の巨きよ人じん相手で見せた──〈カエアン〉に合わせる予測行動。

　馬州の攻こう撃げきは殺気が先走りすぎていて、馳郎が回かい避ひするのは極きわめてたやすかった。

　部屋全体を蹂じゆう躙りんするような炎であればそれでも圧殺できたろうが、焦しよう燥そうする馬州にはそのような理性はなく、仮にあったとしても、同じ『力』でジンと対たい峙じしている今、余力は残されていなかった。

「き、きき、貴様みたいな、貴様みたいなのがい、いるから！」

「……ああ、俺はさぞ厄やつ介かい者だろうな。お前らにしてみりゃ突然やってきた天災で、せっかく苦労して得た地位も何もかも奪うばい取ろうとする、泥どろ棒ぼう猫ねこみたいなもんだろうよ」

「わ、わわ、分かってるなら！」

　炎は、何度となく少年の行き先を塞ふさごうとする。

　それでも回避され、突とつ破ぱされ、時には陰陽剣に阻まれる。

　けして、少年は止まらない。

　薄墨馬州には、戌見馳郎を止められない。

「だけど！」

　少年が、強く叫ぶ。

「だけど！　お前なんかには何ひとつ渡わたしてやらねえ！」

　一いつ瞬しゆんだけ、コートの若者と視線があった。

　それで十分だった。破は壊かいすべきポッドを見み出いだし、少年は迷いなく電磁腕の思考トリガーを引いた。

「おおおおおおおおおっ！」




　　　　＊




　必要なタイミングは、ほんの一瞬だった。

　それでいて、どちらも合わせようとはしなかった。

　ただ、馳郎はジンを見た。

　ただ、ジンは馳郎を見た。

　かつてのように。




　ふたりはひとつの身体のごとく、まるで引き寄せられるように、たった一度の刹せつ那なを共有した。




　　　　＊




　馳郎の拳こぶしが、幼女の眠ねむるポッドを砕くだいた。




　　　　＊




　ジンの黒炎が、同じ異能を操る馬州を灼やいた。




　　　　５




　ほぼ、三十秒であった。

　馳郎が予言した通りの時間で、決着はついた。

　現れたときと同じく、炎は消え失うせる。そんなものは最初からなかったよとでも言いたげな、劇場の幕を下ろすのにも似た唐とう突とつさであった。シェルターの換かん気き機能が動いたせいか、あれほどの熱もたちまち吹ふき払はらわれ、部屋は正常に復帰する。

　少年は、ポッドから奪だつ還かんした白い髪かみの幼女を抱だき起こした。

「──あれ？」

　と、瞬まばたきした。

「君は、さっきの……」

　と、馳郎が言いかける。

　さきほどの通路で、馳郎だけが見た幻まぼろしの少女。

　対して、白い髪の幼女はこちらではなく、部屋のもう一方を見やっていた。

「パパ……！」

「は？　ぱぱ？」

　鸚鵡おうむ返がえしすると、幼女は勝手に起き上がった。

　そのまま、部屋に立つもう一組のところへ駆かけていったのだ。

「パパ！」

「あーあー、間ま抜ぬけな再会になっちまったな！」

　ため息をついて、コートの若者は髪を搔かき上げた。すでに、その額に角はない。馳郎がポッドを砕いた瞬間に消え失せたのであった。

「あれもなかなか面おも白しろい手品だったんだけどな！　まあこの部屋持っていくわけにはいかねえし！」

「……ジン」

　改めて、馳郎は固かた唾ずを吞のむ。

　ジンはもちろん、手前の車くるま椅い子すにはウーが、かたわらには空隼人さえ揃そろっていたからだ。

「──馳郎！」

　炎の静まった部屋に、ナタが駆け込み、こちらも動きを止めた。

「……お姉ちゃん」

　車椅子のウーが、ただならぬ感情を込めてナタを見つめていたのだ。

　もともと、このウーが姉を求めたことが、黄こう坂さか市をひっくりかえしかけた前回の事件のきっかけである。それだけに、少女の瞳ひとみに込められた感情の色には、彼らを硬こう直ちよくさせるほどのものがあった。

　ウーだけではない。

　隼人も同様だ。

　あまりにも、因いん縁ねんの多い五人であった。一瞬とはいえ、彼らが協力し合ったことが、今となっては奇き蹟せきに思えるほどに。

「どうよ愛妻。ここでやるか？」

　ジンの軽い問いかけに、馳郎とナタが臨戦態勢を取る。

　しかし、今回は、ウーが首を横に振ふった。

「……ううん。白パイが、心配だもの」

「そっか」

　あっけなく、若者はうなずいた。

「それに……ごめん。また……眠くなった……」

　ことり、と金きん髪ぱつの少女がうなだれる。

　治りきってない身体からだで、始祖鬼宝まで使ったためだろう。ジンの血を啜すすったとはいえそれはカンフル剤ざいにしかならない。

　数秒も経たたず、安らかな寝ね息いきを立て始めたウーへ、そっとジンは頭を撫なでた。

「おやすみ、愛妻」

　けして、ほかの者には聞かせぬ響ひびき。

　それから顔をあげて、陽気に人差し指と中指を振った。

「じゃあ、じきにまた会おうぜ！　そうそう、そこのヒキガエルも、かろうじて息はあるみたいだから好きにしな！　ほれ、お前はとっとと歩け！」

　ポッドから出されたばかりの幼女──白パイの背中を、どやしつける。

「あ、あ、で、でも、パパ！　まだ身体がうまく動かないかもです！」

「知るか！　とにかく足を動かせ！　あとパパって言うな！」

　肩かたを並べて、眠ったウーとともに、ふたりは去っていく。

　その姿には、馳郎とナタがぽかんと見送ってしまうだけのインパクトがあった。

　残されたマフラーの青年が、小さくため息をついた。

「……空隼人」

　少年が、名を呼ぶ。

　全力を尽つくして戦いあった、空うつほの三つ角。

　しかし、以前とはまるで印象が違ちがっていた。かつての彼が暴力に酔よい、常にぎらついていた抜ぬき身の刃やいばであったなら、今の彼は一見こそ荒すさんでいるが──その実、断たち切った相手にさえ死の瞬しゆん間かんまで悟さとらせぬような、妖刀を思わせる雰ふん囲い気きを帯びていた。

　ゆっくりと頭こうべを巡めぐらし、隼人が問うた。

「……お前は、ここの研究を引き継つぐつもりがあるのか？」

「いいや。どっちかというと、潰つぶしに来たんだよ」

「……そうか」

　うなずき、手を持ち上げた。

　気流が吹き荒あれ、ことごとくポッドが砕け、機械が裂さけた。床ゆかに液体が撒まき散らされ、剝むき出しになった内臓と脳は、竜たつ巻まきによって微み塵じんにされた。ポッドを砕いただけで放置しなかったのは、彼なりの優やさしさであったろうか。

　それから、馳郎へ向き直った。

「北斗は……」

「何だ？」

　妹の名を口にしかけて、途と中ちゆうで隼人は沈ちん黙もくした。

「……いいや。お前は、どうしてここに来た？　やはり月白にでもそそのかされたか？」

「違うとは言えないけどな。手を組めとか言われたし」

「は。じゃあどうするつもりだ」

「組んでやる、って返したよ」

「ほう？」

　意外な答えに、隼人は片かた眉まゆをあげた。

「利用しかえすつもりか？」

「いいや。ただ、俺は白鳳六家それぞれの視点を知る必要があるだろう。だったら、外側からだけ見ていても、肝かん心じんのところは分からない。俺を利用したいっていうのも、俺を排はい除じよしたいっていうのも、同じことの裏返しなら俺はその本質を知らなきゃいけない」

「…………」

「白翁っていう立場を、そういうものだと俺は思ってるよ」

「……そうか」

　どこか眩まぶしそうに、隼人は少年を見つめる。

　一見平へい凡ぼんに見えて、この少年は時々恐おそろしいほど大だい胆たんな手に出る。

　今回だってそうだ。いくら非常事態だったとはいえ、あっさりとジンに協力を求めるなど、そもそも発想としてありえない。行動のきっかけは馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらい単純なのに、重要な局面になると人が変わったような決断を下す。いいや、先に決断しおえて、盤ばん上じようを支配していることすら稀まれではなかった。

　それは、知ち恵えでも勇気でもない。ひょっとすると発想ですらない。

　──思想だ。

　前の事件で、隼人が慄りつ然ぜんとさせられた思想。

　根幹的なところで、すべてを俯ふ瞰かんする王の視点。

　間ま違ちがいなく、戌見馳郎は人の上に立つものの資質を持っている。あるいは先代白翁が彼に見いだしたのも、そういう部分だったろうか。

「なんだよ、人のことじっと見て」

「いいや」

　隼人が、首を横に振る。




「……なら次は、俺も俺の在り方を見つけよう」




　そうして、彼もまた、ジンたちを追うように背中を見せたのだった。







　終章







　数十分後、

「おーわったー！」

　シェルターから十分離はなれた草むらで、ジンが快かい哉さいをあげた。

　見晴らしの良い、山の中腹である。ここにやってきたときは適当なタクシーをつかまえてきたのだが、よもやこんな山道を通りかかることもあるまい。呼び出すにしても一応薄うす墨ずみの私有地だし、もう少し山を下りる必要がある。

　よってひたすら歩いて──かつ、いまだ眠ねむりこけたウーを車椅子で押さねばならず、途中で飽あきたジンが、適当な草むらで寝ねっ転がった次し第だいだった。

　それはまあ見事な大の字で、雑草の青々とした香かおりが、若者の鼻び孔こうをくすぐった。

「ああ疲つかれた！　面めん倒どうくさかった！　二度とやりたくないな！」

「あ、あの……」

　その頭上から、遠えん慮りよがちな声がかかった。

「……ご、ごめんなさいですパパ！」

　白パイが、ぺこぺこと頭を下げたのである。

　こちらもさすがに疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった感じだが、拉ら致ち監かん禁きんされたあげく能力を引きずり出すための実験台にされたのを思えば、むしろ元気過ぎるぐらいだろう。あるいは、そうした能力の実験台になることこそが、彼女の『才能』に一いつ致ちしていたということだろう。

　幸せには、向かない才能。

「本当に、本当に、ごめんなさい」

　幼女が、指を組み合わせてうつむく。

　そうする以外に、謝罪のやり方など知らないように。贖あがなおうにも彼女が持っているものが少なすぎて、何ひとつ返せないのだと泣きじゃくるように。

「……あー！」

　面めん倒どう臭くさそうに、寝っ転がったままのジンが顔をしかめた。

「そういうのは、後でウーに言っとけ！　俺は単に後で愛妻に怒おこられるのが嫌いやだっただけだからな！」

「で、でも、せっかくパパからもらったネックレスもなくしちゃいましたし……」

「だから、その呼び方はやめろっつの！」

　かなり真しん剣けんな声こわ音ねで、若者が訴うつたえる。

「じゃ、じゃあ、なんて呼んだらいいです？」

『反対には代案が必要と考えます』

「……げ、お前もか〈ツール〉！」

　機械音声にまで敵側に回られ、若者が腕うでを組む。

　彼にしては珍めずらしく時間がかかり──その答えが出る前に、別の事態が生じた。

　白パイが、はっと空を見上げたのだ。

「あ」

「お!?」

　きょとんと、若者が空を見上げた。

　その彼方かなたから、気流を操あやつり、マフラーを巻いた青年が降りてきたのである。

　上半身だけを持ち上げて、ジンが草のついた髪かみをがりがりと搔かいた。

「おいおいなんだよ！　もう会わないかと思ってたのに！」

「ひとつ、訊きいてなかった」

　無表情に、隼はや人とが口を開いた。

　端はなから若者の言葉を無視するかのように、こう尋たずねたのである。

「どうして、最初の研究所にやってきていた？　先代白はく翁おうの遺産など、お前にはどうでも良かっただろう」

「あ、ああ！　そういやそんなものもあったっけ！」

　やっとのことで思い出したように、若者が手を叩たたいた。

「俺はたださ！　そんなものがあるんだったら、ハセ公と遊ぶ理由になるかなって、そう思っただけなんだよね！」

「理由？」

「ああ、もともと白翁なんざあいつに譲ゆずれてせいせいしてるよ！　だけど、遊ぶ理由にはもってこいだろ!?　白翁の遺産だっつうなら、どっかであいつも絡からんできそうだし、うまくいけば喧けん嘩かできるなーって。そしたら、ほら、ホントにお前がいたじゃん！　思わずちょっと感動しちゃったよ！」

　それだけなのだという。

　月つき白しろの入れ知ぢ恵えに乗ったのも、あの研究所を襲おそったのも、単にひとりの旧友と遊びたかったからなのだと。鬼き仙せんや〈おに〉を筆頭とする異い端たん者の中ですら、なお異常とそしられるだろうその道理に、灰はい岡おかジンは胸を張る。

　隼人は、小さく呻うめいた。

「……それが、お前の生き方か？」

「ああ、俺は俺の生きたいように生きてるだけだよ！　こんなくだらない生き方してるんだから、すっげえくだらないところでくだらない死に方するんだろうさ！　だけどさ、それも全部ひっくるめて、誰だれにも真ま似ねできないし、真似させないさ！」

　ジンは、笑う。

　ひどく無む邪じや気きに。

　頑がん是ぜ無ない子供のように。

「俺は、そういう生き物だよ！」

　そう、言い切った。

　そして、その笑え顔がおに、隼人はひどく共感していた。少なくとも彼には否定できない生き方であり、同時に、さきほどのシェルターで気づかされた事実を、改めて思い返していた。

　独善という。

　独りよがりの善行を戒いましめた言葉だ。

　だけど、それが王の視点ならどうだろう。

　戌いぬ見み馳はせ郎ろうのそれは『利他』から来ている。あの少年はそれがルールだと言わんばかりに、絶大な権力と行動力を他人のためにしか使わない。

　しかし、この若者は違ちがう。

　彼にあるのは、どこまでいっても『利己』だ。

　すべてが自分のためだから、ほかの誰かを恨うらむこともなく、ただ混じりけのない『欲よく』で行動しつづける。自分とごく身内以外に興味がないがゆえ、ある意味では誰よりも公正だろう。

　それもまた、間違いなく──人の上に立つものの思想。

　戌見馳郎とは異なる、『覇は王おう』の在り方。

「…………」

　軽く、隼人は瞼まぶたを閉じる。

「結局、白翁の遺産じゃなくて、薄墨の暴走だったわけだがな」

「本当かな!?」

　ジンが、人差し指をあげて指し摘てきした。

「何？」

「月白がまったくのブラフを言った可能性もあるけど、俺にはそう思えないな！　だってさ、セキュリティの最高責任者に、白翁が組み込まれてたんだぜ!?　薄墨は暴走したかもしれないけど、どう考えても発ほつ端たんは先代白翁だろ！」

　実際、月白は馳郎にそう話していた。

　もともとは白翁が白鳳六家のひとつに預けていて、その部門が暴走したのだと。

「いやいやいやいや……って、あのおっさんの口くち癖ぐせじゃないけどさ！　俺も先代白翁とはあんまし付き合いなかったんだけど、これ結構面おも白しろいんじゃね！　どう見ても、人が好よいだけの爺じいさんじゃねえわな！」

　命を賭かけて馳郎を守った白翁。

　非道な実験を始めたのも白翁。

　ジンを選んでいた白翁と、馳郎を選んだ白翁。




「いしししし！　こう思わないか!?　まるで、白翁がふたりいたみたいだって！」




　笑って、若者は言う。

　光と闇やみ。

　実体は知れぬが、ふたつの王の在り方を先代の白翁自身も体現していたと。

（……ああ、そうか）

　隼人も、それで納なつ得とくした。

　結局、この思いの正体はあまりにも単純だったと。自分が認めたくなかっただけで、最初から答えは明らかだったのだと。

　次の瞬しゆん間かん、隼人はジンにも予想できない行動に打って出た。

　突とつ然ぜん、草むらに膝ひざをついたのだ。

「な、なんだよ！」

「え、え、え？　何なんです？」

　さすがに若者が目をしばたたかせ、隣となりで見ていた白パイもきょろきょろとふたりを交こう互ごに見やった。

「空うつほは〈裁さい定てい者しや〉だ」

「ん？　ああ、知ってるけど、その役やく柄がらって今はほとんど形けい骸がい化かしてるだろ！　まともに機能してるのって、青あお朽くち葉ばの〈守もり人びと〉と真朱まそおの〈妖あやかし狩がり〉ぐらいじゃねえの！」

「ああ、だが、自ら任じていることに変わりはない。どうやら俺もその一族のひとりには違いなかったらしい」

　隼人は、ひどく誇ほこらしく言った。

　こんな心持ちになるのは、かつての自分では考えられないことだった。こんな言葉を告げるのも、かつての自分ではありえないことだった。

　幼い頃ころ形だけを教えられた礼式をもって、青年は告げる。




「白鳳六家が第四位、〈裁定者〉として──空隼人の風は、これより貴き兄けいに従う」




　ジンが、目を見開いた。

「おいおいおいおい！　それ本気か!?」

「お前が王だと思ったからだ。俺の在り方はお前に委ゆだねる。好きに使え」

　隼人が扱あつかいあぐねていた『暴力の才能』。

　その使い道を、託たくせる相手を、やっと見つけられたのだと。

　ほかの誰もが悪夢だというかもしれないが、最悪の決断だと糾きゆう弾だんするかもしれないが、それでも空隼人はこの決断に誇りを持てると、そう言い切ることができた。

　対して、

「……あー」

　コートの若者は、頰ほおを搔いた。

　まだ車くるま椅い子すで眠ねむっているウーを、後でどう説明したものやらという感じに見やって、それでも跪ひざまずいたままの青年を否定しなかった。

　ひとつ息をついて、困ったようにこう言ったのである。

「……じゃあ、とりあえず、お前の風で街まで運んでくれるか!?」




　　　　＊




　翌日、馳郎は土下座していた。

「すまない！　任務放ほう棄きしてしまって！」

「そ、そんなことないです！　だって馳郎さん、わざわざ家まであたしを送ってくださったんでしょ。こちらこそ気絶までしちゃってご迷めい惑わくをおかけしました。で、ですから、頭をあげてください！」

　あわてて手をふって、土は師じさやかが馳郎にお願いする。

　少女の家の、応接室だった。

　あの後、朝になってようやく黄こう坂さか市に戻もどってきた馳郎は、仮か眠みんだけとってさやかのところに謝罪しに来ていたのである。

　なんとか馳郎に頭をあげさせて、少女がほっと息をつく。

　それから、唇くちびるをほころばせた。

「……それに、いい夢を見られました。懐なつかしい友達と会う夢」

「友達？」

　うなずいて、さやかは近くの棚たなの上に置いてあった写真立てを取った。

「ええ、この子です」

「っ──！」

　少年が、こっそり息を止める。

　そのことに気づかず、さやかは写真の少女を優やさしく見やった。

「月白遙はるか。小さいときの、あたしの一番の友達だったんです」

「……そっか」

　と、馳郎が呟つぶやく。

　親の名前は問うまでもあるまい。

　そして、その少女こそ、馳郎があの通路で幻げん視しした相手でもあった。どのような原理が働いたかは分からないが、少なくとも馳郎はその幻げん影えいを見た。

　同じ面おも影かげが、ポッドから助け出したあの幼女にもあった理由は、多分……

「…………」

　思いを馳はせて、口をつぐんでしまった馳郎に、さやかが話しかけた。

「……馳郎さん？」

「あ、ごめん。ちょっと考えごとしてた」

「いいえ、いいんです。ただ訊ききたいことがあってその……ひょっとして、あのときの人民服の方とお知り合いなんですか」

「あ」

　包パオのことだった。

　あれから立て続けの事件ですっかり忘ぼう却きやくしていたが、さやかに告白してきたストーカーはまさしく中華街の長老に仕える人仙だったのだ。

「あ、おお。あいつなら後で見つけて、かっちり言い聞かせておくから。本当に迷惑かけてごめん」

　知り合いがストーカーというのは、あまりに体てい裁さいが悪い。

　しかし、尋たずねた少女はかぶりを振ふったのである。

「ち、違うんです」

「え？」

「え、え、えと、その、わざわざ馳郎さんに恋こい人びと役までお願いしてしまって、本当に良くないのですけれど……あの、その、あれからいろいろ考えてみて……花束は嬉うれしかったようなというか……ええと……」

　かあっと顔を赤くして、さやかは必死に言いつのる。

　いや。

　考えてみれば、この可能性もあったのだ。

　馳郎にボディガードを頼たのんだのは、弦げん摩まの暗示による後押しがあってのことだ。彼の言葉によれば、そもそも告白してきた相手のことでさやかは悩なやんでいたというが、月白の暗示にその悩みが影えい響きようされる前の、感情のもともとは……。

「……今度、ふたりきりで会っていただけるよう、あの方に伝えていただけませんか？」

　恥はずかしげに、少女は馳郎へお願いしたのであった。




　　　　＊




　薄うす暗ぐらい部屋で、彼はソファに座り込んでいた。

　まるで、千年もそうしているようだった。深く埋うずもれた身体からだはもはや立ち上がる事のない彫ちよう像ぞうに似ていた。たまりにたまった疲つかれと倦けん怠たい感と──ひとつの目的を遂とげた達成感が、彼を救世主のごとく釘くぎ付づけにしていた。

　どれぐらい、そうしていただろうか。

　ゆるりと、その視線が入り口の扉とびらへと向いた。

　闇に溶とけ込むような毛皮をした小動物が、その扉の隙すき間まから現れたのである。

「……エイジャか」

「ああ」

　ぶっきらぼうに、片目の潰つぶれた猫ねこは言った。

「あいつらに、会ったらしいな」

「ああ、ずいぶん助けてもらったよ」

　月白弦摩は柔やわらかく笑う。

　人好きのする笑え顔がおを、そのままにエイジャは受け取らなかった。猫の髭ひげをぴんとはねあげて、つまらなげに尋ねる。

「……何を考えてる？」

「大したことじゃないさ」

　弦摩が肩かたをすくめた。

「ああそうだ。薄墨馬ば州しゆうなら、さぞいい夢を見てるだろう。私の権力の限りで、長生きしてもらうつもりだよ」

　そんなことを訊かれてもいないのに言った。

　彼なりの情報提供のつもりかもしれなかった。

　エイジャと弦摩の付き合いは、端たん的てきに言えばギブ＆テイクだ。エイジャがその能力や知識を活いかして捜そう索さくやメッセンジャーを請うけ負えば、月白は必要な居場所や情報を提供する。同どう胞ほうである鬼き仙せんからは鬼仙兵器ナタを解放した罪で追われ、〈おに〉からは忌いみ嫌きらわれるエイジャにとって、選せん択たく肢しはほとんどなかった。

「もうすぐ六家総会だな。今度はどんな細工をする気だ？」

「別に、大したことをするつもりはないよ。単に、月白の当主として責を果たしているだけだ。薄墨の暴走を止めたのもその内だし、いささか計画が早まったけれど、新しい白翁に会ったのだって悪くないだろう？」

「…………」

「そう警けい戒かいしないでほしいな。別に、彼らをどうこうしようとは思ってない」

「彼らは、か」

「何のことだい？」

「いいや何でもないさ。いつものところで寝ねてる。用があったら呼べ」

　黒くろ猫ねこが、くるりと尻尾しつぽを向けた。

　再び闇やみに同じ色の毛皮が溶けて、気配が遠ざかる。

　それから、弦摩は傍かたわらにあった写真立てを手に取った。

「……ああ、分かってる。分かってるとも」

　その写真立ての中で笑っている──八歳ぐらいの幼女に、弦摩は優しく話しかけた。

　そして、どうしようもなく、その瞳ひとみと声こわ音ねが徐じよ々じよに変じていった。

　阿あ修しゆ羅らのごとく。




「お前を殺した鬼仙たちを、私は絶対に許さない」




　憤ふん怒ぬと怨おん念ねんを凝ぎよう縮しゆくさせ、月白弦摩は幼女へと宣言したのだ。

　奇くしくもそれは、馳郎がさやかに見せられた──月白遙の写真であった。




　　　　＊




　さやかの家を出て、馳郎はうんと伸のびをした。

「あー、しまった。まさか、包パオに脈があったとは」

　ごしごしと顔を擦こすり、信じられないように言う。

　まだまだ未熟である。ボディガードたるもの、依い頼らい人の心境にも配はい慮りよする必要があるのだから、今回のことはよくよく肝きもに銘めいじておかねばなるまい。はたして女心に通つう暁ぎようできるのがいつになるかは分かったものではないが。

　山手の高級住宅地から坂を下っていく。

　疲れた足でアスファルトを踏ふみしめていくと、電柱の側そばで白い帽ぼう子しがちょこんと揺ゆれていて、少年を微び笑しようさせた。

　ナタが、背中をもたせかけていたのである。

「夜よ討うち朝あさ駆がけとはこの国の言葉だが、うちの事務所の所長はちょっと働き過ぎじゃないかな。どうして私を連れて行かなかった？」

「いや、あんまり気持ちよさそうに寝てたから」

　頰ほおを搔かいて、少年が言い訳する。

　一応事務所と自宅とで、あの〈たまゆら荘そう〉にふたつの部屋を確保しているのだが、今回はさすがに疲れ果てていた。ベッドはナタ、ソファは馳郎で、同じ部屋に就しゆう寝しんした次し第だいである。

　すうすうと寝ね息いきを立てるナタの顔につい見み惚とれてしまい、起こすのが躊躇ためらわれた……というのもひとつの真実なのだが、それは胸の内に伏ふせておいた。

「むう。で、寝てるところに電話があったわけだが──月白弦摩から連れん絡らくがあったよ」

　と、少女が告げる。

「連絡？」

「依頼料の千円は書留で送るとさ。あと、六家総会の日取りが正式に決まったそうだ」

「ああ、言ってたやつか」

　馳郎が納なつ得とくする。

　白鳳六家それぞれが集つどう会議らしかった。以前にも似た会議はあったが、今回要よう請せいしたのは青朽葉の当主らしく、それだけに集まる面々は重じゆう鎮ちんが揃そろうことが想像された。

　今度こそ、馳郎の白翁としての資質を問われることとなるだろう。

「それと、蓮リヤン花フアが、早く店に連れて行け、だそうだ」

「げ、あいつも寝てないんじゃないか！」

「……それだけ楽しみにしてるってことじゃないか」

　これはなぜだか、拗すねたようにナタが言う。

　あの後、蓮リヤン花フアは馳郎たちと一いつ緒しよに街に戻もどり、中華街で別れたのだった。疲れ知らずな少女だと分かってはいるが、よもや数時間でせっつかれるとは思わず、少年がううむと唸うなりをあげた。

　腕うでを組んだ馳郎に、ナタは淡あわく唇くちびるをほころばせた。

「今回は、なんだかいつもと違ちがう顔をしてるかな」

「そ、そうかな？」

「そうだよ。いつもと違う疲れ方をしてるみたいだ。──当ててみようか」

　言って、少女は形の良い顎あごに人差し指をあてる。

　隣となりに並んで一緒に歩きながら、こんな風に尋ねたのだ。

「自分がやったことが正しかったかどうか、悩んでるんじゃないかな？」

「……隠かくせないなあ」

　少年がはにかんで、頭を搔く。

　あまりにも、今回は考えることが多すぎた。千円ボディガードの仕事として処理はしたが、その単純さに徹てつする事ができないぐらい、いろんな事情や人間が絡からみすぎていた。過去からのことも未来に続くこともあって、少年の心はずっと揺れ続けた。

　月白弦摩。

　薄墨蔵人くらんど。

　薄墨馬州。

　それぞれの相手に、それぞれの因いん縁ねんがあり、少年には窺うかがうことしかできなかった。

「もっとうまくやれたんじゃないかなって、やっぱりそう思う」

「そういうもんだよ」

「そういうもんかな」

「ああ。生きていくっていうのは決断の繰くり返しだ。間ま違ちがっても正しくても前に進まないといけないし、間違いや正しさが証明されることなんて滅めつ多たにない。だから、私たちはその両方を吞のみ込んで歩いていくしかないんだよ」

　ナタの言葉は、夏の香かおりがする風に乗った。

　眩まぶしさの中で、少年は少女の過ごした年月を思った。長く封ふう印いんされてきた少女は、彼とは隔かく絶ぜつした時間を過ごしてきたのだった。

　だから、

「そっか」

　と、言うだけにとどめた。

　ふたりとも黙だまったまま、しばらく歩いていった。沈ちん黙もくが苦でないことをふたりは知っていた。真夏の光の中で、それでも眠ねむたさを嚙かみしめながら、ゆらゆらと今回のことを思い返して言った。

「うん、そうだな」

　真っ青な空を見上げて、もう一度馳郎が口にする。

「考え込みすぎても仕方ない。今度また、ゆっくりリコと北ほく斗とにも話を訊きこう。総会とやらの前に、さすがにいろいろ覚えないといけないだろうし」

「きっと、いない間に勝手なことばかりしてってどやされるぞ」

「う」

　痛いところを突つかれて、少年が言葉に詰つまる。

「じゃ、じゃあそのときは弁護を……」

「うん。その弁護料は弾はずんでもらわないとな。キミに、恋こい人びと役のボディガードをつとめてもらえるぐらい」

　とびきりの笑顔で、ナタがからかう。

[image: ]

　途と端たん、馳郎が耳まで真っ赤になって、それを見た少女は──からかったのは自分だというのに、同じぐらい顔を上気させたのであった。

　夏の陽気のせいだと誤ご魔ま化かして、ふたりが会話を再開するまでまだ十分以上はかかることとなる。




　　　　＊




　このときは、そんなことを言っていた。

　そんなことを、言っていられた。

　そして。




　──この事件の後、リコと北斗は帰ってこなかった。








〈了りよう〉









　あとがき




　お待たせしました。

『クロス×レガリア』六巻となる『双貌の王』をお贈おくりします。

　今回は、全体の中でもとりわけ大きなターニングポイントとなっています。その分構造もがらっと変わっていて、驚おどろいた方も多いのではないでしょうか。

『クロス×レガリア』の持つクロスの意味を、存分に使った一冊のつもりです。




　　　　＊




　──さて。

　馳はせ郎ろうの持つ資質について、何度もこの話では触ふれてきました。

　つまり、王の資質。

　人の上に立つ者の、立ってしまう者の在り方。

　しかし、その在り方はけしてひとつきりではありません。世界に多くの国と在り方があるように、正解ひとつを持ってきてよしとするようなものではありえないのです。だからこそ、ある意味でもうひとりの主役として盤ばん面めんに据すえられた『彼』──もうひとりの若き王のもとにも、必然として人は集まっていきます。

　馳郎も『彼』も、そう望んだわけではないのにです。

　こうしたことは、何も王の資質に限りません。

　才能があるということは、環かん境きようがあるということは、場合によっては呪のろいなのです。

　余人には見えぬものが見える。余人にはできないことができる。そのために、ほかの道を選ぶことさえかないません。ひょっとしたら、考えることさえできなくなっているのかもしれません。彼らは「できてしまう」のだから「できない自分になる」ことはもはやかなわないのです。

　それは多分、とても恐おそろしいことです。




　そして。

　今回の物語に出てくるのは、そういう人たちです。

　鬼き仙せんにせよ〈おに〉にせよ、凡ぼん人じんにははかりしれぬ絶大なる『力』があるからこそ、もはや無力には戻もどれない──戻る選せん択たく肢しなど考えることもできない、そういう人間がきっかけとなった事件です。

　彼らは愚おろかで、罪深い者たちです。それは間ま違ちがいありません。とりわけ中ちゆう核かくになったひとりには、擁よう護ごの余地もないでしょう。

　しかし、彼らだけが愚かなのか。

　しかし、彼らだけが罪深いのか。




　ほんの少しだけ、考えていただければ嬉うれしいです。




　　　　＊




　ここで、いくつかご報告を。

　前の巻でちらりと触れましたが、ファミ通コミッククリアさんで、成なり家いえ慎しん一いち郎ろうさんによる『クロス×レガリア』のコミカライズが正式に始まっています！

　まだ全部サイトで読めるかと思いますので、気になる方はぜひ検けん索さくして見に行ってくださいませ。




　成家さんの手になる馳郎は本当に格好良く、ナタも蓮リヤン花フアも最高の可愛かわいさです。ゆーげんさんの描えがかれる精せい緻ちで色気のある彼らとはまた違う、漫まん画がならではのキャラを楽しんでいただけると本当に嬉しいです。僕は毎回ネームをもらうとほくほく顔になっております。




　　　　＊




　いよいよ、本編も六巻となりました。

　今回は大きなターニングポイントです。最後の行で、「ちょっと待って！」という気分になられた方もいるかと思います。なるべく早く次をお届けしたいのですが……全力でやっていますので、もう少しだけお待ちください。

　次は、ついに六家総会。

　すべての三つ角が揃そろう、そのときです。

　なんとかここまで書いてこられたと、ほんの少し感かん慨がいと安あん堵どを覚えております。




　　　　＊




　最後になりましたが、細やかな考証をお願いしている三み輪わ清きよ宗むねさん（とある一文が問題ないことを調べるためだけに五日間かかったとか！）、前巻から新しく担当になってくださった編集のＫさん、いつもながら鮮あざやかなイラストを描いてくださった絵師のゆーげんさんに感謝を捧ささげます。

　そして、もちろんここまでついてきてくださった、読者の皆みな様さまにも。




　次の巻は、冬から春の間にはお目見えする予定です。




　二○一三年八月


『ドラゴンズクラウン』を遊びながら　



























カバー・本文イラスト／ゆーげん

カバー・本文デザイン／濱 祐斗
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